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謹 賀 頼 寧

昭 和 九 平 元 日

大阪市北直中之島三丁目五番地( 大阪三井ピ; 1. - 内)

電 話 土 佐 堀( 長 ) 8 3 6 5- 7 ・1776 ・3 1 0 3

*  応 東 京 市 麹 11I f 区 有 紫 01]" ( 三信ピル内)

電話銀座 (57) 代表 5141 (日j 長 5140

文 山 大 連 市 山 腕 通 18] ( 日本軍[1舶ピ; 1. - 内 J

電 話 ( 長 ) 5 7 0  5  

同 名古 ｬ 石市中匝矢場町五丁目｣Ｍｾ ｲＮ 防ピ［ＱＮＭ内 Ｉ

電 話 中 2 7  9  1 ・2 8 3 7  

1司 緬岡市博多上見月以 111]" 3 5  0; .倉ビル内)

電 話 ( 長 ) 2 2 9  9  

，YJ， ｾＮ長所 京 被 府 長 谷 川 11I I 1  1 6  ( 京城ピ; 1 . - 内)

電 話 本 ( 長) 1  3  0  6  

出 張 品 札 幌 市 南 ー 僚 西 ! ) ノ 1 -1 

電 話 1 8 4 1  

減 出 員 満 洲 園 新 京 宝 IlI I 4 ノ 4 ( 三井物漆内)

電 話 ( 長) 3  7 6 6  

同 腕 島 市 紙 屋 lur 1  7  ( 装備銀行ピル内)

電 話 3 7 1 1  

三機工業株式曾祉大阪支庖

取 扱 底 三井物産株式曾祉各地支底出張所



阪 神 線 演 甲 子 園 海 還 に 建 つ

「夏 の 家」設 計 圏 案 募 集

今回大林組イ! ー'包 古1¥経営の阪市市線 i!i1. 甲子園海越住宅地へ同住宅街完成記念として同位

宅地へ建つ 「瓦の家」設計闘案 を下記規定に よ り弘〈懸賞募集 す

j毎遺エ建ヴ 「夏の家」設計園案懸賞募集規定

1. I仮刷l沿線演甲子医| 健康住宅地ノ海; 盈ニ建

ツ夏向ノ 住宅設計園築

2. 磨慕設計要件

1. 11[ {置 演甲子闘海泌ノ卒地

2 敷 地 100.1;<1'内外

3. 建 坪 30. ! Zf以内

所・ 塁手

4・ノ 室
室数及大サ等ノ、任意

5. 構 浩 木造建タルコト

6. 様 式 不fj 胤ヲ基調トスルN風 建

7. 建築費 4，000 国l以内グルコト

3. 磨募園面及書類

1 . 平凶圃 50分之1

ＲＮ 立面 ｾｦ 劃 50分之1

3. I筋商闘 主要部分 li 印ー以上

4. 透視国 着色ヲナス コト

5.  i謝Jfi ナ; ¥- 仕桟吉又ハ説明書

4 闘在li ハ1; 王国紙へ虫仕上トス

Ｕ Ｎ 各協 ｩ 回並ニ 主主類ニ ハ暗批ヲ附 シ 別 ニ ｉｬｴ ｦｾ 足

並 ニ住所氏名 ヲ言巴シ グ;¥- 紙J 1 " ヲ封筒ニ入レ

添付ス ル コト

6 . 賞

入賞 3  名 金 牌 副 賞 各100闘宛

選外

伎 作 若 干 名 銅 牌

7. 締切期日 昭和9年3月10 日正午

8. 審査及首選授表

1. 審資ノ結果ハ「建築と枇曾」ニ之ヲ蛮

表ス

2. 警交員ノ氏名ハ下ノ主r J シ

葛出i' Ml - 郎氏古字国民ニ氏武I : l i 五一氏

藤井 j享二氏古塚正治氏本間乙彦氏

松本 儀 八 氏 南 信 氏 村11')- 藤吾氏

CE . 十主手順) "; 

3. 首選凶裟ハ大林組百貨甲子国健康住宅

地へ直 ニ施工シ昭和白年6 月ョリ 8 月末

迄 「互の家」展覧舎ノ開期中一般ニ公

開ス

9. 審奈ノ結巣ニ tei シテハ説明 テ; kメ 叉ハ異

議 ヲ申立ツ ;¥- コトア得ス

1 0 貨施 ニ蛍 リ多少 ノ改造ヲナスコトアルモ

異議 ノ ｲｾ 立 テ得ス

1  1. 1窓募捌裟ハ之ヲ遺附セス

1 2，庭慕圏実設送先

大阪市北区中之島 3 丁目 3

朝日ピル内 日本建築協曾宛

昭 和 9 年 1 月

前土固

法 人 日 本 建
長お

オミZ 協 曾



謹 賀 新 年

昭 和 九 年 甲 成 元 日

最上院|

法 人 日 本 建 築 協 曾

曾
主ド

t=l 

本協合定款第十七係第十人保及第二十僚に依り昭和八年十

二月十九日開舎の評議員舎に於て理事、令長、高I j 曾長、常務

の;25容を執行致しました結果下記の通りであります。

理事 曾 長 ) I  同 安 氏

理 事 副曾 長 松 E主主光l - C ;

常務 ( 主 記 〉 今 林 彦 太 郎 氏

常務 ( 主詑) illl 英 之 助 氏

常務 ( 主 記 ) 波 部 圭 吾 氏

常 務 ( 主計〕押j 7 ) ( 柴二氏

常務 Ｈ主計 〉平 塚 ＱｾＱ 吉氏

常務 ( 編桝) 秋 附 :pL 代 治 氏

常務 ( 祈¥ij ぜf) ｾｾｲ 名紐夫 氏

理 事 副 書 長 引出] ' JU: 一 郎 氏

常務 ( 主記〉井 上 幅 蹴 氏

常 務 ( 主 記〉 中 津 誠 一 郎 氏

常務 ( 主 計 ) 鈴 木 本 尾 氏

常務 ( 編中市) J 11 ) 修正! 与古氏

常務 〈 編 輯 ) 高 橋 後 治 氏

ＨＮ，，ｾ十昔順〕

昭 和 9 年 1 月

枇 開

法 人 日 本 建 築 協 合
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E I  

企七

仁E

名 簿 役 員 欄 遁 加 の 件

さ きにお己主り致 L ました昭和 九年度本曾舎員名簿はそ の後行

を急ぎましたため役員未決定の儀後行致 しまし たが客月 19 日

決定、 別紙の 通 本51jdへ挟込 ミ致して居りますか ら名簿の役員

欄へ御貼り附け下さい

瓦t同!J

法 人

昭 和 9 年 1 月

日 本 建 築 協 舎

曾 告

本 誌 表 紙 懸 賞 国 案 入 選 者 護 表

珠 て 募 集中の昭和 9 年 度 本 誌、表紙懸賞 園案 は 奮 臓 1 2 月 8 日

審査舎を開き審査の上慎重巌選 の結果下記諸君が夫々入選の

栄誉を擦はれました。( 入選園祭は本文中に掲出しであります)

等 ( 1 名〉

荒 )Ij 利 一 君 大阪市西成直粉演中2 ノ46

ー 等 ( 1 名)

一

木 野 寅 治 君 兵 庫i係武出方1) 甲東村門戸230

等 ( 1 名)

藤 原 肇 君 兵庫J臨明石郡垂水 町字西垂水神岡山j 竹垂 班 内

佳 作 ( 4 名)

渡 メil 雄 君 東京市型島匝西巣 ｉ ｰ ， ｾＲ ノ Ｑ ＹＷＹ

矢 野 正 三 郎 君 大阪市港 ｉ ｾ 九僚北通 Ｓ ノ ＵＰＸ Ｑ

黒 明j 澄 夫 君 大 阪 市j l I ! 匝今繭町51

荒 )11 手リ 一 君 大阪市西成匡粉演中2 ノ46

昭 和 9 年 1  
月

祉 関

日 本 建 築 協 合E ヨr  法 人



曾
半

口

今 回 本 舎 か ら 下 掲 の 如 き 草 行 本 を 上 梓 し ? こ c i ui 街 地 建 築 物 法 令 」 は 三版、「縦住

宅 悶 案 集 」 及 「 績 皐 校 建 築 岡 英 」 は 犬 φ 前 回 苅 行 の | 祭 好 評 を 受 け に も の 〉 姉 妹 筋

でWtれ も 充 分 の 自 信 を 以 っ て お 薦 め す る 良 著 で あ る つ 別 綴 「 注 文 ハ ガ キ 」 を 以 て

陸績申込を? 乞ふ。

( 三版) 市 街 地 建 築 物 法 令

本警は本年 5 月出版するや忽も初版再版ともに責切となっ? こもので其後多数の注文があるので

三版を刊行し? こものである。

1  . 大 さ

1. 定 債

菊 牟 議

5 0 銭

3 3 0 頁

送 料 6 鏡

1. 割引 曾 員 定 債 の 2 割 引 、 賛 助 員 同 1 割引

(新刊) 績 住 宅 圏 案 集

本書はさきに 刊行して 絶讃を受け忽ち三版を重ね ｔ こる「住宅凶策集」の ｾ ､ ｪ 妹簡である。牧める

所のものは

「阪和上之芝住宅」懸賞蛍選闘喜美

東 豊 中住宅懸賞宮選園案 Ｈ婦人 ・乎 供ｾｾ主とせるもの〉

「住宅平面園及台所設計園J (0' 1ニ秋までのみ;金募 集の諸懸賞首選闘案中より ti l!c l:jI，)

以上でいづれも多数の癒募圃笑より 46 種を 厳選せるもので住宅設計上具躍的の指針を提供し

? こる好箇の襟I字国楽祭である 。

1 . 大 さ 四 六 倍 版 1 0 0頁

1 . 定 慣 れ0 0 圏 送 料 1 0 銭

1 . 割 引 曾員 定債の 2 割 引 、 賛 助 員 同 1割引

(新刊 ) 績 事 校 建 築 国 集

各方 i凶の車力を得て最近二三年間に竣工しTこ感校建築の資料を? 蒐めに ところ、大・中・小・型，校の

代表的のもの 40 徐校に上つ7このでこれらを纏めて編纂刊行することにし仁、設行は本w下旬

の Ｗ 象定である 、前回 殻行し ｔ こる本 集は非常なる女子許ｻ･得て三版ｾ重ね ＿こ がその安 ｩ ｬｩｾ ［ 編 で あ る 。

1 . 大 さ 四 六 倍 版 2 0 0 頁

1. 定 債 1. 00 園 送 料 1 4銭

1. f1J  ｾｉ 曾員定賓の Ｒ 割引、賛助長同 Ｑ 割引
t  

昭 和 9 年 1 月

前士圏

法 人
日 本 建 築 協

ｾ＠
日



(絶 版 ) 関 東 震 火 災 視 察 記 定{ 貢 3.50且1 U12料 12)

露五災直後本協合員の視察報告集

(絶 版 ) イ主宅 懸 賞 図 案 集 定 偵 1.00間 ( 浴料 10)

サンマ{ ハウス、貸長屋の懸賞I@I案集

( 絶 版) 婦 人 の 住 宅 知 識 定 償 1.00固 〈主主料 10)

婦人に必要なる住宅の諸設を蒐集せるもの

( 絶 )仮 ) 世 界 最 近 建 築 国 集 定 償 0.50固 ( 送料 8)

肱米尖端の新建築の鶏真集

版) 塁手 校 建 築 図 集 定 憤 1.00閤 ( 浴 料 18)

幼稚園、小墜校より大串校に到る迄の諸種の

8裂校{ e 網羅す

記 念 出 版

( 絶 版 ) 住 宅 岡 案 集 定 債 1. 00直 〈 浴 料 0)

工費 2500 凶以内建坪3り坪以内の小住宅懸賞闘集

(新 刊) 最 近 建 築 懸 賞 国 集 定 債 0.70周 ( 送 料 10)

東京守管室til j . 物館 ・東京美術館 ・軍人合館 。日本

生命館等東洋趣味を基調とせる大建築懸賞国集

版) 市 街 地 建 築 物 法 令 定 値f 0.50幽 ( 送料 6)

六大都市施行細則共他閥係命令を蒐めにもの

記 念 出 版

i 新 刊 ) 大 阪 市 地 質 調 査 図 表 定 憤 3.50阻 ( 送 料 12)

大阪の地質を 500 筒所に立り調在し1 : 1 歯| 表 ( 本協合員に限り 3. 00幽)

記 念 出 版

( 新 刊 ) 績 住 宅 国 案 集 定 償 1.00園 ( 送料 10)

工費 2500 鼠l以内建坪 30 坪以内の小住宅及同

上の華所国集

(新 刊) 績 与 さ 校 建 築 国 集 定 償 1. 00困 ( 塗 料 16)

最近官余二三年間に竣工しに大 ・中 ・小型校建築

40 校を蒐めにもの

日本建築協曾議行 大北級事幸口座大阪 39975

責 捌 柳々堂書庖

丸善本支底
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山 本 三 郎 氏 自I Ai 

昭 和 九 年 を 迎 ム

工 皐 博 士

片 岡 安

咋昭和 8 年を迎ふるに嘗り吾人は我建築界の未曾有の多難なる情勢に想到し、我業界人

士の一大賢悟を要するを絶叫しにのであるが、事賓は左程の難事ではな〈大鰹無事に切り

抜げることが出来1: のは、御互に同鹿に勝へぬ吹第である。その理由としては各方面の深

刻なる不況も案すもるよりは甚しからす事業によりでは梢好轄しにものさへも続出し. 各方

面の失業も多少緩和したのみならす¥一般に積極的気分を帯びて来? こかのような感がする



' 2  

t 同時に、我関目下の事情ーは建設の一日も忽にすべからぎる間柄であることが各方面に諒

解されて来? こからであると考へらる。此離に就ては吾人は我間運のひ? こすら隆昌の方向に

向ひっ〉あるを耐繭すると共に我建築界の幸運を喜ぶものであ る。然 しながら我園運が世

界の何れの園よりも著し〈良好に進展しつ〉ある最近の現欣は決して安定確賓性のもので

はなしむしろその反商に未曾有の危機を字みつ〉あるの事質を否む諜にはゆかない、各

閣が鋤が上にも闘税を高〈し、職入の管理をなし或は禁制までも なして、我閤産品の進入

を阻害せんとしつ〉ある現献では、所詮我輸出を萎縮せしめねば己まねであらう。若し我

輪出が多少なりとも減退するようになれば我閣の経済界は甚しく悪影響を受げて折角建設

途上にあ る我産業界は叉復逆輔の菱自を見 るの虞がある。建築工事及その閥係の事業が特

に打目院を受けることは想像するに徐り ある 、これ誠 に由 k 敷き問題であると考へられる 。

本年を迎ふるに際し、我業界の無事幸運むしろ積極的に進展せ んとしつ〉ある昨年来の

情勢が、そこに一抹の危機を字み多少不安の兆候を帯びて居るところに細心の注意が梯は

れねばならぬのではあるまいか、 所謂順風に帆かけて潮流に来て居ると言ふ のではなくし

て、強風に醜弄きれながら 急: 潮を利用し無事に進航しつ〉あると同然であるから. 何時そ

の針路が妨げられるか和解らぬような所謂不安極まりなき情態にある。そこに細心の注意

と果敢の犬決心を必要とするは 言ふまでもない . その細心の注意とよ民政の大決心こそ我業

界人士の採るべき緊要の事項であると考へられる。

細心の注意とは何であるか 。建設事業の仲展を見透してその前途の費化に深 き注意を銚

ふことはその第ーであり、物関脇落の激鑓に備へることや、建設施工の合理化及民衆化を

徹底せしむること等、数へ来れば相官多分の事項に亙り攻究ｾ必要とするであらう。又巣

敢の大決心とは我建築界の進展の矯め にあらゆる手段を積極的に進めることである 。設計

の根本より材料の取捨構造の改善. 更に進んでは建設物利用の革新. その経情的及枇合的

合理性を見出してその普慮を攻究することも必要である。唯従来の因襲に従ひ過去の延長

に甘んすもるようでは到底積極的の進展を見出 し得ないのである。新年を迎ふるに首 b政て

同志に恕へて共鳴を得んとするものでゐる。



大 阪 市 電 気 局 電 気 料 事 館

設 計 者 大 阪市土木市建築課

構 品E 鍛骨鍬筋弘主混凝 :卜ー

階 重 立 地 階 2 階 地 ，-. 7 階 塔 巌 付

ｾｪ さ地盤而より Ｗ 防車 ｦｲ ベ

ラベッ トJ 上端迄 30. 5 米

建 坪 薮 613. 33 苓 方米

延Fド重立 5，553.346平方米

竣 エj明 昭和 10年 9 月

所在大阪市j ! ! i ，J ，I 1 ; 商長郷北油リ

1 丁目 5 番地ノ 1

工 事概 要 9i : 部壁 l 階合主石H，'j 付

Ｒ 階以 ヒ 「 リソイド ｪ 書室内 ｬｭｾ

は主として「プラスｾ - ｊ ｾ 量一

掃壁紙磁「ラ フコート J 及 「テ

ラゾ J 仕上「リ y ィγ j 塗 「タ

イ ル ｊｾ 長「カ ンパ ス ｈ 民 ペ γ キ

塗 仕 上 等

4ト

!令

φ  

大 阪 市 立 電 気 局 電 集 科 畢 舘

+  

3
1  
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E

長

，

.

高

一

副

則

日

ノ

濁 乙 文 化 研 究 所

設計 者 村野建築事務所

施 工 者 津 回 甚 組

構 法 鍬 筋混綴土品主

階 数 2階 建 一 部 地 下全長附

建坪数 133. 5 坪

延坪 数 235. 0 坪

竣工 期 昭 和 9 年 9 月

建築費 約 50，0∞ 闘l

所 在 京 都 市 左 京 区 吉 岡 町

工 事 概 要 外 装は リソイ ト仕 上。

尾 根 は 鋼板 光旅 葺 。 室 内 . ク

ラプ家及 食堂は壁及天井リ Y

ィ r 塗 P ベ y キ仕 t 。床はセ

メシト F イル貼。 其 他 の家は

総 て プ ラ ス タ ー 粗商仕 上 の !

ペ ンキ主主仕 上 。 使 所 は湾 7.K深

化袋置 o t i 1房君主置は淑7. kt i 1房

を使用す。

r
D  

F  L  0  0  R  P  L ヘN

8  

14 濁 逸 女 化 研 究 所



白 樋 曾 舘

白 鶴 美 術 館

設計者= 竹中工務応設計部

施工者竹中工務! 苫

構 造 鍛 骨 鍬 筋 混 土ま量

階 数 2階建

建坪薮 265.52 坪

延坪量生 443.47 坪

竣 工 期 昭 和 8 &手 12月末

所 有 : 兵 庫l隊武J l I f . 郡佐官;

村字落合 154 5番 地

5'  



東 京 賓 塚 劇 場

設計者 令; . i <，合最1: 竹中工君主応 、鷲

尾九郎 、石 ill 純一郎

施工者 合名合枇竹中工著者応

構 造 餓 骨 鍛筋 混 凝 土 遺

階 敷 地 上 5 階 、地 下 1 階

建坪数 1022. 654 坪

延坪数 4793. 589 坪

竣 工 期 昭 和 B 年 12月末

所 有: 東 京 市 麹 町1花有祭町 l 丁

自 12番地

1 6  

工事縦要

軒高 ＲＵＮＲＵ 米を有する新興茸Ｚｾ式特製ｾ牙色モザイ クタ イ ＯＱ 貼 、 庇廻り

アルミエウム板J ! ，'i 、玄 関 廻 P プ ロ Y ジ y グイJ : ヒのタト淑内部仕ヒ材料11

7 ジテッ ク ス、ベニヤ板n / i、壁 紙R占、 ロイロタイル 、モザイクタイル 、

レザ ー貼 、 フロアリ y グ ・プロック等特 殊の去に朋ひたれど もプラス

ター・ . . - . ! : /キイ上ヒ N C 床仕上を 一般とす。

室 配 置 は淑 覧 席 、舞E室、集 屋、各階の休憩股 [1日の他地階 、第 3 階 、第

4 階 に大小の食堂を 、各階に小喫茶* を設けたる他第 5 階に特別大休

憩室を配置せ り。 淑存定員総数 2778 人、内第 1階 1496 入、第 2 階 768

人、第 3 階 514 入。

設備I 舞嘉設備照明設備の完寄せを期し祭焦朔義殺甘I i 其他一般的言者設備

事告んど除すと ζ ろなからしめたり。

( 王堅苦聖夏案模押o

東 京 賓 場 劇 場



日 本

設計総工

_li i.t_ 督 者

殺 計

施 工 者

梅 若左

階 重量

建坪重量

延 坪 毅

峻 工 期

所 在

工事概要

映 書 康l 場

渡 溢 仁娃築工務所

株 式 合最士大称組

織骨銀筋f昆凝 土主主

地 下3階 地 t 7階 及 塔 屋付

809. 130つ坪

4，730.4100 坪

昭和 B 年 12月

東京市麹町医有楽町 3 了

目

様 式 近 世 式 、 外 部 白磁 担イ

ノL 織 張、 内部 一 般室 民 間廊 下

主主天 井 コ ル ク イ ンキ 及 ラ ッカー

鎗 仕.t . 床 モ ザ イ タ タ イ 凡 及 テ

ラY ー毒事、観覧席 床 フ ロ ー リ

y グプ ロッ 夕 、天 井 下 地 布 張 コ

ル ク ペ ン キ 、壁 ウ オ ー ル ナ ッ ト

高軍事目張 、 プ ロ セ y ア ム、 周 閤

ウオ ー ル ナ ッ ト ラ ッ カ ー 溢仕 k

4 ・ 松 阪 屋 大 阪 支 庖

株 式 曾 祉 松 坂 屋 大 阪 支 庖

設計者

施 工者

橋 治

階 童生

建主|三重立

鈴 木 績次建築事務所

合名 合最上竹 中工務 庖

鎖骨鍛筋 混J凝土遺

地 下 2 階 地 卜. 7 階 土喜屋 3 暦

、内 既設 220.10T

1，401.∞士1;

第 l 期 61 1.∞

延 期E数 12，530.00州、内銑設 1，41 7.5T

第 11羽6，095. 0

竣工期

所 :(f 

第 l 期 昭 和 9 年 8 月末日

会 館 昭 和 11 <11三 3 月末日

大阪市南区日本橋筋 3 丁目

下 ・ 日 本 映 書 劇 場

工事概 要

外 御 正面 腰 高 成 石 l j ( 勝吉仕 1.. • 
卜 ｊ部 ハ・テ ベ ット迄 テ ラコツｩｬＧｾ 臣 、

北 nw1 階 通 り人造 洗 出 し e 卜.郊 テ ラ

コツ 担E量、 背面 南 面腰 北 木 石上 部

テラ コツ夕張、ｾスチーノ ｌ サ ッ シ

ツユ 2 階 迄 外部 窓 金需l シヤ タ ー 付

内部 主 なる 部 分腰、 壁 、 大王里石

貼 付 、 カ ベ天 井、プ アス ター石昔、

彫 刻 貼 付、金 物 ホ V イ トプロ Y ズ、

床 . ト テ パ 』チ シ木製プロツ n 量

7'  



株 式 曾 枇 十 合 呉 服 庖

設 計 者 村 野 建 築 事 務 所

施 工 者 株 式 合 艦 大 倉 組

相軍 港 餓 骨 銭筋 混凝土主査

階 敷 地 下 3 階 地 上 白 階

建 坪 数 838.592 坪

延 坪 数 8902.675 坪

竣 工 期 昭 和 10年 9 月

建 築 費 総工事ｾ 40つ高園乃

至 450 ｾ高闘

所 在 大 阪 市 南区 心 祷 橋

筋 1 丁目

工 事 概 要

外装伊太示j 産「ト ラパ ー

チ Y J を主とし「トラパー

チ y Jf ｾイ λ 」 及 「 グラス

プ ロッ ク」 を混用す、但

し心 持 橋 側は 材 料 未 定 内

部 は第 1 階柱会部l J . . 壁の

1 8  

一 部 を伊 太利愈大磁石と

し其 の 他の壁 画 は 全 部 「

オーク j パネル張とす、

床は令官事「ト ラグ ーj とし 11， 

2 階 以 ヒ 壁 枝 共漆喰 ペ シ

キ塗、床は「オーク プ ロ

ック」及 r y ノタイル」を

用ふ、内部 使 用 材 料 中 特

旨包 すペきものは「テラゾ

ープロ ツグ j を多量に使

用したる事なり 、心習時橋

Ｑｕｾ 入口近〈 に Ｓ 階の吹援

曹を設〈、会館冷房の激

定、エレベーター客用 8

菱 、 其 の 他7.、f : r . スカ

レーター J 2 基 、特に防水

層 工 事 を 用 ひ ず し て 防 水

的 設 備 を な す 、 基 礎 は令

て ケ{ ソン工事に依る

』 時 。 主ＭＮＮｬＮＮ］晶 ｅ 冒晶ｾ

株 式 曾 社 十 合 呉 服 庖



新 大 阪 ホ テ ル

設 計 者 大 阪市土木部 臨 時 ホ テ ル 建 設 事 務 所

施工者 合 資 合 枇 清水組

構 造Ａｕｾ 骨 俄 筋浪凝 土造

階数 Ｘ 階Ｈ外に地下 Ｒ 階、塔 屋 Ｒｾ 持附 〉

建坪数 2，854. 1270 平方米( 町63 主F 372)  

延坪 毅 21，4529057 2ji方米( 6，489 坪 504)

竣 工期 昭 和 9 年 中

建築費 設備I家具敷物等を合み約 410 iJ!..回|

所 在 大 阪市 北直 中 之 烏 3 丁目 5 番地

，♂ νｾ Ｎ＠ ｾ Ｎ＠ F・ 〆イ修一

新 大 阪 ホ テ ル

工 事紙 袋

外 部 仕 上 腰 、花 闘 岩小 叩 き 仕 上 、リ上部 は

「タイ 凡」及I テラ カツタ J J l占附

内 部 仕上 l 階成問 、床 は 大 理石、 壁は 一

部 大 理 石、一部「プラスタ ー・ ペシ キJ 仕 上、

天 井 は 主 と して I プ ラス ｻｩｬ Ｍ ・ ｾＯＢ キ ｊ 塗 、

英 他 床 「テ ラゾ ー」、「 ゴム F イル J 、寄 木 、

央 板、「 アロアリ ング ・プ ロックJ 及タ イノレ

仕 上 等、壁は 「ベユヤ J 、壁紙 、「 プラス {il - .  

ペ y キJ 塗 、 9 イル貼等、 天井 は 主 として

「プテ スター・ペ ンキ」塗

9
1  



110 

大 阪

設 計 及

監督者

施 工 者

構 慈

階 数

主主主干数

延坪数

所 在

株 式 取 引 所

長谷部竹腰建築事務所

株式合祉大林組

鎖骨鍛筋f昆綴土品主

6階建地下 2 階( 高さ 102尺〉

1，022.6坪

3，851. 9主下

大 阪市東直北苦言 2 丁目

工事縦ｾ

容j栗地形 、外装白色花闘岩、て窓 に

1'1 ス チ ー ル サ ッ シ ユ シ ャ ツ ?t - 入

立合場腰大理石、m房冷房装置、

電話建物内及立合場と取引員との

直 泊 、 匠11f J 1 J 株値標示機、チ ツカ 一、

= ユ ーマチッ 夕、 キ ャ リ ア 一 、 其

他 特 殊iiIi 信装置 、電燈直接及間接

照明 、昇降器、 リフト 、苦111! t 池及

型軽包設備、縁側i量産電機

大 阪 株 式 取 引 所



阪 神 競 馬 倶 集 部

設計者 阪市1I 競馬倶楽部設計部

施 工 者 株 式 合 従 大 林 組

構 造 馬見所餓 Ｇｉ ｾ ｪ 銀筋混在通ゴ二進

階 埋ま 3階建塔家l 土地下室附 6 階

建主p搬 馬 見 所 2，631 士 九 其 外 事 務

所 、 食堂 、 馬主ホー ｊｾ 、 舎

員集合所、厩舎其他事f管

延坪重立 馬見所 6，512 坪

竣 工 期 昭 和 9 年 11 月30日

建築費 200 沼田1 ( 慨算〉

rfr ;fr: 兵庫 l孫鳴尾

工事概要

競馬場 責苦手昭和 9 年 1 月、落

成 同 年 11 月、馬見ffr 地 形 武 智

式コンクリート杭打、壁2え床

銭 筋i IH疑土訟 、尾根鍛' 付 、石

綿 浪 依 K 1く式 3_c ( 附! 濁建 物 木

造及銭筋浪 ｩ 疑 Ｚ 卜Ｎ訟 Ｉ ｾ鶴総建苅 ｩ

7，5∞ 坪

阪 神 競 馬 倶 楽 部 l

 l

 

l

 



日本赤十字枇京都支部病院

設 計 者 主 主 悶 五 一

施工者合I f 合組; 清水組

構 造 銭 筋 及銭付 t足凝 j 二法

階 数 本 館 5 階〈地下階 とも〉

偲染病棟 4 階 ( 地 下階

とも 〉

建坪数 3，762. 65平 方米

延坪主主 13，433.63z p. 方米

竣 工 期 昭 和 9 年10月末日

建築費 620，αxl 閥、 校 側、降

園、装飾、門事専築造投

等は 此内 に合ま ず

所在京都市東山 ｆｴ 泉湧 ｾ ｪＺ 雀

ケ森

工事概 要

外部 ク リーム 色 F イノι 2えリ

ツイ ド仕上 、内部 天 井 及 壁、

大部分マルコ プラス !l - 2えタ

イ Jι 仕上 、床 、タ イノL 、 アラ

ワ リユ ー ム、 ラノぐリ ユ ーム、

7 ロア リy グ ・プロ ック仕 1:

外部 窓 JJZ 出入口 、建具錦織、

内部 建 具木製、屋 上 陸 屋 地 、

クリーカ- 7 . 酎'iIJ !l イル赤十字

章赤色草!h耳障掛け F イノ" 1 ヶ所

外 部 壁 商 に 赤 十 字 章 5 ヶ所

勤瑛掛け 9 イル張。ィナ

12 

。 ⑭ 

国 ・ 手 噌 一

¥

札
、

、
、町、、、

u

d

¥

 

日 本 赤 十 字 社 京 都 支 部 病 院



京 都 帯 園 大 瞳 附 属 醤 院 内 科 病 室

京 都 喬 園 大 患 附 濁 堅 院 内 科 病 室

設 計 者 京 都 帝 国 大 態 管 絡 課

施 工 者 未 定

構 諮 鍛 筋 混 凝 土 、一 部 大 講 堂 蛾骨 l滋筋混

i凝土主主

階 数 4階 他 に地 階一部

建坪数 約 6 百坪

延 坪 数 約 2 千 坪

竣 工期 昭和 10年

所 在 京 都 帝 図 大 準 構 内

工 事 概 要

同病室主は内 科 3 講座の病室にし て 、終弁ミ構

内の中央郊に建設の計j J f なる本官官の; 東( l I I J 三

ｾ をなすものに して他 の病材 Ｑ とは 地下遣に

より連申告の議定なり、給水は市水道、繁弁

7)( 、汚水は中央符? 化械に集中将} 化 、暖 房 は

中央大門機場よ り夜i! 係蒸気配給により、目E

' i ' 1t は中央官達也j升よ り供給 す

13 I  



甲 南 病 院

設 計 者 木 下 益 治 虫I1

施 工者 名舎合最1: 竹 中工務 庖

構 慈 銭 筋 混 凝 土 主 主

階 数 地 階 共 6 階建、 一 部屋 階 付

建士F数 535 坪

延坪毅 2，130 主1;

竣 工期 昭 和 9 年 2 月末 日

建築費 750，α)() 閲

所 在 兵 庫 県 系 武 摩 郡 住 吉村鴨子ケ lポ

て

I  ¥ 4  

工 事統嬰

外装l J t . . 内装 外 袋は絶て特製 ｦｾ イル ｊ ｊｬＮ占玄 側担花ｼ謁石 、 厳トーは「ク リ ｹ
カＭ ｾイ ル ｊ ｊＡ占 、内 装は玄閥大王 世 石 、 待合集「ベ ー タ ライト ｊｬ 土木製腹初
目、床 「プム F イル」各階各宗廊下等の床l: tr リノリユ ーム 」敷、ffiJ J， 窓

出 入口共峨製m具、術 祭 出 入 口 扉 l才木 製l 、絞 E子、冷 房:. lJt.. {終鋲 :!:s: li} r.l:F，在

然:!:s:房:.i I( ｴ 由燃焼 ｦｴ 織を使川 、 換気は機 械換算式 を行ひ手術 ｾｲ Ｎこ は特に冷
極 胤 装・涯をなす 、衛 生 後世ii 給 水 は 水 道 * を 使 IIJ し各所 l'こ給 湯 設 備 を な

す 、使 ｲｦｲ はＡＩｾ女 ｊＩｉｾ 、 汚水は湾化したる Ｑ Ｍ 更 に ｷｦ 主 任 し て放流、 ＧｦｔｩＺ 紙油、主張
」土 排ｾ 1Hfr の? 向、義務は i吉iH陸蒸気を使 IIJ し排 蒸 気 は 換 鉱『ダクト」 に依

lJ f ダ Y パ ーJ l'こて剥節 、昇 降 機 共他 の設備 昇 降 機 は 「 ォ ーチス」谷川1

3 蓬を 官ii へ、 電俊動力空事の f記録は総てm力舎前上の供給に依 P 悩鈴 、 m

集時 計 、 民Ｚ＿ｾ掃除法 、 自働句話 、 「ラヂオ ｊ 装泣鯵の外「ダスト ・ シユー
トJ 、「 ク ロス・ シユ 』 ト」洗溜物乾燥装 置、冷 滋、製氷勾5の政備を侃t--' 、

"' =: : : : J : 1I ===司豆 J

一. . L. . 一一一. . L. _

r  ..:_-: .::.:: :ー『

? 白 川「 ーーーー'.
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足す智J害 懇 親 晩 餐 曾 卓 上 演 説

J ド令創立f此1-ヲ，) Jl記念見与さ合と昭 和l八年度以 字大舎 とを 采ねて十月十 ii 臼

から十 七日 に]=(ゐ 三 IJ /ltJ東 京 を中心と して 奉行された。 その十五日の午後

べ建 築正予令 より γ mな る御招待を受 け た。合場は: u[ 1;r令備でる っ たがそ の

席上彼我耐舎 の選ばれた 方舟 が常に抱懐する 腹話長なきテ ープルスピーチ売

買E酬 l たいとも平日" ' p かな感銘深い舎 であった。以下 はその速記でるる。

佐野利器君 今晩は日本建決協併の御! l l l ' 々が東京観察と云ふことで御乗込みになりまし

1: 機舎に. 東問建築家の懇親 ど云ふ こと で御十討さを? 申上げましに所が. 建築協舎の方 k l こ

は非常に御疲れの所、殊に御手ti k  ｊＮ ｦｬＭｾ 罰行筋の 御計 主 ｉ ｊ もないでもなかったかも知れませぬが

皆様御揃ひで御来合下さいましてキ催者側は誠に満足至極に存十る次第であります O 建築

接合が今日迄度 k 大撃して閥 商方面に参って居りまして、或る時は大舎を大医で聞いたこ

ともあり 、講符舎にの講演合t.: のを1-¥討し、?こ こともあり、つい此二十三日からですりれども

講習舎を開〈と云ふことになって居りますが、そんなこ t で始終大奉して上がりましては

大肢の建築接合の舎員諸君 には問よりで あ りますりれども、日本建築協舎の方々には非常

に毎 回御設 j J に預かつて居るのであります。そ れでどうして大慶な厚遇歎詩を受けること

もありまして、或る時には振袖の 踊 りを 奔見いたしましにし叉或る時には素裸の師りを

界見いにしまし? こり、又赤京合間の何とかの紙、揚げなど〉云ふ頗るもの凄L、厚遇歎待を頂

いたことなどありまして、いつも 非常な御厄介になって居るのであります O それで何時か

は一度は此御返!i盟主? 致す機合 もがな と官は待設け て居つにのでありますが、今回こちらに

御見えになると云ふことで、今度こそは一つ御返磁 石? と考へまして、特に建築謬舎は委員

を設げまして. . j斡旋 これ努め t: 積りで あっ ? こので あ ります。所が何介にも建築事舎の役員

蓮中は甚t.: 祭の利かない甥' 暮が多いのでありまして、; むも役員連中が全部が杢部野暮と云

ふ欝ではありませぬ。中にはどうして閲西連には決して負げをとらぬ人も多数居る のであ

りますりれども. 何分にも私を初め、中村傍治君. 内藤多仲計の雨入力>/f. IJ 合長 と云ふ諜で

ありまして、是ではどうも少しも のにならぬのであります。先づどうやら松井清足君主? 委

員長に頼ん ｴＮＺ ち何とか出来る ｴｾＧ らうかと考へまし＿こが、是亦質は理論家の方であって Ｎ 省

践の方になる t 甚t.: 怪しし、 。 どうも 一生懸命にはなつに諜でありますが . 何分にも首領株

の方が野暮揃ひの連中でありまして、従って甚 ｴｾＧ 心通りに参りませぬのでＮ誠に野暮のこ

としか出来ませぬで御返時 になり粂ねましにことを遺憾に忠ひますが、今腕は唯我々の誠

意のある所を御掬取り下さいまして絞 k 御1 t X 談を御願ひ致し? こいと思ひます。どうか之 iこ

御懲りな 〈度々こちらに御出でになりまするうちには、我々の方も幾らか修業が積むかも

知れませぬから次ぎ次ぎと御観祭に御出で下さることを御願 ひ致します 。ぞ れから御客綴

方にはちょっ とど うか耳を御塞ぎ置きを御願ひ致しまして、内倫同志の御話を申上げるの
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でありますが、今夕建築協併のブ Ｇ［ｫｾ 御指きするに付きまして、在京の建築殿舎の方川こ

懇親の痛に御参加を願ひました ｲ Ａｬｩが大勢御参加下さいまして誠に有難うごぎし、ましに。ｾ

に叉接待委員の方々には一通りならぬ御骨折でありましにことを、是は建築協合の方 k l 二

耳を塞いで頂い＿二上で私から厚〈御 ｮ￬ｾｾｬ { e 申上げる次第であります。( 拍手)

片岡安君 私から官は御般を巾上げたいと思ふのでありますo 今日は私共闘回に於げる

建築家の仲間であります建築協舎の連中が大暴いたしまして東部地方見J事と云ふ意味で御

営地に参るこ主になっ? このでありますが. 併し一人二人と云ふ少数では東京地方の精通者

も多いのでありますが、何しろ囲檀となって来ると云ふことになりますると金のく間合者

でありまして. 御営地の様子を知るにはどうしでも撃舎の方々の御指導を受けねばならぬ

と云ふので、 何 とか一つ御援げを願 ひt: いと云ふことを申上げた所が、我々が強期して居

る以上に凡ゆ る手配を御霊し下さって、いつでも便宜を計ってやらうと云ふので総ての プ

ログ ラムを作って頂いて居るやうな 諜であります。私共のやうな間合者が此東京に参りま

すには至れり 輩せり の凡ゆる御便宜が展開されて、私共が常に敬愛して居る先:( 1'; :の御集ま

りの国臨で あ りなカ可後りに御手厚い御準備に恐縮して参ったのであります。共上本日 の

責nきは特に皆様 が御集まり下さって、東西の者が相集まって懇談 をするとかと云ふ此脱選

合をやるからと云ふ ので特に御招待を受り 7こが如き、是亦重 k 恐縮の至りで一同御池の言

葉もな〈菩んで出一るや うな露 であります。今 日参加しに者は重ね重ねの御好意に劃しては

衷心より感謝の意を表するやうな諜であります。今朝来の色 k の御使宜を御輿へ下さつt:

御接待娠 L 叉明日も更に引続き御迷惑を掛ける諜でありますが 、是等に1討する 御 臨 もs-t

機舎に申上げ? こいと思ふので あ ります。此機舎に私は 一言御挨拶の聞に織込んで御願ひし

Tこいことがある のであ りますが. 私共日本建築協合の連中は大正 6 年から常に我閣の建築

界の向上稜展、それに依って枇合指導の任 lこ営りまして枇舎の線、ての事を向上しゃう と云

ふ信念を持って今日迄来て居る のであ ります。而して協舎は昨年を以て 15 年になっ ?この

でありまして、本年潟 15 年の過去を追想する記念事業をやらうと云ふので. 凡ゆる計聾

{ e 樹て〉舎員一同のカで出来る線、ての事をやって居るのであります。共計霊を申上げます

と長〈なりまするが、此計聾のーっとして満鮮の見事と云ふのが主なるプログラムでめり

まして、共他色々の計霊もありますが、共中の一つであります東部地方の見接、東部地方

と申しましでも僅かに東京のみになっ? こ課でありますが、先づ最初に此東京見撃を此度官

行して見? こいと云ふ課で御堂地に参つ? こ謹であります。是は封枇合的の事業ではありませ

ぬが、合員の開設、合員一同の開理主? 主眼として行つにやうな詩であります。今後も我が

協合は出来る ｴｾ げのことをやりまして 、 我々は大いに努力して釘献舎的の奉仕の出来るこ

とは何でもやりにい ｴ 云ふ熱心を 持っ て居る詩でありますがＮ此熱心と雌も其熱心 ｴｾＧ けで

は出来ぬのでありまして 、 ぞれに伴ふ所の凡ゆる準備及び之を運ぶ? ごけの凡ゆる組織が備

はらなげればなりませぬが、之を賀行するに営りま してはど うしでも御地の先撃の方々及



ぴ建築皐合の方 k に直接間接御援助を願はなければ此目的を濯し得ないことは誠に首然な

ことでありますが、どうぞ我 k が御願ひを致す致さぬに拘らす此我々の希望を どうかして

貰現せしめるやうに援げてやらうと云ふ御親切を持って頂き? こいのであります 。私共が大

iE 6 年の末に決心をして、都市計輩、運動に努力をすると云ふ時分にふ先以てE梨舎の御援

助を願ったのでありまして、墜舎が中心となって此都市計霊蓮Jt1J が始まつにのであります。

是等も私共の熱心をよ〈御洞察下さって、それで一緒にやらうと云ふことで御援けを願っ

たやうな諜であ ります。御援け と申すと失臨でありますが 、本櫨となって御やり 下さつ 1:

のであります D 斯う云ふ大きな事: 質に鑑みて見ますと云ふと、今後と躍も我々の枇合奉仕

の努力 に付て、是は一つ大いに援りてやらうと 云ふやうな気分に御なりになって御援け下

きるものと私は考へて居りますが、此上ながら更に }llJ の仰好意を此機合に御願ひを致す謬

であります。本日は誠に斯〈御多数の御集まりで. 私共』むi < 多数出まし? こう彰より、より以

上の多数の方々が御接待 の意味で茜 Ｑ ｾＧ 御迷惑であっ たでせうが、我々の震に此 盛大な晩翠

合が開かれたと云ふことは衷心より感謝する所で重ねて御躍を申上げにいと ，W: ひます。只

今佐野合長から閥西に参りましに| 僚には色々の待遇を受け fこが‘ 共返挫の意味で今l見此廃

で催したが. どうも返嘘には相膝し 〈ないと云ふことでありましたが、我々も閥東の方 k

が関西に参りました節是迄何等向l招待を申すことが出来なかっ fこことを非常に遺憾に思っ

て居つにのであります。大正 11 年に住宅博覧舎をやっ? 二時分に. 多数先輩の方が東京か

ら御出でになりま した機舎に 、私共は闘西名物で め ります所の松茸狩を御覧に入れや うと

思って色々苦心惨憎い Tこしましたが. 残念ながら共 iドは豊年であって、豊年にはきっと松

11: の出来は惑いと云ふことで、非常に苦心を致しまし? こけれども松茸狩の催しが出米なか

ったと云ふことを今 日でも 残念に思って J; li ります。それから製舎の大舎が京都に聞かれに

時にも共延長が大阪に行はれて、我々が政待の世11命令を受け て十分にやっ fこ杭りですが.

どうも是も不十分であったことを今考へると非常に鴎念に思ひます。もう少し之をうま〈

やっ て日つにな らば 、恐らく 今日はもう少し御装めの言葉があっ? こと思ひますが、此女は

もう少しうま〈やりにいと云ふ考で居ります D 本日は誠に結構な砕j J 待遇で合員一向を代表

いたしまして主催者側に j享〈御躍を? 巾上げる次第であります。( 拍手)

松井清足君 中村先生、一つ雨舎の懇親の31i を恕げ。る昔頭を取って頂きにし、と思ひます

・…・どうか乾査の音頭を取って｝頁 ｾｉ こいと思ひます。Ｈ拍手Ｉ

中村達太郎君 只今委員の御命令に依って起ちましたが、共前にちょっと一言申上げま

して幹 ｾｲ の御命令通りに致さうと思ひます。今日の合は建築思合の ｩ 即 ＲＱＱ にありましたやう

なのが今日の合の集まりの趣旨でありまして、我々共に御通9:11のありました文句の中にWi

隊な文句がありました。共文句は、文句の書いてあっ? こ通りぢゃありませぬが. 文句の意

味は、東西相11乎臨して建築界の隆盛を闘りたいものであるからと云ふやうな御通知1があっ

たと思ひますが、それを私は三十一文字に共意味を編んで見7このであります。是は決して
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欽ではーありませぬで、 nlg其文句の意味を纏めにいと思ってちょっと三十一文字を排へた V

けでありますから、共金慢の御通知の意味が三十一文字に含まれて居るかどうか怪しい色

のでありますりれとも、 ちょっと飴輿の僑に皆様の御耳に人れさせて頂き たいと思ふので

あ ります 。併し今も御話した虫n ( 和歌ではめりませぬからして、どうぞ是きりで以て御忘

れになることを希望い仁します。それは丁度相撲のl呼出し奴みにやうな風でありましで、

こんなものであります( 拍手) それは

にしひが L ゎb・ み みち ひきょ‘ｾ -t .l. Ｎｾ＠

西東別れ居る身も道の? こめ一つ心、に進み行かなん

どうも甚Tご手間取りまして皆様に御迷惑をかげましたが頭が少し費になったものですか

ら時聞を取りまして恐縮し、? こしました。近頃は頭が援 で、 :共nに吉砕寺と云ふ閑静な所に

tl -t頃引込みましに。それで折角の何が滅茶苦茶になりましにが 、私はもう 是で御免を集り

ます口最後に大阪 の 日本建築協合と東 京 の建築接合との ｮ に乾布Ｚｾ致します。 「 拍手Ｉ

乾低( 高裁三1 I { 1)  

松室重光君 日本建築協合の本 日及び明日 lこかげでの見事及び腕祭の仲間を代表いにし

まして、既に先梓ー片岡舎長より御踏 の言葉もありましたので、更にそれ以上蛇足をがlへる

のもどうかと思ひますりれども. 今日は早朝より建築接合舎長{ 定野博士の御命令が非常に

よ〈徹底したものと見えまして. 委員長松井氏を初め共外委員 の方 k 及び到る所の宮鹿或

は公署其外に於げる闘係合員諸君の非常に懇切rrJ ・寧な御指導を受けましに上に. 我が帝都

? こる復興東京には建築以外に Wi う云ふも のがあると 言 うて、或は榊宮の外苑であるとか或

は蹟河を跨い＿ ご所 の橋であるとか 、 公 ｉｾｩ であるとか 、 よ 手 ｾ ｪ 伎の構内であるとか Ｎ 様々の場所

をよ〈見せて] 貰きまして、我々建築家は離に建築のみに波踊する以外に位向事相をよ〈見

て、金と云ふものを如何に使 へば糊. 4 ' : であるか. それをよ〈 三j雪へて見ろ と云ふやうな 意味

に於げる御案内と息ひまして、是か ら 踊 の 上に共事ｾ悦 め て世いて、や Ｇ Ｑ か御互に園家の僑

に貢献することが出来たら結構にと思ひまして Ｂｦ ｴ 一言 御 ｉ ｬ ￭｜ｾ の言業 に代へる次第でごさＧいま

す。( 拍手)

松井清足君 此度閥西から日本建築協合の合員諸 君 が東日本 の ｾ築を御 見事に御上京に

なると云ふことの御知らせを得まして、ｾ築製舎の合 ｴ 乏 が断る見損ひをや りまして、私の

やうな者を昭和の吉良上野' 介の役を仰付げ下さいましに所が. 此人は何に於 きましでも 吉

良とは頗る正反射の人間であります。不作法 ＱＡ｜ｾ 梓で あ りまし Ｍ ｣ 皆機の御倣待を如何にした

ならば宜いかと委員一同鳩首研究いにしまし1= りれども、誠に武蹴野に育った野武士共ば

かりでありまして 、皆様の御満足になるやうな乙とも考へっき件- t . . 遂 に今日のやうな、

誠に粗酒粗餐なおもてなしであります が. 常 k 美 il 時IY1i ・美 人美 訟に il-11飽きになって居- る待1I

方 k に封しては却ってきう云ふものと iE反封の御饗艇を rl -'上げた方が宜から に 斯 う 云 ふ

ことの慌に斯様な柿子に ｬ 股 ー をかけ Ｎ 作月以ｾ 着 て 困苦しい ナ イ ツ でかちかち と沼上がる やう

な御J日待を巾上げまして甚1::" 令課がない次第でありますが 、どうか闘凶の建築協舎の御辿
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中はま< b 是が閥東の方の精一杯のもてなしであると思召し下さる乙とを' 希望いたします衣

第であります o 唯今合長から言はれにやうに、二次舎三次曾は是はどうぞ御自由になさレ

まして. 閥西に勝さるものがないかも知れませぬが. 又あるかも知れませぬから、此後は

干渉いたしませぬから宜しくどうか御寝展の程を希望いにします次第であります。それか

ら此鹿に委員長と致しまして委員一同に代はりまして御詑ぴを申上げますことは、本日の

御食事カZ誠に御粗末であっ? こことは今申上げましたやうな諾でありますが、それ以外に御

食卓の配置、御席次が非常にTごらしな〈なって居りますことも、是もどうか閥西の御客棟

方を初めこもらの皆様も悪しから十御許しを御願ひ致します次第であります。それからも

う一つは. 今日の見事及び明日の見・撃が除りに心配し過ぎた結果盛り津山になってしまし、

土して、矢張り建築に少し離れにやうな所もありまして、非常に御疲れになりましに乙と

を? 誠に恐縮に存じまするが 、是も日にちを限られて居るのですから成るベ〈東京中を御目

にかけゃうと思ひ、向復興の欣況を御自にかげゃうと云ふことが委員の頭にありましたも

のですから こんなプログラムに なりましにのでごぎ います D 是もどうか謡しからすも御許し

ぞ願ひたいと思ふ衣第であります。之を以ちまして委員一向に代はりまして御詑ぴを市上

げに戎第であります。それからもう一つ此席を借りまして一言御願ひを申上げて置き Tごい

ことは. 今迄何時も御厄介をかけにと思ひますが. 又将来に於きまじても宜し〈御願ひ致

す次第でありますが、 wfーに我が建築皐舎が橡て多年懸案となって居りましに餓筋出磁土の

標準仕様書及び計算基準の護表を致しまして、予k る 23 日から是が講習舎を大阪で聞 くこ

とになりましたが、此御援助に劃しましては又合に非常な御迷惑をかりると思ひますが 、

今日大ｼ吹からの電報で承はるか ｦ に依りますれば、舎携が ｩＹｾ ま ＼ ＱＮ よって聴講者ｾ御 ｷｲ はりす

る位の妖況で . 約 250- 260 名は無理にも合場に 11[1込んで‘ 、 23 日から一週間講習舎を聞く

ことになりましにのでごさ' います。此多数の聴講者を得? こ の も是も偏へに協舎の御援助の

結果に依るものと先づ先立って御雌を申上げて置きまして、向皆械の之に封する御援助を

宜し〈御願ひ申上げる次第であります。えは標準仕様書: の委員長と致しましてちょっ と此

席を借りまして御願ひを致して世〈 弐第であ ります。それから御j地主力斗出づ〈てありなが

ら御土産fごりを要求するのは甚? ご勝手でありますが、此舎の例に依りまして、建築協舎も

建築感舎も何時もテーブル・スピーチと云ふものが一つの名物になって居るやうでありま

すD それで御土産と致しまして闘凶側主闘東側から二三人の御方のテープノし・スピーチを

五分位づつでも御l脱ひ申上げにいと忠ふのであります口是は閥凶の見取委員長の松主主さん

と御相談ｴｉｾ上げまして私から御指名ｴｉｾ上げますからＮどうか簡単に刷向い御 ニ ｦ Ｚ 序ーを雨方へ

御頒ち にな ることを希望いにします。それでは先づ大阪の設業さんに一つ ｩ 針 ｊｉ 以ひｴｉ ｾｵｲ 土

す。( 拍手)

設業貞雄君 只今突然御指名を受げまして勢ひ止むを得十立ちましにけれども、和j の準

備もなし又思ひっきもごゴ いませぬo 11佳色々の儀位的の御話或は御雌と云ふものはもう低
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に済みましたし、私はもう再ぴ之ｾ繰返すことを止めまして簡単に申上げて見たいと思ひ

ます。今臼あっちこっち御案内を受け まして. 東京の復興事業と云ふこ とに付ては貰に是

までも再・々上京して少し奔見はままして居りますけれども、 それは唯グクシ { などでヤるぐ

ると廻はつに Y けで少しも御自にか〉らす・分りませぬが、色々御設明やら御案内を受け ま

す し そ れ がはっき りと分りまして、よくも 此庭ま で大震災以来皆緩の努力に依って立祇

な都市が建築された と云ふ こと がはっきりと分るのであります。殊に東京市中の道路の立

慌になりましたことは私共のやう にあっちこっちを駈け 歩 〈者には非常な快感を興へられ

ます。 ぞれらを見、それらを考へます t 、質に今から 45 - 4 6 年或は 50 年も前になりま

すか知 b ませぬが. 其頃からの建築や土木工事などの進歩の跡を顧み ますと云ふと誠に隔

世の感なきを得予 . 貰 に共進歩の著しいことに驚かされるのであります。貰際私が/j、借で

初めて建築と云ふものの現場に廻はされました のが貨は明・冶の何年でしたか知りませぬが

赤坂に華族女事校と云ふものがごさ' いました" 是は今のE嬰習院女子部の前身であるのであ

うま す。 ぞれが今の赤坂見付の閑院宮様の御隣りに移りましたが. 是は煉瓦迭の二階建で

あったのでありまして、凡そ坪数で申しましにら 300- 400 坪もありましにもう。其庭で

初めて煉瓦の積方から色々な 事 を数へられ1: のであります。其嘗時から段々考へて見ます

と、置に今日ではもうまるで昔の頃とは全 〈反封の仕事・に なっ てしま ったゃうであります。

之に付ては随分間同い事が津 山ご さ' います。今から考へ ますし共官; 時はそれで宜しいこ

t であると教へられたのであります D 例へば華族女製校の屋様をスレ { ト で茸きましたが

是は 日本で初めてスレ ー トを屋根に使つに初まりであります。所で之を離が使ったか と申

ニイノメヨ' ・ イ

しますし其時の設計者の新家孝正と云ふ博士でありましに。共頃は若いｾＺ校出たての率

土であっ? こが、此入力: 初めて共底でスレ ート を茸きました。所が或 る秋の大嵐の時に 、其

スレ 【ト がすっかり風に飛ばされまして保m宅前様の御庭の中に何十枚何百枚と云ふ津山の

ものが落ち . 又往来を歩いて屈に人も怪我をしにと云ふl問ぎが起ったのであります。共時

にどうしてそんなに 飛ぴ落ち たかと 云ふ し 共スレ ート を尻釘で l 尺 2 寸位の大きさのス.

レート を葺い てあっ1: のでありまして . ，足ーは新家 さんが共前から色々な西洋の本 を調べて

ｉ 尺 Ｒ 寸もあるスレートｾ 万 ｌ 主 ｊ で Ｍ Ｇ，ｫ 卦とい ｴ みつにの で ありま す 。 それで尻釘であります

から E うしてもうま 〈行かない . 共王f ( なりは 5 寸 ji r . もありますがVL釘でーやったのでありま

すから大嵐の時に洩ら十飛ばさ れてしまっ 1: のであります。共時に片山東熊さんが宮内省

に馬られて此設計監'併を なさつに のであります。 賞際の設計は新家 さんがやっ fこのであり

ますが、新家さんは共時分日本士木曾l仕の技(:rli でめられて . 是は請負設計 であっ ? このであ

ります。所が今の片山先生が共設計ーを蛇管されて 、新家さんにやらしに所が此有様であり

ますから片山先生は 、(li J1，:' 共のぎまはどうしにのに と大壁な御立腹で し1こが 、業rr家 さんは

更に驚かない 、是は由ーしたら立いでせう 、斯う言っ て卒気で居る。直したら 宜いTごらうと

は不都合千高? ごと言ふけれども、新家さんは、それは無理だらう. 何しろ日本でスレート



ｾ初め て陸前から切出されて屋根へ使つに ｴ 云ふこ主は此私が元組七、ぞれに初めてやる

ものにさう完全なものが出来るものか、こんなことは営り前七、直ぐに之を直しさへすれ

ば宜かられ明日から早速修絡にか〉るから、何も今さう tUらんでも宜い1:: ら れ 新 う 言

って卒策な様子であっ? こさうであります。中々来rr 家さん と云ふ方は誰方に でも決して共人

の言ふ通りにはならぬ頑問屋でして、話負人の言ふこ主も中々御聞きしないやうな人であ

った。きう云ふ風でどんどん改築してやらうと言って、其翠日から注文をするやら何かし

て、中々今のやうな遣り方ではありませぬで、忽も叉屋根を葺いて t まつにと云ふやうな

ことがあっ? このでありますc ぞれから新家さんが獅逸から御蹄りになって初め C設計? な

さつにのが三僚公留の御住居でありますがＮ此 三 僚公の御住居を建てるに Ｑ Ｎ ｊ て共 ｬｦｻｾ Ｇ 腎に来

られ 1: 。是は飴程前のことでありますが、私は共時煉瓦積みの監将にやられ1こc 所が始終

居らっ てし仰しゃるには、 モルグ { ルを 31 ｾ、て置いて 煉五営 一つ 一つ伏せて行〈 と云ふそ

んなやり方ではいかぬと言ふ。それならばどうしてやるかと云ふと、モルタ ールを煉瓦の

閉院につげて行かない主間隙が津山出来ると言はれる。さう云ふものが出来るか知らん t

思って色々一生懸命に苦心してやるし共庭へ持っ て行かぬうちにばらばらになる。どう

しでもさう云ふ揮には参りませぬ。そこで大蟹に叱られたり何かしてやりましにが. 共時

からでもありませぬが、共頃は煉瓦の色色云ふものを非常に l宣まし〈言はれ1: 。煉瓦には

皆斑らがあって色柄が違って居るから、之を残らす・撰り分りろ主言ふ D どうしてそれなら

ば之を撰り分けるか左云ふと、共煉瓦に1 . 2. 3.  4. 5 主審披を打って横に煉瓦が並ぶやうに

木を打って煉瓦をぞろっと並べる。さうして之を十っと見渡してーの色、二の色、三の色

と云ふ風に区別をして? っと並べ? こ。 それでーの色は是、二の色は是主云ふ具合に桜を揃

へると云ふやうなことでやって居つ? こ所が. ぞれが大襲具合が好いと云ふのでそれです・っ

と進んでやって行〈とどうも煉瓦職の方が間に合はなし、。期限が切迫し? こり何かして .ε

うしでもそんなことをすることが後になって出来な〈なつにのであります。それでもう仕

様がない主云ふので来? こやつを片っ端から使ふやうになりますと. 下の方は 5 尺か 6 尺は

大抵色は揃って居りますが、上の方は 1 尺位ぱらぱらになって揃はないやうになる。ぞれ

から叉石の検奄をしろと云ふのでし7こがどう云ふ風にして宜いか分らない。我々素人が見

たのではどうも石を五週六遁川l いた所で少しも分らない。それをどうして見分げるか少し

も分らない。素人ですから五週叩い? こものでも三逼叩いにもの〉やうに見える 。一睡之を

どうしたら 主 いかと云ふので私共は図まって、ぞれぢや石を検査して下さいと云ふと. す・

っとそれを並ぺるのに午前 10 時と時聞を切って、 10 時頃に朝日が石を斜' &: 1' ｾＢＡＮさすやうに

置かして、さうして其底で以て石の叩きを見るのでありますが、見る時に初め IIHをつぶっ

て暫〈考へて居って、それからぱっと眼を あける、途端によく映ったものが良いのである

と云ふやうなことを言はれて、それから時 k .ll: t方法でーやつにこともあります。それから其

時代に面白いことは. 別に面白いと云ふことでもありませぬが. 共時大鑓困まつにことも

2. 1  I  
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ありますが. ぞれは例の帝闘ホテルと云ふものが出来かげたこ t があっ? こ。初め煉瓦迭で

帝閥ホテルを遣ったのが調逸人の何とか云ふ人が設計をしたものでありますが、どうも初

めは杭をい〈ら打つでも止まらぬo 此上はい〈ら打つでも無駄であると云ふので何とか方

法を講じゃうと色々考へ? こ結果、す・っと周囲にパイロットを打って砂を凡そ 1 5 - 1 6 尺も

深〈掘下げ 1: 所で入れて. 共上に棟瓦を積みかけたのであります。是ならば宜からうと云

ふのでやって見? こ所が . Mi 五が共上に 1 2 - 1 H 尺も上がった頃にどんと沈渡する。所で中

身坪教が大きいので大費である。此帝閤ホテルの隣りが其頃内務大臣官会でありましたが

内務大臣官舎の煉瓦堺やら何やらが其時大慶に割れてしまって、倒れるやら部屋の壁が割

れるやらで大騒ぎでありました。其時帝問ホテルを設計した人は碕逸人であっ? こが、ぞれ

の痛めかどうか知りませぬが愉 '1' 虫として問へ逃げ断。仁左云ふこ主であります。それから

ｗｾ してから、煉瓦は斯う云ふ所で建てる べ きではないと云ふので、共攻には木製の設計

で帝閣ホテルが出来まし?こっ ぞれが渡主委設さんの設計で出来にものであります。それが今

の帝闘ホテルの先代の帝岡ホテルでありますが . 今の干i1閑ホテルとは少し場所が違って、

今の日比谷公園の角謹りで、少し向ふへ行〈と何の守とかと云ふ方のま 1: 御門が共頃はま

? ご公園遜りは日比谷の原で共鹿にま 1: 残って居つ? こ頃でした。さう云ふ次第で彼鹿には教

判所と司法省と海軍省とが三つ揃って建物が建って居って、一若干向ふの端がコンドルさん

の海軍省. 中が妻木きんの裁判所、こちらの端が河合浩離さんが司法省をやって居ったの

であります。最初裁判所主司法省主は私の聞いた所では調逸のヴエツクマンとかと云ふ人

の設計? ごったと云ふ話でありまして、それを妻木さんと河合さんの二人が引半島いでやられ

たのであ りますが、 共時は河合さんは濁逸の洋行蹄 りのもやきもやき で、此二人が隣り合

はしてやつにのであります。河合さんなどは妻木の野郎何が出来るものかと悪口を言ひな

がらやったそうで 、其時に叉何か作業上に 付て問題になったと云ふことでありました a 共

時に調逸入の技師が来て居ってやって居つにのでありますが. 共作業の際は大費な騒ぎで

何でも直観 6 尺に深さ 60 尺とか幾らとかの大居深い井戸を掘って、共中へ這入って行っ

て. アルコ{ ル・ランプを黙りて下の方まで除をしたのでありますが. 途中から水が殖去

にり何かして中々遣入って行けない。それから水を防ぐ震にレインコ{ トを買ひたいと思

ったが. 共レインコートが東京には一つもない. 漸〈横簡に行って一つ見つげて来fこと云

ふ話もある コそれを着て中八這入つ? こり上がったりして色々よ〈検査をしに上に、色々其

外にも苦心惨憎して出来? こやうな課であります。色 k さう云ふ風に時代を振返って見ます

e  . 今の建築をなされる方々は非常にお祭? ごと私は思ふのであります。なぜならば煉瓦の

色分けなんかは今は誰も致しませぬし. 色 k 其外例へば石などを眼をつぶって倹資をする

やうなことをしないでも桝むのです。併しながら愚な話fごげれども昔は皆さうであっ? この

です。それから共首時の仕撲を持へたと云ふ人は昔の御作事方の人がやっ? こ。撃校を出 1:

人は仕様念書 げなかった。闘商は皆排へたが仕様は洋服を着? こ御作事方が書いにのであり



ますが、赴が叉無IIlf に男性かしいことを蓄し、 1: ものでめります口さう云ふ時代がめつにと云

ふことを振返って見ますと、質によくどうも此鹿まで進歩し? 二ものにと云ふことを私は考

へき' るを得な いのであ ります。ま に申上げ1: いこともありますが此去をで失問 させて頂きま

す。 f 拍手〉

松究清足君 芸大には東京側から高! 0 さんに御願ひ設しますo ( 拍手)

高松政雄君 只今委員長の御指名で起ちまし? こりれども. 先刻佐河合長が巾されたやう

に理論家でめられる松井さんが、其方 に一向不得手な私に御命令 になっ fこと思ひます o そ

れで芸慌・って考へつきもごさいませぬが、今日大阪の協舎の方々を御迎へ致しまして我々

東京側に於きましては非常に菩ばし いこと〉 存す・る のでありま す。賓は私はまに御目にが

かった こと のな いj j も深山肘られるやうでありま すが . 111' し私も t早生時代数年間大阪に厄; -

h まして、 叉近い過去には協舎から色 k 大阪の建築卜に 付て始終御指導を頂 きまして、貨

は大いに協舎に負ふ所が多 いのでめ ります。先刻合長の御話の 中にも、どうも闘東側の者

は理論家が多い主云ふ御話がございましにが、私* - 阪に度々伺って参りましでも、レつも

大阪の賓際方面に於ては東京よりも進んで居るやうに考へられる のであります。例へば請

負業者が仕事を御やりになることも、設計家が設計をやられることも. 来建築家の枇舎に

劃する態度と云ふやうな線、ての黙に於きまして、東京よりは非常に進んで居るやうに思は

れる のであ りまして、却って私共が伺はなりればならぬことが津 山あるのであります。色

々の黙に 付て御訊きしなげ れば なら ぬ事があるの でありま して、先刻伯Q さんの御話にな

りまし1: やうに、兎も角も大阪側の方から今度の御見按の中で御買になった結果に付きま

して御世評なり色 k 待jJ 意見なりを伺ふことが出来ますれば私共の大いに参考になること fご

ら うと存じます。 是は大阪の例へば着物の着方一つ を見ましでも. 同] の ネオンザインのデ

ザインを見ましでも 、どうも東京と大阪とでは純ての黙に於て遣って居るやうであります。

線、てきう云ふデザインの末に至るまで、共外の仕事のやり振り総てが遣って居るやうであ

ります 。此遣って居りますのも純、て夫々の立場 k k には必要かと思ひます。それでどうか

私共の困苦しかったり、 或は叉殿舎が徐り lこ理論的であると云ふやうな黙に封しましでは

一つ裳を啓〈左云ふ意味か ら大阪方かも此東京の建築其他を御覧になっ? こ結果を御腹蔵な

• < 伺ひまして私共の将来の参考に貧し? こいと存じますから御遠慮な〈御話を願ひたいもの

であります。唯是1:.' けを述べま して御命令に陪へる次第であり，ます。( 拍手)

松労清足 君 只今の高松さんの御要求は至極誼切にと思ひますので 、之に付ては一つ大

阪の波ir さんに御話を願ひ? こいと存じます。( 拍子)

波江悌夫君 私はどうも耳の速い方で今の御話はよ〈分りませぬでとき' いましにが、折

角の御命令でありますからちょっと申上げます。元来私は東京生れでごぎい ますが 、大 阪

へ参りまして、所謂 第二の故泌 になりまして今日迄す・っと大阪に居るのであります。此度

の御宿待の御順序を具 さに御案内通り に 歩 い て 見 ま す し 此 プ ロ グ ラムには非常 に悔重な
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御心持が這入って居るやう lこ思ふのであります。私等大阪から東京八参りまして東] f t!W附

近の最近¢建 物、復興計賓の完成期 lこ這入りまし1: 所詔市街地¢建築物は時 k 見て居りま

すし、叉銀座間近の繁華な桜守もよ〈知って居りますが、今朝こもらに着 きましてから端

医科杭八重量奔い? こしまして みcOf 近の椋守を有見いにしますと、走は誠に大阪にはなし、環

境であります ｄ 参Ｏ［ＱＺ若蔵官 ｈ ｦＺ Ｎ Ｇ近 ｃｔＺ 週［築と謂ひ 、 それから共虻内にある ｅｨ 物の主ｦＱｾは 、 大阪

の者がし 、〈 ち歯ぎしりをしても見られないもの γ 習山ごさ' います D 叉明治紳古の方八伺ひ

まして、あの大正時代CT: 言空会註築を奔見い 1: しますると、い〈ら捌官の方が威張勺でもあ

あ云ふQi 代建築 として のdうれ? ごりのものを東京の方に我 k は綱案内申上げるやうなも のは

闘西にはなし、のであります 。況して日灯台、大 J E、昭和にかりで の詑. 全檎茜が彼itl&仁陳列さ

れて居り、叉外苑 の中には近代日本を釘( 介する所 の色 k な訟備があ ることを奔見しまして

中には甲子閣の! 野球場の方がもっと大きいと云ふやうな語論 も出? こ のでありますりれども

併しあのf : R G . : ' 降る中を朝早〈から彼鹿で男の方も女の方も 治っ て崎球壌の閃かれる のを待

って居る桜子はタミ張り限四 lこは見られなし、一つの告!j 景? ごと思ひまし1: 。ラヂオなどで野球

の環境と言ひますが大惜の桜子はよ〈転いて居りますりれども 、賓際あれを見て. 成程此

ＱｊｬＡｦ Ｑｾ な、 ホ ーム ランを打って車 ｬｾｭ ［ にヲ ｒ 込ん ＱｾＧ 場合の折 Ａｩ 景は矢張り官際来て見ないと分ら

ない t 云ふやうな感じがし1: ので、是は辿も甲子闘など の上tではないと思ひまし 1: 。それ

から芸大いで青年会館の去の食堂T 四角い網野i 首を頂きま し1: が 、中 lこは朝食を食べすに 居

られた 人も あっ fこさうですが< t G . : ' 斜熱営は大費支味しかっ1: 。青年合館主は言ひながら婦

人の方が大分彼庭 1: 醤，入って来られて居るのを見る t 虫r何にもなごやかな茸、境でありまし

て、 あれはlli 代大阪には見られなレ一つの建物であると私は感じ1: のであります。叉暫食

後中央市場八参りまして市の在家前長から方々を案内して頂い 1: のでありますが、あの水

陸軍斡の便利な所八、況してｬｊＦ前坪を越える大建築が東京の少 ｾｉＫｾ 築家の手 ｬ こ成つ＿ごと云

ふこ とは、 京都が一手持先きに建も、大阪が其芸大に建ち . 共時は私等も働い 1: 方ですげれど

も、紳戸が三蒋自に出来、 調はぱ先手は打って居りますげれども、あの殆ど E 方形に近い

所で思ふ存分に新しし、哲計をやられ 1: こ主は、之 lご街骨折りになっ 1: 方のみなら子、ま 1:

東京の方で見て 居ない人も町分あるきうですが 、あれば必十一度街買になっ1: 方が宜いと

思ひます。次いで本願寺に参りまし1: が、あの建築ーを奔印する前に、あの若 k しい 、持 は

白骨になって屑りますが、伊東博で十? を御男受付致しまして鈴. しさがこみ上がつ 1: のであり

ます。況しで あの君事事の外討はうた舎の街得意のデザインでありまして、内部もデティー) 1 . -

に至ろまで自ら筆を執って御持部になっ 1: きうで、彫刻の古fl きも熱心な4朗読日月がありまし

Ｑ Ｚ が 、柱 の飾りなり配光のデザインなどは自分で官際にやって見る主中 ｫｾｴ しいもの ＱｾＧ C  

云ふ御説明を伺ひまして我 k は時しかっ? このであります。先生ーが伊校の教室で訊義をなさ

って居られfこ時の顔色と今日の顔色を奔見する t 如何にも少)11 時代の先生であると云ふ感

じがして婚しかつにのであります。況して精園前11)祉の遊就飢並 に共後で見まし1: 震災記念

。2 4



堂を見ま しで も先生の活き f古きとしt: . 或は今日の時代のーi百を物語る所の建築b: 建もづ

つ ある と云ふ こと は、私等大阪に居る者の一つの大いなる清涼朔j であつにや うに考へる の

であります。殊に震災記念堂の上へ上がって見ましに時に . 松井さんなどは到頭 上 まで上

が らなかったゃうであります が、疲 れに. l t ｾ Ｇｊｉ 十って上まで上がっ て、さうして東 京の下

町の景 色ぞ見ましに時に 、私共は成程復興事業と云ふものは偉大なものではあ るが、努力

をすれば是まで に完成 するも のであるかと云ふことを熟 k 感じたのであ ります。私は大正

ＱＲ 年の Ｙ 月 Ｔ 日に大買を出まして Ｖ 日に東 京に這 入った時 ｩ こは Ｎ 荒世ｊｴｾ ¥1! と言少 ますか.

まるで煙の中 に惨 i魚fこる 有様で 、共時の煉瓦の屑の質物 が記念 として此'点災記念館の中に

保存4 されて. 百年後或は千年後まで昔時を偲ぶ材料として遣されることになっ て、我 k の

孫 、曾孫、を連れて彼虎へ叉行 〈こと もあるでせうが . さう云ふこ とを思ひ出す と、 是 は 復

興事 業に付て偉大なる仕事の一つで ある と考へて蹄って参 りましに。今日祈聞を見ますと

大阪の地盤が段々下がって行〈と云ふこと を御質表にな って 居りま す。尤も是は新; 瑚の上

での大略でありますから詳細は分りませぬが . 1)1ニし之を御喪表 になった今村さんの御観測

に少し誤りがあるのではないかと思ひまして、共事に 付て多少申上げます。 貨は大限に 震

災強防委員舎と云ふものがありまして、此委員舎で昭如 3 年の 11 月 26 日の央丹後の地 '琵

の時に、西大阪が l 尺 4 - 5 寸が一遍に下がったコそれで一遍に 1 尺 4- 5 寸も下がった計

算を丁度 15 年 位の間測の隔で以て御剖りになって、毎年 4 糎づっ下がると云ふ傾向があ

る主云ふ ことを瑳表になったのであります。併ながら少しづっ沈下 して 居 ると云ふことは

東支でもあるさうですが . 越中島附近は殊に下がって居るさうで 、是は埋立地の一つの原

則で ありま して、大阪でも共傾向があるのであって、昭 F口3 年に西大i波のあり築港践僑の

附近が下がつに事 賞 もある のであ ります。 きう 云ふ現象に付て大買の万を心型じて居られ

るのでありますが、併しいつ何涛. 是は大森博士の時分から向週 も聞かされて居るのであ

りますが、大地震があっ て、 共際には凋東地方から多額の寄 付合を頂い て. 今日完成され

仁隅田川 の公園のや うな、或は六大橋 と言 ひますか九大橋と言ひま すか、 あの大きな橋が

大阪にも出来て . 共時分に皆様を御J目前ーする時にはどうして も我 k は今日見せ て頂い に精

帥文化と言ひますか、ｾ毛方面営権 ｪｊ 案内出来ることと信じて居ります ｊ 大韓此溢でＡとめて置

さーます。( 拍手〕

松井清足君 次には東京から中村侮治さんに御願ひ致 します。( 拍手〕

中村傷治君 御 宿名で止むを得予起ちまし? こが、先程佐官T合長から野暮揃ひであ ると 言

はれま し?こが 、私 を指名する松井委員長も亦合長の言はれるやうに理論家のみ であっ て 宜

際家でないと云ふことによ〈営って居るやうに思ひますが . 此町・暮な 私がテープル・スピ

ーチでユーモア? こっぷりにアツと言 はせるやうな御話を巾上げた〈も出来ないことは私も

馬鹿ではな いと見え ましてよく 承知して居りま す。併 し何か申上げなければな りませぬ の

で、私は寧・ろ肝幕 な御活をちょ っ と御土産に巾上げて責めをふ さぎにいと思ひます。それ
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ｉｾ＠

は喜怒舎の方の出版物に付て、少し自家成告のやうでありますが、絵チ1: 君が非常に努力して

居りました仕様書の笑 と云ふものが 、共コン ク リート fごげはもう殻表して居りますが 、共

後の全部の仕僕書が最近すっかり出来上がりまして只今印刷中であります。: 1 s - も間もなく

護表されまし ＱＺ ならば 、 どうぞ皆犠も之を出来る＿ ご り仰 ｉｾ ，掠且つ御 利 Ｉｉｊ { d国ひ fこし 、ことを

御願ひ致し? こいと思ひます。叉序でに斯様な事をいつも rt 上げて湛Tご恐縮でありますが、

パ ンプレツトと云ふものを此舎で蚊年前から強行して居ります。もう一軒、二輯、三軒、

四輯、五輯になりますが. 各開十 IHI 以上になって鼎 ります。是が漸 t 氷河あた りで 完結い

たし ますが 、是もかなりの努力でやって居りますので、ま 1::&; らか縫って居りますから此

際どうか呉れ央れも御巾込を願ひ? こいのであります。叉御序での首j は他へも宜し〈御吹恵!

ｾ ｬ 摂ひ ｔ こいと思 ひます。もう一つ 、 只今復興の御話がどぎいまし＿こが 、 復興以来の賓際の

東京に於きま する建築の餓'庁間集 と云ふ ものをつい此間接行いたしましにが、是は腕〈聞

に費稔しまして、今はT写版が出来上がっ て居ります。是は東京のgr 硯1憲の方の御労力に依

って出来上がったのでありまして、此ｾ［［ ｦＮ硯 Ｇｦｗ に閥 ｊ 系のない所 の官臆並に文部省直轄の諸事

校 、是等の建築の賞際の寸法を記入して居ります所の極〈主要な部分にけではごさ' います

が、それを明療に且つ簡翠に現はした所の国集でご' 2 います。是は今夜京でどんどん賀れ

て居 b ますが 、ど うか是も大阪の方でどんどん御j主交のあるやうに皆犠に御瑚ひ致します。

此三つの こと を御顎ひ致しまして私の野体であることを詩明して世きまして是で止める次

第であちます。( 拍手〉

，松井清足君 ま1:' 時間もごさ' います から 、もう一人二人御羽ひしたいと思ひます。それ

では竹腰きんにつた11反の御土産主? にんまりと頂戴いた しにいと思ひます。( 拍手)

竹腰憧遣君 私御舟名に頂かりましにけれども、中付さんに劣 らぬ町'蕗でごさ' いまして

先輩波江氏 司設紫氏のやうな ユー モア たっぷり な御活は出来設ねる のであ ります 。;民知は

大阪の方で皆ゃったから竹腰もユーモアたっぷ りなことを やる 1:' らうと御思ひになります

主、ど うも少し的が外れやしないかと忠ひますから是は前以て御調はり申上げて置きます O

遊ピ突I症の間で考も日 IJ に浮びませぬが、最前から私は宮警に少しぴん ぴんと頭に感十るのが

あ ります 。それは東京の取舎、 ぞれから大阪の 日本建築協合、 叉東京 ftll j. 大阪! 則と医別し

て色々話されるやうでありますが、是はどうも向分には桂r:: 異隊に J必する の であります 。

併し成r'JR今日号具合の本部はこちらにありますし 、協舎は閥! 目にありますが . 皐舎と建築協

舎とは其ファンクシヨンが全撚異なって居るものだ と思 ふのであります o 事舎は事 jIgの例

主に資する所、協舎は先程片岡日本建築協舎合長から御話がありましたやうに、建築全般の

枇 合 的奉仕をする一面に 、建築家の位置の 向上と か さう 云ふ色々の宏速な枇舎に働きかけ

ると云ふ理想、を持って居る のですが、併し是は東京 、こあっても 業 支ないもの〉やうに思ふ

のであります。それで! 合も大阪の建築W- ff 日本建築協舎が代表し、東京の建楽界を建築事

命力; 代表して! 刀 るかのやう に符 〈のはち ょっと奥桜に! & ，するので あ ります o ，足: は私のみな



色宇多数きろ云ふやうに御考へになる方があるやうに思ひます。それで私自身 の ＱＢＱ，、ｾと致

しましては 、建築界に於きましては・事舎は無論必一要なことでありますりれども、それと同

時に祉合に働きかける協舎と云ふもの〉本部のや うなも のが東京にあって然るべきもので

あると思ふのであります。斯様にして或は叉此二つの協舎が東京に本部があらうとそれは

問題でありませぬで、雨々相ｻ 突っ て 唇歯 Ａ 拍車の 閥係と巾しますか、きう云ふＩｬｾになって行

けば・更に建築界が殻展を来 ｦ こす理由にもなり、叉建築家向 ｫ の理 ｉｊｾ にもなり、延いては

世舎に建築家が藍す途を開〈ことが出来る かも 知れないと思ひます。是は私一人の考では

ありますが、まあ近い将来にでも建築協舎D 支部と云ふものが今ありますが、本部と云ふ

ものが東京にも出来て、製舎の 支部が大阪にも出来て、雨 K 相f突っ て相暖け令って枇舎の

t誌に謹し得る所の時代が来るのではなし、かと思ひます。是は私の理想、楽であるかも知れま

せぬがきう云ふ時代の来ることがあり得るのではないかと云ふ策がするのであります。さ

うなりますと云ふと此虞に大鑓使利なことが一つあると思ふのであります。毛れは先程佐

野舎長から犬阪に行〈と云ふと、裸ダンスを見せて央れるとか、赤玉の何とかを総揚げし

て赦迎して呉れるが、東京へ来ると云ふと誠にがつがつしに料理を食べさせるとかと云ふ

やうな御話があっ? このでありますが、是は成院皐舎と致しましては裸仰りも見せられない

t 思ひまするが、是が協舎となれば出来ること〉思ひます。そ れで一つ早晩さう云ふ風に

なりまして、我々が閥西から出掛けて参りましでも此傑涌りを見せて頂きたいと思ひます o

こちらには赤玉はな〈とも東京の銀座禽備とか何とか舎館と云ふものがあるやうに見受け

ますので、さう云ふもの〉一つ線偽げを皐舎であっ fこら出来ないかも知れませぬが . W，舎

であったら盛んに出来るかも知れませぬから、之を他日に期待して私は此程安で止めて置

きます。( 拍手)

松井清足君 竹腰さんは聞いと云ふ前繍れでありましfこが. 矢買り閥濁の御 }j は閥乗の

野暮とは泣ふと感じて居る衣t ! " l ; であります。それで只今御活がありましたやうに我々も将

来はーっきう云ふ方針に向ふやうに進み fこいと忠ひます。就きましては叉11 ] ' 暮な話に師り

ますが、明日 の見撃は今日大壁お草臥れで明日} f : が痛かつ? こり朝寝をなさる方も多からう

t 忠ひますが. 明日は日本一の帝園議事堂. の見E裂でございますから、どうか議って 一つ午

前・ 8 時30分迄に、凶タクで Y も御出でになりますれば、総理大臣官邸の向ひ と仰しやって

御出で? 願ひます。共際前の議事堂の遁 )1j 門と言 って御出でにならむことを希望いたしま

す。 きうでありませぬと、 H住総理大臣官邸の前で何しますと、若し間違へたり何かして大

埼な ことになりますか ら… … 一帯分り易い のは議定建築の裏と 言って. 山 の手の方に以を

上がって行って上がりつめに所ですか区、どうか其御積りで願ひます。それからもう一つ

序でに御願ひして置きますのは. 此庭に合長が居られますが 、是は大阪にも支部がありま

す建築土木資料協舎と云ふものがありまして、建築の資料屋さんが主になって居りますも

ので、建築屋と閥 i系{t>f! i:t: 1.: < ちゃならぬとぷふので . 此合長に償I I ' f ↑ 啓一J; . Io¥IJ 合長に1' ，: 野
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博 士、其l ! ! : 活役: こ私が這入っ てやって居る舎があります I 是は最近壇楽活舎の准l 舎の御通

知も｝買いて居りますが、費料陳列所ｾ御 ｩ 主りになると云ふ御話でありますので、東京 の 此

墜舎の下に資料協舎と云ふ微々ながら致して参って居るのであります。皆俵が此度首土也に

御出でになると云ふことをメンパ ーに通知いにしましに所が. 非常に菩んで新しいものを

- H乍日から陳列俸を致して 、 メーカ ーや技師が参りまして、明日は 11 時半頃議事堂の見

i取が済みましてから親し〈 仰 質問に舷じて御説明を申上げにい と言 うて手ぐすねを 'j Iいて

待って居るさうでありますから、是は東京側の方の御参加も決して構ひませぬから. どう

か賑々し〈御出での程を切に希望いたします O 之を御覧刀上どうか大阪 ff!l J J ) 仰参考に供せ

られt J ことを希望いたします 、 それでテ ープル ・スピ ーチは是で終ることに致しま して、

最後にもう一つにけ明日皆様が仰賢下きる様議完建楽乃今日迄及び将来に劃する極〈大:11告

のi活を! 明日御宮下さる御準備として 、今日迄 ;義完違築を? 主になってやって居られる大熊| 事

てとからちょっと一言御活 ぞ伺少まして、それで閉舎に致し? こいと思ひます。 〔拍手)

大熊喜邦宮 只今怯井委: ミ 長からの御 悶包に依りまして但ちまし? こが . もう :J活iこテープ

ル ・スピーチは打切ったと云ふ御活でごゴいますから 、私はもう面白い仰活をする機設を

失ってしまった認でありまして、是は誠 iこ残念でありますけれども、もう止むを得ませぬ

から、明日皆様が御覧になります議定違楽のことに付きまして 、簡 (j1に一つ御案内を申上

げて世きにいと思って居ります 。是は占拠して自家資告でも何でもありませぬから、どうか

其御積りで御聴き置きを嚇少? こいと思ひます。議完建築 iま皆様 D 御及じ11の 通 れ 明 治 19年

以 来の懸案でごぎいました のであります 共後度々委耳金などが品目かれまして、今に生れ

るかと思ふと難産で生れて来ない、難産ぢゃない. 討り子供が出来なかったのであります。

ぞれが漸〈犬 ￆＶ 半の暮力議ｾｾ通過しま し て 、 大 ￆ Ｗ 年から地工刀締局 ｢［ｉ Ｚｉ｜ｾ まして Ｎ

2 年閣の準備羽潤を置きまして、大 iE D年の l 月30 日に地現渋を致しまして、昭 F日2 年の

Ｔ 月 Ｗ 日にｽニ策式ｾ致しました。きうして今日ではヱ 司王も最 早大分進んで参って居るので

あ ります ο其復専を申上げますと云ふと 2，800 百蔦闘で ありま すが . 2 - 3 年前に節均を受

けまして 目 下の所ば 2，川O 高司斗りになって居ります。今日迄に建楽に使ひました金高は

2. 200 寓闘 lまかりになって居ります。後袋る所は 470- 480 鴎凶ばかり縫って尉ります。是

は今後 3 年間の経費にあてられて居ります D 昭如 l Hドの1俸の議 rYr には4 > : 沼会 i吏ひたい、斯

う存じて我 々は努力いたして居るのであります。建初乃 ;"1主主 iま今日 lまメート; j ，. 法を使用し

て馬りますが Ｎ 只今申上げるのは従来 ｊＩ 計算で一つ御功 ＾＾ ｴｾ 疏少ますが、 ＱＵ ， ＷＸＰ 坪。階段

から言ひます と地下 室を入れまして先づ大部ｾｽＭが Ｔ 階であります。場所に依りますと Ｕ 階

j う至 6 階の所もありますけれども、大韓こ於て地下室を加l へて 4 階であります。大きさか

ら言ひます と間口 が約ヨ町 . 奥子力E約 l 町 iまかりであります。軒J コ高きか普通7 ) 所では 79

尺. 塔の頂溢では 216 尺になって宮ります。鍛汗識' $ 昆疑土 J)J.iJ1謂御影百 j長りでありまし

て、鎖骨' が 12，000 噸 . 外に張りました l貯の御影行力> . 明日御斑になるとう上りますが 、下 の

' 2 8、



方の拙ffl ，しの少し禦味カ: 力、って A: りますのは岡 UJ蹟の石で、是が 160，000 立ブ'j ) ミ。上の方

の茄味がかづて居るのが倉橋島の症の御影桁でありまして、是カ f 約 ] 6
0

，000 立方尺合せて

約 160，000 が二つでありますから 330，000 材ばかり使って居ります。それで目下はどの位

の智度 lこ/ : 1 ¥* て居るかと申しますると、タ! 討は殆ど全翫'出来上がって居ります。それから

只今 F 部 T 出来上がって居一りますのが歪前究成 U ま申ゑねますが、中央の玄問 、陛下の御

2萱入りになります術征服l J . ぴ其町広¢叡屋. それから貴放院の議場、ヨ誌院の誌場. 貴族

院:じt 諾 長 室、実;他それ q f : 直する主要む吉T屋 . 3京註院も大M是と同じ 、さう云ふものγ 大

慢出来上がって居ります o 其祉じt 部 分 t 致しましてじ議員¢在室、試合¢委員舎室、大臣

の拡へて居 りますJ i J i の大臣室、政府委員¢這入ります政府委員宣 と云ふやうな各部E 殆 ど

さを商 lこ亙って今誼作を工事中であります。従って中は到る所に足場がありましに1 ) 、俸が

/:1¥て 居りまし? こりして、かなり突っか〉る所が宮 山ありますから併用 心の土移i 覧を願ひ 1:

い主存じます。それではー樫部庄の教はどの1:ir. il うるか t 申しますと 391 ありますので、御

案内庁1上げる時に一部屋一分つーっ位にして街:案内申上げゃう と思つ 1: のですが、きうする

と6 崎町ばかりもか〉ります から 、明日はうたづ出来上がつ 1: 主な月TJ 1ごりを御覧 lこ入れて置

き1: いと思ひます、廊下? ごりでざっと 1 ! t l ばかりになりますので多少御茸』臥れになるかも

針れまぜ! l : ! γ 是も止l 際申上げて置きます。それ T 誌院は ij -I章一の営手刀 lこ全部を陵直品で排八

ると云ふやうな Ｑ 釘であっ ＱＺ のでありますが、鎖骨 ・は八収￠製鍛所 Ｍｲｾ 主 主量しにものを用ひ

まし1: のであります o ぞれから木材は主主して良レ部屋は日本¢棒を使つ? このでありまし

て、ＱＮｩ放院、ｾ Ｚ 註院の宵誌援は金古Ｎ棒 で、 主主料は漆塗り ｬ こなっ て居ります。ぞれから街便

殿京ぴま放室 1;) 漆T 以て仕上げゃうと云ふので棺材を主材 t 致しまして、ぞれ lこ漆塗りを

致して居ります o 是は東京の美術lftxの方 lこ御願ひを致して金古f漆塗りで仕上りまし1: 。

共他難物でありましも或は監のギIJ でありましでも全苦| 園産のものを使って居ります。叉設

備品に於きましでも線、て関産で、唯僅かに今日では出来て居りますが、= ユーマティック

チュープＮ是はタ＿冒品ｾ使って居ります。径はもう殆ど主主吉 ｦ 匪産品で出来て居ります。大

雪石の主nきに於きましても全普i : 日本の J11でありまして、なるべ〈関内のものを金百的に亘

って使ひ 1: い t 云ふ考で、日下の阿大理石は琉球を初め、下の方は宮城 j際に至るまで 13筒

JiJT! ' l : ' l 精類今使って居ります o 是等も明日御買を願ひ? : い主存守る次第であります r ぞれか

らよ〈人に訊れるのでありますが、& の諾院建築・牧は一暢 H方がどの位あるかと云ふこと

を見物に来まして斯う云ふ質問を受けて - k 閉口するのであちます。そこで凡ぞどの{ ずの

ものになるか紡算をやって見まし1: 所が約2 R ，OOO，OOO買で 、東京の元の奮市内の人口が約

2，800ρ00 e仮定い? こしますと云ふと 、1 人に 10折、づ〉背負っ て頂〈主云ふと 、あの議院を

御利奥[ のやう lこ持って歩〈こ主力: 出来るのであります。先づ鈴り長〈なりましでも却って

御耳閥りでありますから、もう諾院の説明は是位にしまして、明日手分げして御案内市上

げる諜でありますから其質物に依りまして御覧を願ひ fこいと思ひます。日住先程設芸ーさんか

29'  



ら御話がありましにやうに一つエピソ ードを御話巾上げます。 是は明治42年 に議院建築の

燃備委員合 と 云ふものが ＯＩＱＱ かれまして 、現に建 築ｾ，合共 他に 於て ｕｦｩ Ｇ ましい問題が起ったの

であります。共時に委員合に於て商白い御話がとぎ L、まし? こ コ其} /) 、況は此鹿にも御存じの

御方が Ｒ 人 Ｓ 人御 ｾ ｾえになっ て 居るやうでありますが 、 鍛筋況擬土ｾ基礎に使つにらどう

かと云ふやうな話がありまし1: 。其時に斯う云ふ設があっ fこのであります。鍛筋混i髭土の

鎖mJ と云ふものは地中に這 入って7Kが来れば腐るもので . 共rlii から蜂の巣のやうに穴があ

くから鍛筋m蹟土は絶割に使つてはならぬと云ふやうな設が出まし 1: ことがあります。又

陸 伊 摂にし＿こらどうかと云ふ相談 の 時に 、日 本のやうな雨の多い所では陛Ｚ ｾ ［ｪＺ艮は絶主 ｊ に築

物fごから、此陣屋糠は絶射にし、かぬと云ふやうな設が/ : - 1 1 て陪分議論を聞かはしにことがあ

りますが. 銀筋力 ;1.泌- って蜂の誕のやうになる と云ふやうな話と 、|控} 利良 t ; 絶劉 lこL、かぬと

云ふやうな話を今日皆様が御考へ下さつにならば時代の進歩と云ふものは貰に恐ろしいも

のであると云ふことが術l分りになると思ひます。ちょっ と此 エ ピソード営 rll ，1--. げて皆きま

す。 ( 拍手〕

松井清足君 大慶長〈まし7二が、是で此舎は閉じることに致しまして、次の部屋に御茶

の用意がしてありますか ら、どうか御殺っ くり御llfk談 の法制頗ひます。 ( 拍手)

午後 8 時 40 分散合

演 説 者 最古 介

ｦｾ＠ 町' 手IJ 持 ｾｮ ユて摩守内: てi 、建築接合合長

芹 l吋 安 ｾ ｮＧ 工.皐博士 、 日本建築協舎合長

松 チキ m 足 n 思合側の首日の接w委員長

中村達太郎 Ｑｾ ・ 工gp，tI8- 士、車合側

松 宰 重 光 君 協舎の東部見E裂囲委員長

設 禦 貞 t作， ;(t 協舎側見事関員

高 松 政 1作 有 接合側

波 江 悌 夫) 1 ; 協合側見慰問員

中 村- {専 tri ;(，]，'  組敏感合間合長

竹 版 他 山 l¥・ 日本建築協合別合長、協合側の秋季大合会目長

jく 育長
車:

手/¥11，・ 工慰問士 . 与1合側

( 演 説 順 J

I  S Q  
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( 道筋，の 主 要 重量: 物 所 在 略 闘 〉見 挙 行 程 閲

記行放
阻
，...... 見本日部東

夫積名新

き
]5， 

しlま

昭和 8 年10 Jq 15 日( 日暇日) より 17 日(fflrll 宰祭) まで 3 日間. 日本建築協舎の、東京ぞ中心

とする東部日本見皐放行が行はれ1:
0

10月例舎と秋季大舎とを粂ね1: 催しである 。

日程は中一日置いて蓮頼しに休日カ; 2 日である 。参加

する者 55 名、非常な盛舎であった。

見謬の行程は建築製舎に御依頼して作って貰つにものであるが、正確に猿定通の見患を

時恰も馬肥ゆる中秋の候 であり、

31- I  

終へ、益する所亦決して少〈はなかっ fこ。行程は次の如〈である。( 行程闘参照)



13 2  

10 月 15 日 ( 日〕

靖図紳通i 遜就 骨!?

( 主昼食〉日 本青年官if

8.30- - 9.3つ

11. 30ー 12. 20

築地 本願寺 建築場f永代橋iili;/!D 1. 5 0 - 2.20  

!リ1￝ 台利 ｊ Ｇ�ｾ 外 苑 ｊｫＮＮ 給 部 品 Ｗ 9. 50- 11. 30 

来 J; (i]J IjJ' と在1I 賀市場築地本場 12. 50ー 1. 50

Ｑｕ 澄Ａｩｲｩ ｾｩｬ ｃ ｭ￬ｦ ｈ 険 、 雨 ｬ 却陥 ｩｩｬｩｩ 品 Ｉ 2. 30- 3.2)  

震 災 記念堂 l lz復興記念すfr ( 隅 rrt 公 日司、引 問、上 野 附il 、東山帝園大内 3.30- 4.10  

［ ｜ 構内 よ り 、 当耳目 ｾ［ｩｬｩｾ ＢＧ Ｂ 懇親合 場 来 京令市ｻへ Ｏ

10 只 16 日 〈丹〉

帝閣議合議事堂建築坊

聾 食〈建築資料協合接1.y. )

9.00ー 10.30

11. 10ー 12. 00

建築資料協合陳列場 10.' 0ー 11. 10

建築協合よりの依 ｾｾｴ に依ト建築接合では絵ヲｼ令 ＱＷＱＴ 氏を委員長として Ｎ あらゆる佼ｾ ｾｉ Ｇｉ ・ を

興へられ. 見按す べ き各位築物には夫々設計; 佐官の械l政者各位以に多数係員を動員して、

懇切なる詮明と倣待とを以て我等を遇せられにことは誠に感謝Jの歪である。

見原ご参加の舎員中には -- J_ t 先に前 日上京して居? こものもあっ fこが 、何れも 10 )oJ  I日日制芯

京の一行と東京騨降車口に孫令ひ 、 建築事合弁向げ の 向動車を連ねて見 ， ｾＺのスタートを切

っ1=。案内役は松井清足氏である。

2. 晴 国 神 社 遊 就 舘

自動車は 東京騨より大手門前に出でｾｾ蔵門を経て 、 Ｘ 時 ＴＰ 分楠岡市 Ｑ Ｑ 唯遊就舘に到着、芭

に館内を見る 。

この建築は最 初明治 ＱＱ 年陸軍卿 山腕 有朋公の主 ｉｉｾｉＨ こて計霊せられ 、 ｬ 明 治 ＱＴ 年務成しにも

ので、西南戦役の際に献納しに華族の凶兵金の一部を以て工費に宛てにものである。工部

省雇技師カペルチ{ 氏の設計に成り 、伊太利古域式の 200 徐珂: の建築であっ1こが、目前日

露の南戟役後 、 多数戦利品ＯＺＱ｜隙の箆 ｬ こ桁内狭 ｬ 径を告げに魚 、 明治 ＴＨＩ 年より横浜工事を ｾｦ￬ め

彼 裕 せ る 遊 就 すl'r

41 年に竣工し、総延昨 700

坪に速する建築として 、営

時東京に於げる大建築の一

つに教へられにものである

が、大疋 l2年の大混災に倒

壊 、現在のものは昭和 5 年

より 6 年までの聞に復奮再

処せられにものである。

ｾ上 ｦ B57 坪 5 合. 延坪18

68昨 、銀筋コンクリ ート 迭

( 一部鍛' 丹構造 ) 3 附位地下

室附、様式は近代東洋式、



設計は伊東博士である。

設立の趣旨は靖国 ｾｪｬｬ ｬ 祉の英 ｡ 必をＡ卦める納馬堂を殺ね 、 武器戦利 品 等 の 陳列が目的である υ

遊就舘の名隅はイ ｴｪ 子働率ｴ，ＢＺ￭に 「 君子居必搾犯 Ａｬｾ 遊必就 七」 と あるより取 り＿こりと 言 ふ。舘

の正面に! 刻院官誠仁親 王殿下御染筆の額が偽げられである。

九 段から靖園紳祉の附 近 は道路計華が完成し 、 富 士 見ｊＡ Ｑ ｪＢ 公闘の並木 と 共に 、 境内は ｬｊｩ 示 ｲｾ

を前日るにふさ はしい潔囲気を献し出 して尉る。

f亡しい行程である。見感 1 時間にして 、次はlリJi 削耐江外苑に 向って車を脳る。富士見 111]"

より市ヶ谷見 附 、四 ツ谷見附ｾ経てｾ、阪離宮前を最中山外苑に入る口

3.  明治神宮外苑、槍書館雄日本青年舘

ぅ Ｑ＼Ｚる 毎 にそ の債 大きにＡｾ Ｇ 嘆これ

久し〈するも のは 、明治情11官外苑

である D
若 し青山市J! 1j " より入って

紛菌舘の ドームを笠みつつ、 II JV k

の漏れる主防i正面 まで散歩するも

のあら ば 、;誠誰1官住{主i も人間の1歩レ

と境域の隣 さ と3を?しみ じみ と! 感蕗す.

るで dあう らう 。

外苑内には給番舘及賀物取のタト

l明治利I宮外苑 野球場 ( 鳥1政令景〉

に、 野球、陸上競技 、立立に水泳の

各競技場がある。陸上競技場の南端及北端の高塔に劃峠する 女n<、 日本青年儲の賞柑色の

建物が附近にき筆えて居 る。

野球場は丁度六大串 リー グ戦力: 酎 であつに。恰も早些戦が数 日後に迫つに際で 、場内は

:毎日ファンの熱狂に漉き返っ て居1: 。

繍薗舘は 、明治大帝御一代の出来事を 、総茜に して壁面に掲げ 、大帝の御税法、を? 永へ に

記念する穏に造営せられに建築て- ある 。

外部は全部花崩岩を以て仕上げられ . 荘大なド ームと、正面玄闘の高 いアーチ とで遠望

の非常に tijt 大な建築である。設計築は賢物殿と共に懸賞公募の首選圃築を'n子とし、 それ

に多少の修正が加lへられに ものである。

入口 の高 いア ーチ を仰 ぎ、 更にド { ム 内部の高さ と接的i と、脱出lJぷモザイツク ω美しさ

に鴬き つ 〉、謹 んで明治大帝御一代 の繍茜 会葬 し奉 る。

時に 12時前、見事を粂ねて日 本青年館にて貧事を採る 。

青年館は、既 〈全閣青年国 の支持に依っ て出 来上つに建築で 、3，000 人位を4文字干 し得 る大

集合室を中 心 に、宿泊室、娯楽室、道場 . 食堂共他 、健全な青年逮を集め るに必要な高端

3 3  I  



IVJ 治 市rlr ':守 タト苑 7)< 球 場

山修1I 所前より永山 111]"首相官邸前を

経て 、虎 のl' うから慢間| 寸前{ f 通り

［全中特許Ｉ，［ｪ Ｎ文 部省 、 内務省 、 ｾｾ子

組聴等のt.vrしい 官術の建築{ f itiHi!.

しつ' : > Ｎ 数寄屋 Ｑｬｦｩｩｬｾ ドにＺｩｬｻ 近 ｩｾｾｩ < 悩

み をi背羽; してューe]i. { f 急: さつ〉ある

の設備を有するものであるが 、非

常時 日本に於て こうし? こ建築を利1

'，';T外苑近〈に有することは 、時的

柄誠にふさわしい次第と言ふべき

である。

折から宰は出しし、ノj 、春日和 、一

同川北ｻｦ紙 Ｑｦ ｾ ｦ 、去り難い思ひが あ

ったが . 時間は我等を脇って次の

行程に就かしめる 。

車は鈍の棋に ｩＩｾｽ かな苑内のアス

フアル ト道念青山南 :IIJ に出で、 ???

i快諮取IJ 拐を |眺め、尾仮 IIIJ より服部

時計， ii を凡上げんとして . 自動車

の窓の1h¥; きに今夏気j;f.jき ながら 、

午後 11時、点京市 1.1:
1V.と1P%安市場築

地本壌に渚〈 。 王製似 ;氾 念 総 21Z Ff[

4.  東京市中央却責市場築地本場

紳宮外苑の静関崇高なるに比し . こ ' : > ( ま叉人間の欲望と共に到 し 多 忙l喧騒の 活動境で

ある口唯規模の成大なる駄に於て 、僅に共通 の片鱗を見る と言へゃうか。

建築は殆んど完成し 、丁度通路の剣l装 中で あつに。

/J 、野建築課長、近藤市場係長をはじめ東京市の市場関係者組出 の出迎である 0 ・堅伎を出

てより数年間、東京市に職を得て居fこ筆 者に取って 、懐しい人達ばか りで ある。

築地海軍病院寄りの入 口より入り 、各立場、 事務所、冷蔵庫等 を見る。 f合械}l ji と同じ棋

に設けら れた製氷室で 、製 氷の}j j ( 況を見て一向子供 の如1< 珍 らしがる。

東京市の中央卸寅市場は 、こ の本場のほかに 、nill l岡、江東と郊外の 4 分場 とを有 し、 nifl r

岡江東は既に完成して居るが、郊外の 4 分場は目下計豊中と聞く。

本場は帝都復興事業のーとして計葺せられ、総工費 15，000，000 出1. 敷地面積約 58，600 坪
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の大計重である。

市場は魚類部、青果部及烏卵部の 3 部に分れ . 却賢人寅場、仲買人買場. 買荷保管所.

附属商賓場、事務所、食堂、貯蔵庫、冷蔵庫、製氷工場. パナ 、醗酵室、芋洗場、生洲.

蛸茄場等合せて、建築綿面積 20，000 坪徐である。

汐ffj 騨より引込みたる餓道綿路に依って陸の運輸に使し、海運には場の南端に設げ られ

に 500 噸級汽舶 2 隻を繋留し得る紫佑岸壁し 3，000 P航扱の内舶を碇泊し得る銭筋コンク

リー ト遺横伎橋をはじめ、銭筋コンクリ ー ト遣浮桟橋. 同縦桟橋等を設置して門胎費動機

胎等の蛮着に備へ、更に築地川に泊ひ. 魚類及青果用の専用荷揚場各数十閣を設けて 、荷

揚の使を計って居る。

この本場のみに於て . 1 日 900 噸の; 魚類と 、420 噸の説莱及青果し 1，200 箱の卵と 200

'?fUの食鳥とを苓吐すると言ふから、東京市民の食慾も亦偉大なりと 言ふぺしである。

築地川昨に座し、遁にお蓋壌を遠望 しながら茶菓の饗悠に興り 、車を連ね て中央市場よ

りは目鼻先の . 築地本願寺建築場に着 〈。

5. 築 地 本 願 寺

築 地 本願寺は 、 元和 Ｗ 年准如 ｬ 上 人 が演 ｭ ｪＢ に演 ｉ ｉｉｔ 御坊 を建 立 し に のに始まるが Ｎ 繭 ｾ 300 

年聞に 7 回の炎上に遭ひ . 大正 12年の大震火災をカ11へ る し 前 後 8 回の火災を受けに こと

になるわりである。

従来のものは純和風寺院建築で

あったが J 、現在再建中で殆んど完

成に近ついて居るも のは、外観印

度俳数式の鎖骨館筋 コンクリート

i査の大連築である 。設計は伊東工

感博士、博士自ら現寸圃にまで千

を下されに得難し、建築である 。 築 地 本 願 寺=

内部は普通の和様寺院建築風に仕上げられ、殊に本堂は造作の大部分を木造とし. ロイ

ロ仕上の内陣を正面に 、高い折上げ格天井である。

本堂のほかに 、説教所、舎議室 、控室 、議場、事務所、讃書室、日曜製校及宿泊室等、

間取設備共至れり壷せりである。屋上の左右に鼓棋 と鐘棲とが聾え . 入合の鐘もスヰツチ

1 つで 、電気仕掛で撞かうと言ふのfごから凡そ近代的である。

E 面玄関前で一同記念撮影をなし、伊東博士の御講演を聞き 、添し〈この古くして新 し

い本願寺建築の前にお叩頭 して車に乗 る。

筆者は車中墜舎の松井氏 と協合側では訟室 、池問 、波江の各氏と同乗。目新しい場所や

慶っ た建築等を通過する停に 、松井氏のユ ーモ ア じ 波 江 氏 の 思 出 話 し 松 室 . 他国岡氏

3 5
1  



の理論とで車中極めて賑かである。

車はプログラムに従って、住友、三菱、東桝l等の倉庫を眺めて鎖'月十i' l t 浩美のノk 代橋を渡

り、清澄庭園に着< 0  

6.  清 j宣 庭 園

元来岩崎家深川別邸の庭であり、大正13年に岩崎家より東京市に寄附しにものであるが

巨1.l1J整理の然、現在のものは商積約 14，700 坪 . 寄附され? こ商積の約七元の庭園の康さの

約 士に相賞する 。

ありし日のこの庭園は規模宏大、樹木泉水披汀橋梁の按排配置等自然の景趣を備へ、 11両

好雨奇尊l爽夕佳、人をして花佃去る能はぎらしむるものがあっ fこと 言 はれる 。殊に庭石は

三菱汽舶を利用して会園より蒐集せる 脊骸珍石全惜集 もな〈排列し 、石の蚊の豊富な ると

形の脊な る おｾに於て 、 恐ら〈他に比類がないと隅せ ら れる。

てさ士主 主± : コ可主主 宅援護轡議

ｾ ｾＢ， ・ ι  、i 記・'-"'_ 、 モヨ己 ｈ す 、 ＮＮＮｾＮＮ［兎渇 『 副 ‘ ｾ Ｎ ｾ ＮＺＺ Ｍ ;;: .  、.， 

『九二積雪E F吋 料 》 持r 一 三'

ヴ態4 3」 一一プ二三喜一 一士三子」

、〈ご注、

._邑 喝 E罵与目

プ. Ｎ ｾＭ Ｚ当哉索 ｆｨ ｺ＿込込ふぶ 白二γで

f消'11荷!骨t澄担此佐主告- 百劇d 担嵯主闘 ｆ街 Ｑ百 ｈ 目附 ｬ悶耳の Ｗ日 Ｚ可ｾ Ｎ -寸1-:山 よ り大 jF.士詑念官館i白? を=望E みた る もの

惜しし、かな 、大正12年の' 点災に圏内の諸建築物をはじめ . 老樹佳木は殆んど焼失 し? こが

ヨドに岩石を主調としTここの閣の布置結構は . 大政な〈残存し? こ るに依 L 岩崎家は比較的

破損の少な い東宇都を公園 として市に寄附したも のである。

慾{ f 言へば . '( 也7.Kあるも老樹E 木の影を映す・るものなきを惜 IJ ものであるが 、池水の妙

と、岩石の種類の多きと、その排列の脊なるとのみを以てしでも、優に者1I 下の名l刻と言ふ

こと が出来るで あら う。

庭園の 一部は児童遊戯場と して開放せられて居る。

清澄公園 より 清洲橋を渡り 、新太橋を右に見て. 雨園橋より同愛病院の大建築を横に 、

横綱公闘は震災記念堂に詣でる。

7.  震災記念堂及復興記念舘

58，000 人を焼死せしめに陸軍被服版跡は、東京市に買牧せられて林泉式日本庭園の美し

い横綱公園となり、敷地 の 何 庭に も 震災営日の隆悦 ｦ こる有機の痕跡 ｴｾＧＱ こ 認められ ない ｯ 1ご

が、 それに代って震災記念堂と復興記念館とは、その整備されに公園内にあって 、 まぎま
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ｾＧ＠ e.宮;時の記憶をQ 1 らせる幾多の

材料に j劫ちて! 万る。

記念喧:の控訴とは 、最初| 品! 築を懸

賞にて公募しにのであるが . 7;;選

闘 主 主力Ｚ防風で あ っ Ｑｾ 然 、更めてｻｪｉ

* 博士 の手で庁! 撃 を".) '，:て tti し7こも

ので. 現作のものは工費 i O/.T.; !li l. 

純日本風 の市:J )，¥: で ある。 榊 ii !ーは鎖

骨銀筋コンク リー ト也 、企 部は棟

高119尺、面積約 300 坪 の大問問 を

な し 、 ｙ 商 の奥は祭壇として ｉ ｾ ｲ 木

迭 に金色の基受信fi {e施しに妓殿を設り . その中に大震災証1難死者の挺f立が納めら れで あ る。

;塔部は高さ 135 )ミ. その地階は納'円・伐 となり 、260 1fi，j の納' 百・箱が安置せら れて居 る。

大関間壁上部に掲げ ち れ ＱＺ 出 火災の総識は 、 生 ｪ 斤を こ の堂 ｾ ｲ と して持げ ると 言 ふ 白 需の

老人の説明と共に 、飴りにも深刻に首時のj伏況を認し出 し、通り過ぐる放人の心 をす ら傷

ま しむるも のを 、 まして や、首 日'11' 肉の行方を見失ひしもの 、誰 か この堂 に詣でて新 なる

渓なからさ' らむ。銑彼岸などは言ふ に及ぱ守、卒素きへ香悼の絶える こと なき 、亦宜なり

と言 ふ ベ しである よ

復 興 記 念 付

小倉右- Rrli圭ると ころの出災遁

事!I 児童の群像に J設を熱 〈し. 続い

て復 興 記。企舘に 入る 。

大民火災の被害を記念 する物品

やそのj状況を後 世に体ふべき絢茜

潟員、統計立立に守ii' 者11復興事業の資

料 等 堂 に満ち 、災 害に封する強備

会11識 の 養 成 し そ れ に 謝 す る不 断

の莞悟 とを漏聾 するに役立 つ こ と

大なるも のが ある。

8， 隅田川に沿ひ 、隅田公園を経て東京曾舘まで

震災記念、舘を 出でで より自動車は隅問 川に府ひ . 既 橋、駒形橋、言 問僑を左に見て、隅

回公闘を一巡 し、 今度は 言 問橋を ｩ 止 し浅草より ｦＺＺ ｬｊｬｽ騨前を経て 、 建築ｾｾ合主催懇親合場

なる東京舎舘に向ふ。

隅町川に架けられに各橋梁は 、何れも機遣に何等の紛飾ち 如lへないで而も何れ劣らす' II
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間 FIJ 公 開 ア ド 而 陪l

大なる荷重を支へるもののみの持つ' 円・格美を充分に殻揮して居る。

形態は何れも師に建築雑誌其他に掲載されて周知のものであるから 、弦 iこは次の如き表

を掲げて説明を省略する。

橋 名 、 | 型 式 | 橋 長 | 胴 員

I  Ｑ Ｓｾ 間銀銭桁橋 I  m 

相 生 橋 | |  

|  大橋 7 径問小橋 5 徳 間 191. 79 

m 

2 2 0  

I  3  ｾ 問 ｼ
永 代 椅 | |  185. 17 |  2 2 0  

| 鋭叙 肋 繋 供 橋 Ｎ ｾｾＮ Ｂ＠ I  

前 洲 橋 I ｾ密問 |  尚 73 I  22. 0 

l 鋼 吊 橋 |  

1  3 径 悶 1 竹 A

下 路 鋼 傍 橋 I  ＮＮｾ・
16.45  新 大 橋

商 闘 将5 3 径間 I  164. 5 24. 0 

鋼 鍍 桁 橋 I  ＧｖｾＮｾ＠ I  

4 容! 問 k 路 I I  

敵 前 橋 I 2 鉄 鋼銀肋扶 橋 173.17 I  22. 0 

|  無絞機筋混昔話土肋付 |  

I  :3 jls. 問 1 l C ' 1 ，)  

厩 橋 | 銅 叙 繋 扶 橋 I  152 2  22. 0 

み I 3 径 問 I  1  A O  "..， I  
駒 形 橋 i -::.. ＧＩ［ｴ ｾｾｨ ｃＺ ＢＢＢ ＢＢ，＠ I  149.62 I  22. 0 

問! こ鉄鋼銀扶 :需 1  ， ｾ Ｏ Ｎ ｖｾ＠ 1  

I  3 律 問 1 ，m" "  I  

吾 妻 橋 | l 路二鉄鋼鋭肋挟 橋 I  150∞ 1  20.0  

l- 一 一 一'- 3
1

励
| 一一一一

宮 間 続 I :'1_路銅鉱連絞桁橋 233. 66 1  22. 0 

工 費

回l

1，437.081  

2，84I. 921 

3，027. (∞ 

575.337 

864.400 

1，718.723 

1，134. 3% 

1，815. 290 

1，つ29. 700

2，3 16. 711 

着手年月

竣 工年月

大正 l 戸. 4  

昭 和 2. 9

大i E 13 1  

同 15. 12

大.i E I 4. 3  

昭和 3. 3

明治45. 7  

Pjg 平日 5. 2 

同 7. 5  

大正 13. 9

昭 和 2.1 1

大 正 15. 9  

昭和 人 9

大正 13. 7  

昭 和 2. 6

昭 利 4. O  

ｾ， ｊ＠ 6. 6  

大工E14. 5

Pll 平日 3 . 2  

隅田公園は干持者:1¥復興事業に依るる大公間中最大のも ので、隅田川をさし掛み南岸相劃す

る水の公園である。

本所側は、南は源森JII より北は帝大艇長Hに至る向島墨堤 1，127 米であり 、捜草側は吾妻

橋西詰より今戸小早校まで 1，309 米の部分であるが、隅田川埋立地と奮徳川正1¥湖、とが綿商

積の大部分を占め 、芝生林泉の日本風庭閣として、東部東京に関寂な別天地を作って居る。

本所側の一部には完全な児童遊闘が設げられ 、砂場、滑事、ブランコ 、 シーソー、水平

階梯其他あらゆる児童の遊戯道具が設備されて居る。

卒生は自動車乗入を絶割に禁じである部分であるが、特に市の許可ありて、美しい公園

の並木通告? 車を誌ベて湿り抜げる。
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帝大の構内は、 各製部 、講堂 、闘書館、研究所、病院等大部分の建築が殆ん ど析し〈建

ち代って肘る のに. 1古I何と な くク ラシ カJ L 1t . 香気が高 し 詩 と真理へと甘い憧れを誘 ふの

は. あの習す蒼と茂った公孫樹の精の しわさ' であろう t)' 。

エコライ堂から 日は暮れかかれ薄明の頃東京合儲に走〈。

東京舎儲の建築・望台 主 催 懇親舎のｾ犬訓に就いては 、別に 合報にも出るこ と であるし 、各

代表者のテ ープル ・ス ピー チは、連記録カ; 4': 披に禍放 される告: で あるか ら誌には省附する

が、日佐協舎側の一員 として非常に羨 し〈思ひ、且感謝に耐えなかっ にことは. 接合側の 中

博付士を初め 、 在 京建築界の諸大先輩主主のお姿を 、御 多忙 ι ｉｾ にも係らす 、 一 人 銭らすその

席に 見出し得 fこと言ふこ とで あ れ 建 築 協 舎 主催の下に大阪に於て同機の合合が/ ) 目かれ 1:

場合を想像して 、いささか寂塞の感なきを 得なかっ 1: 次第である。

9  暑園議曾議事堂建築場と建築資料協曾陳列場

明〈れば10 月16 目、"'1" 夜放に掻き捨てに恥の名残 も物かは、午前 9 時には何れも首相官

邸前に集合、管締官財局穴熊博士の御案内にて、帝閣議舎議事堂建築壌を見る。

外装成った新議事堂の 、永田 IIlr 1 i 上説然として鋒ゆ る偉容が先づ我等の胸を打つ。

組Ｎ工費 ｾＸ ， ｏｏｏ ， ｏｏｏ 国 ＱＮ 建築延坪 ＱＵ ， Ｗ Ｘ Ｐ 坪 、 中 央 ｊ 苓の高 さ引 Ｖ 尺 、 大正 Ｘ 年に懸賞首選凶

築が決定せられてより. 年

ｾ経ること ＱＷ 年 の 昭和 ｉｉ 年

に漸〈 完成する と言ふのTご

から、我固に於げる建築工

事としては恐ら〈昼前にし

て. 先づ嘗分は後至者なさ

程大規模のものであろう。

外装は全部紅長石の相首

に多い花尚岩見11. 外扱fごり

に一山潰し? こ そうであるか

ら大 しにも のである。

英園の或女流建築家が建

築場を訪れ . 全ての黙に於

て世界ーの議事堂なりと隅

しにのも、あな がち: t ，- 世首f

li かりでもなかろうではな

し、カ》。

-"  

令 _ i1fIl! t  

タ凶，) fl ヨ

櫨轟轟幽瞳1
議 院 建 築 本 館 前 景

L 内部は御座所、賞家嗣議 衆 議 院 議 場 内 郎
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場 議長 及副 議長 室 、 各議員控室 、委員舎 室等 はｊＡ ｾ ｾ明日持具繊説に至るまで銃に完成し 、 見

穆の営時は庚問 、廊下、階段室等通路の仕上が完成間際であった。

議長市は 勿論 、議員 j市の座 り心地の よきことよ、 成 り度がる の も郷、頭1ーから ねことと思ふ。

御座所の各音11の漆塗に 感心し、 議場の木彫に矯き 、中央ー大成間床の大理石モサー ィツク 1こ

感嘆し、更に地階の大風洞の大きに吃騰して. I I 時前議 院建築場ーを退去。

11時30分建築舎館に到着. 建築資料ー協合陳列場を見る。恰も建築協舎に於ても材料陳列

室開設の計警める際 とて、陳 列の賞妖を7見 、資料協舎営事者の説明を聞 いにことは、 参考

として大に役立つ所が多かつに 。

疋午資料協合主催の午餐舎あり、赦談 l 時の後解散コぞれより午後 6 時熱海に於げる秋

季犬舎の宴会まで、各人各様の所用を* しにことであろう。

僅かに 1 日年の見穆であ っ? こが 、復興の完成しにる東京市の主要な る建築物は勿論 、橋

梁. 公岡、道路其他の施設に至るまで 、完全に我等の脳裡に印象し得? こことを喜 び. 建築

拶r 舎に於て選持されに行程 bヘ如何によ〈練れにものであり、委員各位の御楽内が、如何

に懇切をあｾめ ＱＺ ものであっ＿こかを思って、 主 主に更めて感謝の意を表 する弐 Ｒ ｊｅ で あ る 。

10. 結 末

熱海に於げる打寛い1.: :ff 舎と 、 その翠日の伊東方 l爵及箱筏方面の 行遊とは、 それ こそ今

l両! の東部見ヰ1放行の結ぶを飾る花であったであろうが、 筆 者所l Ti の潟 . 不幸にして参加1/:1:1

糸な かっ fこ痛 に、こ の所報告を崩し得ないことは此上もな〈浅念であるが 、「言はぬが花」

の俗諺はこうしに場合に最も油切に首て彼るかも知れないことを思ひ . 来者11に於げる 堅苦

しい建築i ' f l . 仰の報告のみを以てこの放行記を終る コ 一一 1933・12・10 ー

・ 4O'  

束 示 所 見

有 聞 の 急 : 行 列 車 に 乗 り に り り

l隠さに' 品 ー1: を 眺 め て 肌 寒 し

忠 魂 の l!i l! l .詳 し り り 今 朝 の 以

秋 晴 の 遊 就 舘 ぞ 見 1: り け り

1f，111 f ii の花! J . ! . f' の 中 の 土! 1 < かな

市111 花やフ・ - } し静かに I火深 し

'I! f 球 試 合 安 曇 り うk 1こりげ 1)

運 動 場 芝 蔚 A と 末 枯 る 、

青 年 合 舘 の 女 遊 べ る 花 町 ・ か な

復 興 せ し 市 場 の 屋 根 や 秋 の 海

秋 宰 に 霊 祭 ゆ る 屋 根 や 本 願 寺

同 部 額 水

7i! i  i澄 園 千 種 の 石 や 露 の 秩

荷重主に ノト菊と紘 呑似; へけり

iJJ 災の遺品7 / l . し や 幕 の 秋

ｆＧｾ 光に附 川 大橋渡りげ Ｑ Ｉ

復 興 の 附 fH 川 淳 肝 来J I吹 く

東 大 の 校 舎 一 面 錦 蔦

秋 の 夜 に 遠 近 の 同 志 集 り ぬ

議 院 塔 で 秋 め 〈あ ?こ り眺 めけり

富 士 見 ゆ る 議 院 の 屋 根 や 秋 の 雨

建 材 の 陳 列 見 ? こ り 秋 日 和

東 京 の 見 皐 格 へ て 秋 涼 し



外 観

名 古 屋 市 役 所

本市際舎は今上陛下登板大典記念事業の ー である、日本趣味を基調と し

た機式で特に高塔は遥かに名古屋城本 j L の金紋け目童話して新しい名古島

を表象して ゐる。

敷 地 20. 757 平方米 、建 築 而 絞 4，496 平方米、延坪 24，404 卒方米

建築費 2，6∞，∞コ岡、起工昭和 6 年 11 月8 目、竣工昭和 8 年 9 月 6 日

銭骨鍛筋浪凝土造、軒高パラベットヒ端 23. 60 米 、 塔 原 尖 端 53. 50米

外 装 は 地 階 床 か ら2 階窓下まで四図j J f ヒシヤ石張、上部 5 階窓下までチ

ヨコレート色筋入 9 イル張、 5 階笠 l士ク リー ム色 9 イル張、蛇腹事干飾テ

ラ カ ツ タ 張

設計は名古摩市土木部建築課、施工は 大 倉土木株式曾針ーである。

烏 敵 軍 軍 JI
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議 事

正而 に議 長席、 i寅獲を 、中央に 主l!記

席 を設け之れを中 心 に; 議席 を阿形に

配列 し、を長の左右 lて廊下を取り l 階

は傍聴席 、特 別 傍 聴 席 、新開記者席

を設けである、 {J: I二は議場床 コルク

板敷の ｊ てに紋降を敷告 、 ｾ ｲ こは 布地 ｬ

を* ったり 、コ ルク1火付ペン キ主主と

して 音響の効果を昔| る、天井は椅 天

井として鏡板にはカ Y パス援として

模 様 を 描いである 。

1 4 2  

恒 正 隠

床寄木際 、 腰 Ｏ え御反影 米 Ｎｪ ｾｽ点官縁等

大 王 ｉｾ 石張 、 壁コ ノ ι ク吹イナ ベ ｹ キ塗 、

火升 はi怖:1UI ーとして鏡板には級模様

の ， ＡＩ￭地を張 り、木 ＱＺＱ Ｑ はシ ヤムｾチー

ク材 を 使 trJ してあ る。

長 室

床寄木張 の上 に椴油を敷〈 、壁は コ

ノI :7 I火付け ペ y キ塗 り、 天井は 7 ・ラ

ス {;l - ]土アサ ノコート設である。

名 古 屋 市 役 所



地 下 険
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費's 4 階

第 2 階

L  

第 l 階

1 4 4  

第 7 隣

第 3 階

ーぜ .・

吃 A .. '1. 

《也 ‘ ' “ a )

地 下 階

‘，.. . ...  

函

大 阪 三 井 ビ ル ヂ ン タ



外 叡

大 阪 三 井 ビ ル ヂ ン グ

大阪三井ピルは 三三井銀行大阪支底新築の矯め ニ井物産合月t上:支庖 J主

他闘係合最上 a:: 4文容するための建物で、 その工程の関係上 10ヶ月間

に工事を完結せしめたもので無駄な装飾の無い極めて能率本位の

純粋な事務所建築である 。所在は大阪市北底中ノ島 3 丁目 5 番地

獄地面積 ＷＷＸ 坪 、 建主ｦＳ ＳＰ 坪 、 総延坪 Ｒ ， Ｕ ＹＴ 坪、構造 ｬ 滋骨 ｬ 滋 ｪ めｩｊｾ

凝土造、地下 1 階地上 7 階建. 附腐屋織筋混凝土治地下 l 階地 ヒ

2 階建、総掲杭打地形、外援根石花肉石貼、外盛大部分富図石貼

内部主と して 7・7 7. t J - 主主仕上、一部特殊室はチーク膝初日

4 5  I  



， 4 6  

e・1 階 ホ ー ル

ホ ー ノ ｾ a邑りの腹 は大理石張 、床トラ

パ ー チ Y 張 、!笠k H. 7・ラ ス ター塗。

F 闘の事務主主 と共に術紫 IYJ 快 な事務

ヌド伎の法方 が よ〈見える 。

S 事 務 室

大 阪 三 井 ビ ル ヂ ン タ



タ十 割 合

夜 景 $

阪 神 神 戸 結 果 占 ビ ル ヂ ン グ

阪神電気銭 遁株式曾社

神戸終裏面ビ J l . . ヂンゲ

般 に 竣 功 せ ん と する 阪 市1
1凶

遣 と築港大道路との交叉里，)

宵 際 前l炭 場 は 将 来 海 路 交

泌 機 闘 の 中 心貼 又 将 来大 紳

戸市 前l業 の rl' 心、l!l l) 止して 運

命千l け られた陛 ζ の 角に

二ｾ ｾ ' :可凝 と相 到 して 新 築 せ る

|以前II'i tL¥滋市lfi 戸終鮎ピノL デイ

ングはとの地勢に i症i悠 し た

る外容を干f せ し め 父 将 来 大

ｉ ｦ ｈ ｾ 定地 ＺＺｮ 現 の パ イ オ ユ ヤ ー

として尤も- 9
1
. < 其希望に 建

L  iリペき内谷設備共に完備

J  '_ る百貨lt; を経管すること

と せ る を 以 て 停 車 場 と し て

V) )/ I 般 と 百 貨応と しての後

三己主総ねたるタト谷を似たし

めること に背 心 してゐる 。

4 7  1  



停留場玄関より見上げる 曾

百 貨 庖 玄 関 邑 炉

' 48 

所 ｊ 仁利 ｉ 戸 市立合 ｉ ， ｜ｾ， Ｉ、 野柄泊ワ Ｘ ｔ

目23番地

lE土地士F数 382 .484上F

述士ド毅 328. 066上l'

延 均三 主主 3，784. 346主1;

( 内 停 留場 {史 川 920.6 上n

l l i : 築段式 近|立復 興 式

m: 築物俳必 鍛 '1' ;'0まX) j)jIJI: 1続二".:&!:

F持 数 地 下 3 階 、 地¥" 7  ｾ持

高 さ 純正;j 121. e5 尺

軒 町 ｬｏｏＮ ｾ Ｕ K  

建 築工粍 昭和 7 年 9 月 l 日似切工白h闘

始 、 1，;) 12月3 0日基礎 1ft 縦土打開始 、昭

和 8 年 1 月15 日滋 廿往方 開始、 1，;) 3 月

30 日必骨建方完了 、 fo;) 7 月 IC日i 1l 鋭土

十7先了 、 fo;) 9 月三O日竣 工

従 業 延 人 口 55，850 人

;党 首1. 久野市建築事務 JYi

施 工 株 式 合 枇 ノミ林組

f:'Ij 品il 任!安

i広 礎滋 筋 浪 凝| 二連続地形 、主 強 権 訟 は

柱 、 i¥t:也 、 床 、 展 娘 停の 主 要 材 は 鍛 骨

ｾ ｴ ＱＧ 即 ｮｾＡ 土 に て 被波納 ｩｪ ｉｩｬす 。

外袋 jl 三国 /え(I[IJilii は l 隣 :{E尚 石 版 、 2

P待以 上テ ラ カ ツ P 張、背iui は I ｾ狩人 必

石洗出し 、 Ｒ 附 ｊｾＮ 1 テ テ カ ツ ? iII: /I J ? 

イノ，ｾｒ 。

内:袋 停 留場 の 地 下 2 併 は 床 、 アス フ

ア ル ト プ ロ ッ ク JIt. ? イル 政 、 巾 木 テラ

ゾー腹タ イノι 、 1壁、k n、 ア スベ ス ト

モル ?l ' "  t在、地 下 l 併 は 床 アス フ アル

トプ ロック ムタ イル E臣、 rlJ 木、 大 班 石

阪 神 静 戸 繕 勤 ビ ル チ ン 'i



及 タイル、腰 Ijt イル 及 トラパ ーチ y 、

壁 、 天井、アス ペス トモルタ 凡塗、

l 階 は床トラパーチ γ 、 巾木 、壁 、大

fls 石、沢井プ ラスター石膏彫刻付と し

百貨! 苫の地下 2 階及中 2 階は床 、 rll 木

モノ" Ijt '" 、壁 、天井アスベストモノι 9

ノL 塗 、地下 l 隣 は床タイル 、腰 F イノL 、

盤 、 天井 、ア スペストモノι F ル 塗、

Ｑ 併は床トラパ ーチ ｾ Ｎ rll 木、 壁 、大

ｾ石 、 天井プラ ス ｉｪｴＭ 塗 、 Ｒ 階よＡｊ 6  

階 は床 アロー リングプ ロッ ク、 rll 木、

木袋 、盤 、 / 三井プラス Ijt Ｍ ｾ在 、 Ｗ 階は

床フローリ ング プロッ夕 、腹 、巾木、

木 梨 、 壁ラアウ オー，ｾ 塗 、 天井 、 アノ ｌ

テックス 張と す、伶各階共昇降機前は

jfu-F  2 険、テ ヲゾ ー、 地 下 l 併 トラパ

ーチ ｹ 、 ｬ 併より Ｗ 階まで大理石ｾ と

す。

主 要階段の腰及蹴込 は大理石、トラパ

ーチ y 、大J ; ' I [ 石混用タイ パ張 、路 面 は

ゴ ム F イノL 、 トラパー チ y 、 タイル援

とし 、停留場募用階段には足元照明装

置を 附す。

建 具 主要出入口は 鍛製其他 は木製と

し l 階要所はプロ y ヂ y グ仕ヒ げ 、陳

列 所主要 肉入口及各要所には |防火 シャ

ツF ーを 設備し窓、は外廻り総て枠共鍬

製 防火 1- 必要部分に 111め火シャツタ ー

を設備すの

阪 神 紳 戸 終 結 ビ ル ヂ ン ク '

曾 停 留 所 玄 関

個 7  ｾ皆 昇降繍前飾
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曾 4 階 貰 場

1 階 昇 降 機 前 飾 時

思 停 留 場 大 康 問

J  5 0  

神 戸 停 留 場

省、総 Ｍ Ｇｆ ［ｬ｜ｾ 前ｼ 鋭利 ＱＱ 司 法下にあ

る 地 下 の 絡 貼 停 留 場 に し てf淡

路 は 3 紋 と し 共 作 線 路 の 南 側

に 令 長 12 0 米 の 衆 降 坊 が ある

ヨ兵隊』あの東対li は 大 民 間 に し て

こ こ に 改 札 口 が あ り と と か ら

I  、 ＱＧＢ Ｒ 段 の 併前 ｾｉｏ 米の油路

で rri に 1i" J ひ 絡 砧 で ピ ル デ / /

グ θ ドに歪り階段ｾ ｊＺ ｉ ＺＺＺ 昇降機

で i也君主に 出る ζ とが tu*る、

1M U没の j也 1'" 1 併 に は 省 線 二t

ｩ 可ｾ ＼ｦ＼ ｪ ＱＨ［Ｚ に築港大道路 、 西官ｉｩ ｊ に

ZR る 横 断 地 下 道 が 辺 絡 し て ゐ

る 3

阪 神 神 戸 終 結 ビ ル チ' ン グ



第 2

第 I 階

第 l 地 階

阪 紳 神 戸 繕 黒 占 じ J レ ヂ シ グ 51 



ス の 幼 稚 園

_ . . . 回 問胸 ぷ . .  I 腸
品 i . :';' ー ー

、ムE

，、・ 司 F 町 三

外 観

1 階 平 面 圃

山

川
山
山

山

川

ω

い
ら
山

山

凶

2 階 平 面 園
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スイスの幼稚園

との幼稚闘の建 て られた

場所は市中の 人口 調 密 な 部

分であるから 、敷 地 節 約の

震に出来るだけ建物をコム

バク トにし運動場を股( 取

る様に計笠されて居る 。

8 筒 の 教 室 に 遊 戯 室、食

堂 、主主案等が連続して l つ

の建物中に取られて居る 。

附近ま哩以内の児童がと

の幼稚闘に集って来る c

教室は断而凶に見られる

如1 < 、大きな2宮、と天窓とを

持って居るから 、終 日日照{

を受け非常に明るい。ヲミ窓

は同 時 に換気の目 的にも使

用される 。

各教集からは繭引き の附

子 戸 を 聞 い て 直 に 運動場に

!H られ る様 lくな っ て居る 。

敬三長の一方の墜には遊戯

j )  道具を入れる抽出や戸 側l

が取附けられ、 反 封 ffl1lの 践

には黒板を 1反附け色々な留

がfl ，'i り附けられて居る 。

床の撚潤をJ f / j ＼ ・ 長 ｾｙ［ＺＺｾ 罰百

11: i 1の如I < 、地 面 と床と の Hn

に rCT_ ヤ、 スイ イス」を設

けである 。

各 教2争: 共道路から廊下を

終て直に出入出来る様にな

って居る 。と れに依って闘

児の来関及将' 七の際の混雑

が 救はれて居る 。

各教［Ｚｦ［ｾ主容見 ｷ の 毅 は 何

れ も 35 乃 至 4つ人で、教 室

2 つ に就き 1 箇j升づっ別々

に女の子l 立男の子の使lfr が

設けられてある 。

控室と遊戯室との rmの間

千1:勾j は木の枠に透明 14'j 子 入

で. 保妹 が片方の部屋か ら

1-分 見i寄る様にしてある。

大集合算は 2 階に] 反 られ

250 71;至 :':00 の席があり、

お話の時や関見{ t l W. 71( 集 る

時 宇 又 は 闘.51' .の租i 々な作業

の時などに使用される 。

2 階大集 合 室 に l跨って、

火玄闘の上部に守衛の住居

が設けられてある 。 それは

略 し い 運 動 揚{IIIJ には窓がな

〈、; 血路よ り各教室への出

入 口は十分見沼しがきく様

になって居る 。

骨組は鍛筋「 コ './!I 9 ー

刊 誌 、壁 、床f f i _ 足根は何

れ も 保t昆の震に 「ホ ロ{ タ

イル J が貼 られて居る o 仕

lては 段2土天井は [ プラス タ

ー・4 γ キ」塗 、床は「 リ

ノリウ ムj である 。

( Arじbitect ural l?υ rUlll Ｇ ｉｾｴ＠

より新名滴夫〕

1.1.、詩S I.! IU、! S

断 面 園

円

、J

遊戯室より硝子の間仕切を隔て L 宣堂を望1
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2. ロス7 ンゼルス住居地域の消防屯所

消 防 屯 所 に ま で カ リ フ オ ル = ャ j乱の様

式が使用されて居る 。

外観は普遜煉瓦; 績 の 上「テ ラ コ ツタ」仕

ｊ 、 屋 根は グ ラナダ ｙ 己 主華告 、 ｾ及窓障

子 は木製であ る。

( Archi tectural  For um誌よ 明書罪名鐙夫〉

外 観

各階平面圃
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裁判所の機

能 系 統 園

156 ( OUNT Y ζ l ERK 

( r < . MI N AL  I  I  I 仁 t V I L

( ou.n  I  I  I  C O U R T  

ラムセ4 地方裁判所

一般の裁判所と同様

に民事部と刑事部との

2 つに別れて居るが.

別に少年裁判所が設け

られて居る。少年の裁

判を大人と分離して行

ふと言ふことは、最近

各国共に大に行はれて

居る傾向 である 。

( Archi t ecturaI  Revi ew 

言f. よ P 新 名額夫〉

観
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バイミオ( フインラン f ) の結核療養所

建 築 家 ア ル ト

A:  南 南東に面 した二床 病室 と良南に碕[ した 日光

浴室

B:  反南 に面 L 、密 局、診 察 室、大 食 堂. 問書実

病 人 の讃書室、及び作 業家 を合すr

C:  洗濯場、物置、料理場其他. ). えび 卜.慨に ポ 護

締 の ホ テ 舟

D: 動 力室 、 その石炭 fl t:は トY ネ ノL によ って鍛誼

に主E絡して居る

E:  駿員及其家族 の ための住 宅 森

F:  使用人及其家族 のための 住 宅群

G: 草 原

3 陪 2 階 1階平面園

- 一 一 - 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一一 一 一 「一 一

isanat ori !J mj  pa'l ml o/  al var " aal tcFar小 It. -:'-'，.' '1" '  - ｾ Ｎ ｩ＠

h

し

伴

山

仁

ι

，_/  

.  ， 

や酔

10  0  ＱＨＩ叩 ｾ ＢＧ Ｑ＿吃‘ ー ， ｟ .  -' ｾ ｍ ｈｒ ｦＮＮｓ＠

3 階. 平面園

B:  1一一食堂上部

2 一一 読書室及香川f

3一一映篤室

4 ーー看護婦の食堂及

娯楽室

2 階. 卒面園

B : ' 1一一食 堂

2一一 テラス

3一一娯楽室

4一一 給仕室

C :  5  ｾ ｊｪ庁及冷 毅郎 、

更 衣室其 他

6 ー 職員食堂

7一一勝手方

1 階. 卒面国

企 1一一看護 締釜

2 ーー病 室

3ーーガ ラス 墜の 日光

室

4一一洗 ひ及泊、議室

5一一洗濯集

配 景 圃

6 一一日各夜 分析室 ( 2

階 消議 室 主 ロフ

トで連絡す〉

7- ー便所、ピデー 、足

浴等〉

8ー ー重症者続臥主主

9 一一入ロ ホ ール

10 一一靴底換室

B : " ー ー門番、普IH疋局 、

無 線電 信、健 話

交換室 等

12一一 患者待合室

13一一事務及診察室

14一一密 局

ＱＵ 一 一レ ｙ ト ゲ ｹｾ

16 一 手術室

17一一治療室

18 一 研究室 、歯 科密

室 及びｾ局

C :  19一一勝手入口

20 . 食料品分類焦

21 一一 冷厳/ll' (

22ーー パン銭室

D:  23一一動力主

ＲＴ 一 一 機 腕 ｾｩ

25一ー石炭車肘 トンネ

ノι

26一一 シャ ワー

( Architectural  Review 君主よ り本多IE遺〉
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大 阪 市 下 水 庭 理 事 業 に 就 い て

緒 一-=  

大阪市水道部長
島 崎 孝 彦

近代文明の進歩は著し〈人口の都市集中を加し仁、殊に大都市の鼓! 長と膨11長とは I鴇〈 の

外はなし、。斯かる 都市の穫展 に順雁す ベ 〈幾多の重要地設を必要とするに五つにが、就ヰI

我園都市民の生前上最も重要なるもの〉ーにして、而かも肱米諸都市に比して設も遅れて

ゐるのは、下水道の施設である。

都市の如き特集生活ーを営む結果 として営然虞理せなげればならぬ ものは汚物である が .

汚物は大別して三種 とする、即ち同形の汚物と瓦斯} 伏の汚物と流動性の汚物が之である。

固形の汚物とは盛唆其他聞形のものであり. 瓦斯i!k汚物は煤煙1 有臭瓦斯のやうなもので

あり、最後の流動性汚物は所謂下水と栴すべきものである。

下水とは家事下水は勿論浴場お水 、尿尿、工場際水及雨水等の全部{ e 包含するもので、

都市の生活に最も不快の感喜子輿〈我等の健康: { e 脅威する危険性を有するものであるから、

之を速かに家康外に排除し過賞に鹿理して之を無等化するに非れば、到底都市をして衛生

上安全な場所たらしむることは出来ないのである。

下水道の歴史 下水道の事業は昔より行はれにもので， } L  そ人類の生存せる虎には仮令

夫れが原始的にしても、汚水及雨水の排除設備として必す・存在したものである、彼の古代

都市の代表的たる伊太利「ボンベイ」を見ても其の焼り跡に石積の暗渠 ( Condui t ) を鷲

見するのみならする. 上水道及道路を備へて居ったことカ神j る。下水道の歴史は極めて古〈

「パビロン」、「アツシリヤJ 1 " アレキサンドリア」、「ヱルサレム J 1 " カルタゴ」等にては紀元

前 700 年の営時施設されたと停へられて居る、然し系統的の設備として存在したのは矢張

り羅馬時代になってからである。

彼の「クロアカ， 7 キシマ J ( Cl oaca Ma xi ma)  と構ふる大下水道は紀元前六一六年即

ち我紳武天皇時代「ターギン、ゼ. エ ルダ ーJ ( Targui n the El der) に依って着手せられ

次で同 578 年頃 「ターギン、ゼ、 プラ ウド J ( Targuin the Pro ud) に依り完成されたもの

で、羅馬公月rr Ｈ ｆｯｲｵｭＩ の下全流れて市中を通しＮ最大なるは幅 ＱＴ 尺高さ ＱＲ 尺を有しｾ目

地の石積扶形H昔渠から 成 れ中を株主? 積んTご車が通行し得る ときへ橋へられて居る. 此の

下水渠は今日狛ほ残存して羅馬帝閤興亡の膳史を物語ると共 lこ. 下水道の施設な どに就て

は刷みる ＱＱ Ｑ 廷 の なかっ ＱＺ 所 ｾ ＱｾＱ 暗黒時代を経過しながらも再び復活されて築浩蛍時の目的と同

様に現今市中の下水を「タイパ ーJ Mに排除しつつあるのである、元来羅馬は沼地の如き



不健康な土地であったが. 雑馬情閣の都になし得? このは下水設備の完成が上水工事と相fす

って此の地を健康地になし得Tこが矯である。

経馬帝国の誠亡後中世紀は暗黒時代に入り 、下水事業も他の文化施設と共に閑却されに

が、共の結果13世紀の終より 14 世紀にかけて賦州各地に 「ベス ト」病が娼砿' を極め北者

続出するに至ったので、漸< . 克醒して永い聞の不潔時代から!脱出すべし下水道改良事業

に着手するに至つに。蛍時衛生的施設に闘し最も進歩せる賞蹟を奉げにのは英闘で、就中

{ 命敦は古〈からの大都市fごりに、諸般の施設に先鞭を付け . 下水道の問題に就きても. 工

場駿水の陥みからして、早くから研究を始めたので 、 ｪ ￭ￍｾ敦市の下水道の沿革は即ち鍬州、 ｼに

於げる下水の夫れを代表するも の と言ふも過言でない、今共の桜! 瓶を? 述ぺんに 1666 年の

大火災後健闘1整理に仲ひ共の改良をなしたが、之れが同rtr に於ける下水工事の始めで . 夫

れ以来特に進歩するに至つにのである 、所謂 W ，C ，の張明せられにのは 1810 年に て共の

営時より倫敦に於ては側溝に依って下水を「テームス」何に放流し. 従来の汚水澗 =( Ce邑S

1' 0 0 1  ) に永〈貯蹴する方法割lJ t しにが、其のI}目渠の不潔は堪へ得られない欣態であった 、

1832 年以来毎年「コレラ」病の大流行あり . 同じ市内にでも低淑地で汚水の停滞甚しい地

方に; 患者の多い事貨を踏め得? こので . ー屠之れが改良普及を賞現するに至った 、向ほ之 と

同時に水洗便所の使用流行して、「テ ームス」かI に放流せらるるJ下水量の増加は 、著しく戸1

7Kの汚染度を高むるに歪つにので、 1849 年に調査委員舎を設けて下水道計霊に附する研究

が始められにが約20 ヶ年徐営費して 1874 年に終了し、倫敦市の下流101血の地結にて「テ

ームス」河に放流されることになっ七、 之に依って市内に於げる河7Kの汚染は完れ? こけれ

ども、依然吐口下流部の汚染甚しい矯 1891 年を以て下水庭理の設備を完成すると共に共

の排流汚泥は汚泥舶に放送して遠< 60 哩を距る北海に投裂するの現欣になった。之れと

相前後して英園に於りる犬小諸都市は競ふて下水道施設の完備を期するに至つに のである

調逸では 1848 年「ハンプルグ」に下水道が設りられ叉米国にては 1855 年「 シカゴ」 に

下水問題が起つにが . 之れ等が雨園に於げる最初のもので首時は多< rロンドン」に倣ひ

泌行したが共後巴男( 1857 年以降 1865 年) 、伯林 ( 1878 (，1リ、「ボストン J (  1¥103 ｾ ｉ ＺＮ Ｉ＠

1- =- ユーヨ ー ク」等 を始め諸都市が相衣いで計藍施行し、殊に米閣に於ては其の普及極めて

速〈現今共の施設を有せな い都市は殆ん どないと 云ふ欣況である。

上 越の如〈肱米に於ける下水道は略ぽ 1900 年頃迄に共の普及を見Tこが、現今の如 き進

歩せ る下水底理法に闘する研究費逮は、ぞれ以後即ち最近 20 年間の事である 、殊に現今

下水庭理法の内海化* 共他に於て絶封的植成める促進r'j i}己法は 1913 年英閤「マンチェス

ター」 市の「フアウラー」博士 ( Dr. Fowl er) の研究設表に係り E到来欧米諸都市に於て競

ふて研究賓験を重ねた結果今日の護達を見るに至つにものである、此方法は下水道の歴史

上一新紀元を劃するものと言ふべきである。

我聞は古来農業を以て関本 としに閥係上、 尿尿が農家の重要な肥料に充てられ 、最近迄

6 1  



市 ｩｬｾＮ は相官の代償を得て之を民家に汲取らしめてゐ仁 、 便所の構造は線、 て 溜置式 となり、

伊f7Kに排出する必要なかりしに依札水路の汚染さる ることも外閣に比して呼徴であっ 仁、

此の事は我閣下水道施設の護逮を遅らせにー原因 と見 ること が出来る 、明治の初め に到り

て都市の保健上、下水泊施設の必要漸〈認められる様になり 、東京に於ては明治 10 年の

府下「コレラ」病流行に 、又大阪にては明治 19 年及同 23 年の虎疫に端を設し . 共後仙

輩、名古屋等相次レてー下水道の調査計聾に努むるに至ったが 、蕊に約 50 5f- ｾ経過して倫

ほ今日の J伏態に過ぎないのである。

下水排除の方式 一般に下水と云へば汚水 、雨水、工場駿水及地下水をも包含 しにも の

であるが、下水に依る筈訟は第一に探尿汚IKに依る汚染であるから 、下水排除の方式が初

め探以内7]'( の排除から考へられ、次 に工. 場駿IK、雨水等に及んにのは嘗然で・ある。

汚水排除の方式を迷ｾれば 芸 大の五種類であ る 。

一 、貯溜式 ( Conservancy Syistem)  

二、移動楠式 ( Pail Syst em)  

三 、乾燥式 ( Dry  Sewage Syst em)  

凶、 気廊式 ( Pneumat i c Syst em)  

五 、水運式 Ｈ ｗｾｴ･ｲ＠ Carri age Syst em)  

lI 'f 溜式は尿尿を? 下水に混入せしめないで精神営設り以取に依って )肥料として彪分する 方

法を 云ひ 、 我圏現時の一般家庭の Ｉｉｊ 、 態は始んど此の式 に属して居るが、兎に角尿以ｾ生 の

悩で! l j ! M聞も屋内に It;' 溜する翁l勘伎を来し誠に非衛生極まる原始的のものである。

移動式は前者よりf ' f j k 進歩・して、搬出の使宜 t 屋内貯溜時間金短縮せんがf誌に移動式 iポ

｢ 武村ｉｪ の 考案をなし 、 便所の ＱＡＩ ｾ 下に之を世き、一回又は数日毎に之を収 ｬ 災へ 、 Ａ展 ｬ ポは 他に運

搬肥料に供す るも ので 、付，](まAti 臭ffiiul 等の容を防 lトーする迄に至らない。

乾燥式は拶動揃式の更に改良されたもので . 防臭剤として 、京IH扮せ る乾燥土 、健次 、石炭

次 、等主? 用ひ 、用( 更街: に之宏保り掛v1尿尿を? 吸牧せしむる方法で、其量多〈な れば之を搬

出して 直接肥料に供するか 、叉は乾燥和11扮として塊状とし肥料に版立するのであ る。

気 ｬ 監式は 真空 叉は鹿搾空気 ｦｦ 利用して下水拶 迭をなす特殊の方法で 、此 の式ｾ用ふ るに

は先づ者lli lj ｾ面積 ＲｾＳｲ ヘクタ ー ル」住民約 ＲＰＰＰ 人毎に区制して 、 各区毎に貯溜憎及び

気 Ｑｍ 用汽健室主＿備 へ，餓 管を＿敷設して各戸の便所又は汚 ｉｋ 潟 ｾＭｫ 之に連絡し、監搾杢気

叉は真空の作用 に依り、 尿尿並びに家主: 汚水一 切を先づ貯潤怖に吸! t し、更に是・等 合自然

流下ＳＱＮＮは日 ｾ ｮ 筒力に 依 って中央汚水底分場に ｊ 多迭するのである 、此 式には「 リールナー」 式

( しiernur Sys tem) 、「ショーン」式 ( Shone Syst em) 等がある。「リ ールナ ー」式は民以の

みを除去す る もので 、家庭汚 IK及地下水等は他の下水管に依りて流去せじめ る。此式は機

械装置を多〈要する翁建設費及維持費高〈現在一般的には用ひられて居ない 、然し汚水の

排除は 自然流下に 依らな い 矯め 、 平温な土 地 Ｔ こ 於て も 管ｾ傑 〈埋 設 するの必要がないのは
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其の特徴と す る所である。「ショ ーン」式は民尿家庭汚水を併せて排珠するものである 口之

等は今f古I ほ肱ナ1' 1の都市にて間々用ひられて居るが 、水洗式便所の瑳達に伴ひ . 下水量径々

増加l して、経費を大ならしむる矯 、自然に駿絶されつつある。

Ｗｫ 蓮式は汚 Ｗｫｾ 水にて稀離し 、 下水管渠を遇して自然流下に依り運び去る方法である、

肱米の都市は勿論、我閣にでも近来大都市にては共護達漸〈搬著にして 、「ビルデイング」

其他に使用せられて居る所謂水洗便所 ( Wat er C loset ) は此方式に至る過渡期のものと見

るべきである 口蓋し最も衛生的な理想的便所である 。

水洗便所の護明は今から 120- 130 年前の事であるが 、営時は肱米に於ても上水道未? ご普

及せす¥下水道の如きは恰も我都市の現扶に似て、僅かに不完全な開渠 で'f:n7k及汚水のがし

濯を防いで居? こ程度であっ fこから、 7k洗便所も直接下水管渠に疏通する事が出来す¥折ft J

の発明も、衛生上の真慣は認められながら 、共利用は中 k 困難であった 、共の後前述の如 l

〈虎疫等停染病の流行に促されて、大に下水道の改良が計葺され 、又汚水庭理の方法が識

せら れにので 、上水道の預達と共に此の便所が非常の勢で普及するに 至 り、遂には便所の

事 ｾｗ ， ｃ ， で一般に理解し得ると共に、下水の排除 と 言へば直ちに水洗便所の使用に困る

汚水排除の事であると解する程通俗的なものとなるに到つにのである。

水洗便所は多〈は上部に洗機水槽を設備して一定時間に自動的か叉は用便毎 に 「ハンド

ル」にて人銭的に洗t僚を行ふ のである、 叉水道管より「パルプ」の作用に依り主主7kするも

のもあるが、一回の洗厳に要する水量は使絡の構造に依りて多少相違はあるが、大鴨川

立Ｉ ｾ 至 ＲＲ 立であるから 、 雨使 の 度毎に洗燥するものとし て、 卒均 Ｑ 人 Ｔ 日約 ＳＰｾＴＰ 立

で充分である。

lk蓮式には合流法 ( Combi ned Syst em) と分流法 ( Separat 巴 Syst em) との二型式があ

る、合流法とは汚水雨水を線、て同ーの管渠に依りて排除するものを言ひJ 分流法 U ま之等

を各別の管渠に依り排除するものを 言 ふ 、叉土地の J伏態に依りでは、此雨型式を fj j:J j J する

場合もある、之を併用式 ( Mi x. ed Syst em or Part i al  Separat e  Syst em)  と言ふ。此雨型

式は夫 k 一長一短を有するが 、要するに其の都市のJU、況に依りて定むべきも のであって、

班点、 て之を論守れば、合流法は新に雨水及汚水の排除を行はんとする都市に誼悲し. 分流

法は既に遁蛍な悶7k渠を有する者1¥市に過賞すると 言へやう 、欧米大都市及我図書1¥市の師法

下水道は 、殆んど総てが合流法を採用し、分流法に依るものは甚稀である。

下水虚理方法 下水底理の目的は一つに ylj 7k をして人類に無害なるえk態に復師せしめて、

保健衛生 k 脅威を輿へない様、下水中の有害なる i lJ 物ぞ除去する手段を講十る事である 。

言ひ換ふれば 、国形物を全然除き去って 、腐敗。性の有機物を悉〈安定なる無機物に分解せ

しめ 、且つ有害なる徽菌を撲滅すると云ふ事に在る 、而かも夫れを? 辰も経済的に途行し得

る方法を考究す ることが主要なる問題である 、此目的の篤め現今普通に行はれて居る方法

を列皐すれば芸大の通りである。
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1  ， 稀 種 法

2 ， 除 塵 法

イ、疎 除 法

ロ 、 総 除 法

3 ， 沈 澱 法

イ、経iili 沈澱法

ロ、薬物沈澱法

ノ¥ 促 略 法

ニ . rイムホツソ」柑法

4 ， i車 過 法

イ、地 j低 法

口、間!iX・泌過法

ハ、接鵬描過法

之、撒布施床法

5 ， 促進汚泥法

イ、途策撹枠法

口、機織的撹枠法

6 ， 消 毒 法

斯の如I < 分類されて居るが . 質際には此の内 l 方法のみに依 るが如き は殆んど稀で 、多

〈の場合其 2，3 種が順次に適用され、下水浮化の程度は之等操作の数に比例するを常とし

て居る。

例へば原下水が濃厚ならぎるときは 、除1 m法の如き簡単な操作t: けで 、之をM海へl皮流

柿陣せしめて充分であるが、より以上の完全を期する場合は第 2 操作と して沈積法を併用

し微MI なる浮倣物をも除寺、第 3 操作には其の上澄7Kのみを措過床等に導 き溶併せる協敗

性有機物を除いた上、酸化作用を起きしめる慌に、 H暴領或は施過法を? 行ふものである . 向

lま進んで下水中の病原菌を撲諒しゃうとする場合は更に最後の操作として、 上澄7Kに殺菌

法ｾ行ひ ＱＺ る上 、 河 ｊ 毎に放流するのである。耐して其の沈澱汚泥は別途に海中投棄共の 他

に依り蕗分せらる〉のである 、悲に於て下水の浄化は除盤 、沈側、曝策或は路過に依る酸

化並に消裁の 4 階; j ; x ，より成るものと言ふ事が出来る。

鹿理方法の比較 都市が天然に除樺放流法に誼する僚件を具へて居るときには何海への

放流は人工島理と比較して有利なる事は論を侠たないが 、J哲iの如き僚件の都市・は極めて陥

にて、普通には必十或程度の虎理を地 し? こ後排漉するもであ るから 、人工J t g 理法に就て簡

単に比較を試みて見ゃう。

所要地面積 凶積の最小で足るものは促進汚泥法で約 55 人に付 1坪を要する 、共の最

， 64 



大なるは瀦i阪法で 1 人に付 J 2 Tr} う王 2巧坪を要する。

物理的、化撃的及細菌的能率 問形物を多〈除き得られるのは促進汚泥法のl J 3. % で 、

接偶蹄床法之に芸大ぎ 、共の最小なるは撒布施! 末法の 4 G% である 、倣難安母尼i l l I 減少率の

最大な る は問母 Ｑ ・ ｖＮｾｽ 末法で Ｎ 8J . %に達し 、共の最小なるは普通沈澱法の僅 k 6 . %である 、腐

敗の誘因となる蛋白性窒素の最大減退至容を得られ るのは瀧 i(説法の 90 % で、 最小なのは促

防法の ＳｕＥ である 、 叉細菌除去互字、の Ｙ ＱＩＥ以上なるは禦卵 ｬ 沈 ｾＱ 法 、地政 法 、 間倣 ｩｬ ｴｩ｜床法及

促進汚泥法で 、共の段低なるは促腐法の' 27 % である。

汚泥 量汚泥は取級及底分に Ｚ最 も困主 ｦｾｾ 感十るものであるが 、 共の生産の最小なるは「イ

ム ホ ツ フ J ｈｬｩ で ｩ 最大なるは促進汚泥法である、此 ｾ ｊ イは反吊 Ｑ に印化ｾ の高 きを物詩るもの

とも見らる〉のである 。

促進汚泥法 前述の古n Ｈ各Ｉ長理方法には一長一短ｾ売れないが 、 就中 酸 化を 目的と する

操作は、下水話、{ じ rlr  1，立も 重要事項であ ると 司時に最も閤難とする虎であつにが最近1，'，抜米 各

都市に行はれに促進汚耐法に依る官訪は 、何れも好成績を示し . 我閣でも大阪 . 名古屋 、

東京等に於ても多 ［ｲ 白験をｷＮねたる結洪叉優秀の成紅 ｬｾ 表はせるが Ｎ ｪ 手化ｾの最も高 いこ

と. 面積を要すること最も砂き事、臭気を瑳せぎること 、蝿などの護生して附近 を汚染す

る民が皆無なること 、随て都市の中央部でも施設が/ " 1 '， 来て述 〈郊外に地を選ぶの必要なき

等の諸黙に鑑み 、他に1! ! ! 1'散するものがない絶劉的の椛威主? 有するものとなっ? こ。

今其の方法を略説せんに 、 下水中に宰 気ｾ法っ て 之を珂‘化 するも の で あ るが 、 翠 に空 気

を? 詮る丈げでは殆んと 3 週間にも建する 長 時 日を要する 、今強め下水中に長時間杢策を吹

き込み之を撹枠さすと、下水中 の浮倣 物や ｊｉ 参扶助は海 ｾ ＺＺｩｾ のやうなものとなって集合する 、

此 の 如〈土 看護 しに 汚泥の適量を 、 底型せ んと す る原下水に 混和し 、 更に機械 的叉は ｾ搾空

気の透入 に依って的枠し、以て此促進汚泥をして良〈下水に接関せしむ れば、 充分な る酸

素の供給に依って酸化並に灯・無性市111菌の 活動を促進して、下水中の浮i持物及び溶解有機物

は完全に補 化 分解せられ、浮 ｪ 此同形物や ＱＱ 参ＩＡＩ｜物は潟綿叉は羊毛の虫 ｮｾ 沈澱し 易い形態 と な

りて、 速かに沈澱するが故に 、共の上澄水は高度に透明と な りて 洋化せられ 、極めて安 定

の)j }¥態 となり、 叉下水中 に含ま れてゐる細菌の大部分 ( 99 %) が除去せら れて誌に 下水将

化の目的を達するのである. 此場合下水に加ふる培養汚泥の事を促進汚泥と陪する口而し

て其の沈澱汚泥は合水最多く取倣に不便なるも共催之を割!立地叉は海中に投来するか又は

院 7k の上之を肥料と する事が出来 る、共乾燥汚泥は笠素 6 タ6. 燐 酸 2 %、カII !I!_ 0. 3 %等 を

含み肥料1 l ' i 値高きが故に「 ミル ウオーキー J 1ーパサデナ」等の如き農家の需用に臨じ相営の

l投入を上げて 居る庭もある 、向{ ま之より瓦斯を採集する ことも 可能で . 趨蛍なる装置を施

すときは汚泥 ｾ ｉ Ｎ ｲ の有機物の占 乃至 Ｓ が瓦斯となり 、而 か も 瓦斯の成分は「メ タン ｊ 72. %、

炭酸瓦其J i 18 %、水素 6. %Ｎ京素 Ｔ ＮＥ で 、 ［ｦＮｉｾの稜熱量は ｩ 立方米に ｊ 沈て Ｖ ， Ｘ ＰＰ l' カロリー」含

有し. 熱量として強力な性質を備へて居る 、此方法を最も早〈から採用したのは「パ ーミ

6 5  I  



ンガム」市で汚泌 l:j -I に「コンク リート J 柑を浮べ て殺生瓦: l ti を集め「パ イプ」にて「タン

ク」に導〈接!宣伝有 する が、1 ヶ年の瓦斯発生量 4250000 立方米 、 共 の中 420000 立方

米を却化努の原動力機関に用ひ他は温熱装置の燃料と して供給して局 る、将来は下水庭分

に要する全動力金 も此汚犯瓦Wi¥こ依 り自給せんとして居 る、叉伯H にでも同様の賞験を重

ねて居る 。 而して此経 費は或都市の質験にｻｾくれば瓦斯護生装置の建設費 Ｑ 入賞約 Ｔ Ｘ Ｐ 銭 、

瓦斯膏生量 1 人 l 日営 !I .7 立、従って 1 I キ ロワット」蛍の経費約 2 鈍であるから . 之れ

は相蛍に有効なる下水利用策で、将来経済的にも下水庭理方法中の緋新E 絶封的機! 或 とし

E 焚展するものと思ふ 。

下水虚理場の設備 官 ￭ ｾ 記の如＼ｦＮｊ ｪｴｫ の底 理方 法あ れとも 其の中最 も進 歩せ る促進汚 泥 法

に依る設備の大要{ f 述べんに 、先づE象備庖理 として i ' A. : 砂地及 「スク リーン」の設備をなし

次 に本 法を行ふｾＮ 下水 ｩ 混和棚、 ｩ ｦ，ｾ 策柿 Ｎ 沈澱村 ｬｩＮ 1G  iJE槽、汚泥再曝柑、及采1)徐汚泥の底

分主主置等を設備し叉之に附l混ぜる汚泥仰筒 、tLE風機、 1在に各事nの配官等である。

下水j毘手F槽 既 に 沈 砂 沈澱及除塵を終へて本柑に流れ来る F 下水に促進汚泥を混和する 、

其の促進汚泥は共に注ぷる yl ) 泥再曝rvl又は汚泥「ポンプ」に依 り導かれるも ので、其の

汚泥量は下水の性質及清呼度 に依り て一定 しないが、 普通下水量の 20 % 乃至 30. % を

酒量とする勿論之は尿尿を混入 し? 二普通 idS度の下水にf -，t するも ので尿尿の混入なき 場介

には 僅か に 1 2 % にでも 充分である 。

湯気槽 「府間1手イヒ柑i とも栴すべきもので 、海気の方法は詮無法 ( Air bl owi ng) 機械

撹.W法 ( Mec hanical agi tati on) 及此 2 樟併用法の三つに分りる Z誌が出来る、槽の容量

は底理すべき下水量及所要 (J詩集時間に依て定まるもので 、普通深さ幅共 1. 8 米乃至 5 米

の長方形となし 、長 さは敷地のMAA等 に依るも之を並列折返式の循環水路とする場合が

多い 、底は撹粋法の場令は卒士11なるが迭策法に在 りで は畝構式又は螺旋回式 とし、畝溝

は7 k.流 の方向 に直角に設け 、其谷聞 にf散策版を配置す。
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機気版は 3 0 糖角 !厚 4，5 料 ii r . の多孔質人主主石版叉は陶日出版 {f J甘ひ、潔無料1内に詮入

せられ t=空気が気泡と なって 下水と 良 ¥ｴ ｾｈ 幽 する様、出 ＱＱＱ 分的に撒 無 し ‘ 且つ起集 中止 の

|僚に も撒気孔の閉寒きれない構迭を選ぶもの にて 、震験の結果現在最も俊良 とせ らる〉

は石英 砂 と礎自変質の締結材 を焼事て得t=多孔質のもの である。

沈澱 槽 日泉気1
c
iV{f ，'11で?こ る下水中の汚泥 を沈澱せしなるもので 、柑の構造は底部を倒

錐形と なし 、 最深部 に汚 泥 ￸ ｲ， ｾ 筒の吸水口を設〈。惜の容量は晴 天 時下水 量の Ｑ 時間竿乃

ＺＣＺＳ 時間分あれば充分で 、 ｕｊｾ 気情ーからの下 水は「 ノ ッチ ｊ { f 通じて本槽に入り 、沈1般を

終 つに後. ｊ Ｍ｟ｻｾ ｦＮ Ｗｫを 縦 流せしむるのである。

泥汚槽 沈澱 ｦｦｖ 内に沈 ｩ 殿し ｴ］ 汚 泥は 、 汚泥 Ｑｉｲ， ｾ ￭ なに 依っ て Ｍｊ ｾ 汚泥僧に吸揚し 、 更に沈

ｩＡｩｬ ｬ せしめに後 、 臥音 ｲｾ の ｩ ｴｚ 厚なる部分は其の必要量Ｚを鍛管にて汚泥惇爆憎に導き 、他 の過

君主1) 汚泥は蓮搬船に導 きて、担立地或は外海に投棄するか 、又は肥料、瓦斯等に利用す口



再湯槽 'NhliJ t.if-{ 1" ，"，iと 11- 1，¥( : 八で託立け L) れ. iJ t挺 li!j /I :H:i if.' .J  0  1時11:] を以て悦糸と し. j 七の

構造は泌気情と jij 告同隊で ある 、此の中で充分以気せられ . 行気性*1日前の祈動I!E伐となっ

L 汚泥は混手uf曹に導かれ 、彪理す べ き F7Kに混入して共洋化的用を促進するのである 。

y1) 泥成五分方法 汚泥 SE分の方法には

2 .  

3  

4 .  

5.  

6 .  

河海投棄法

埋 棄 法

乾 沼 法

人工乾燥法

施 肥 法

瓦斯採集法

等あるが ｩ 阿 ｾ Ｑｦ ｦ ＱＺ支梁法は海岸に近き者 ｴｲ､ ｩ にては肢も軒使に而かも経済的に行 ふ こと カ リ ＱＧ ，来

て、共の設備と しては i' J i 厄巡搬船 t ilLの投入数世を! 決する のみ である 。人 工乾燥i1対抗L[l i' レ

を 川 桝 ルヨヤー7乃和1¥に世事、共の 下暦に宗門地士 f泊五? 敷設して乾燥! 未を作り、此の一lーにy'J

iJ t_:t' 注入して自然乾燥を iなつものである。

汚泥を肥料として商品 化 するには、汚泥中 の水分を i 害l'以内に除去せねばならぬ が. と

が震には「ォリヴアｾフィルター」のｾｦｉき時過機に掛げて水分を

乾燥機にて乾燥せしむる方法を採るのである。

7 ，80，%に i成じたる後.

最近瓦斯採集法が研究せられ、既に其の賓績を J.fjkげて居るものがある、英の「パーミン

ガム」、調の「ミュンヘン」市等が共の適例である。

我園都市下水遁の現状

我闘に於ける者11，行の線数百絵の中 、 下水道事業主?腕行せるも のは . 現に施行中のものを

併せ ＲＵ 市で‘ 其の普 ＱＹＮｾ 容は Ｒ 訓弓分に過ぎない献況である Ｎ而かも共 の施設 ｦ こるや Ｎ 汚

水雨水 を下水管渠に集めたる後、附近の河海に排流する所謂欣流隊樺法を行ってゐる程度

のものが. 殆ど其の全部であって、尿探を? ー下水道に排流するを許さるべき最後の 下水鹿理

設備を有するものに亙りでは極めて砂し僅に大j E l ] 午に竣功を見? 二東京市三 列島庭分場

〔鹿理人口 ＴＰ 高人Ｉと、昭和 ＵｾＮ 完成を告げに名古屋市の堀留Ｈ庭理人口 ＳＰ 高人Ｉ及熱

問( 鹿理人口 13 寓人 j 雨露分場位であって、其他に大阪市に於て大正11年 竣rj) し1: 市岡

の促進汚泥法に依る試験設備 つ& 理人口 26 千人) があるのみである。

我聞 の 帝 都 ＱＺ る東京でも明治初年 以来懸案であっ＿こ下水事業が財政共 他の事情 のｾ に漸

〈明治 44 I<f- に烹つ t 其の紺に就き第 l WJ 事業として. F谷. 浅j !-f( 雨FZ-及神間 の ] 部にすJ

して施設を偽し 、大 正 13 I'F竣功を' 告げ . 第 2 駅工事ーとして穴 IE 9 年以降之が地行をな し

1: が. 共の進捗僅 lこ2 書IJ 何度三にて、千伎の大混災 に合 し1: 然、一先之を打切り 、復興事業と

して第 2 期工事の捜部共他娘、工事費- ! ，・ .'>0 間闘を費し、其以外に Ff!! 急: 的施設をなしにるも

のを併ぜ. 金計霊の約 6 苦手lを完成し. 議定の底分場三河烏、砂i町及奇河川の 3 筒所中豆間島

6下 '



は完成し‘ 砂町は終予f(¥l i に高度の浮化庭理主? 施す1必要ある 王将を考へ一時的仮設備にて略家

消毒をなして肘る献態で、初出は米Tご事業着手の見込イJ かする、取に芝浦で議備庭哩 をなし

に上堕素 泊、意を主主しで海中へ放流 しつ〉ある現況である。

我大阪市でも明治 27 年市の中央部 lご着手 しfこが、大規肢に施設 を見るに至つに のは 、

明治 44 年以降で . 現在にては下水管渠の施設は奮市の殆ど全部に行き亘 ト 周園部の統

集方面は目下工事の施行中に 属するが 、之とて放流若 し〈は翠に沈砂除墜を施し? こる後河

海に排流す るに過ぎ ないので、 下水の最後浮化に至つては、何等の施設を見なかったが昭

和 6 年以来漸〈市の中橋部に岱j し下水庭理事業を行ふに至つに。

人口の未 ｴｾＧ 調密でない中小都市にありではＮ下水の大量は雨水て ､ あ るから、下水管栄に

探尿の流入 を許 さないならば、汚水を所持する害IJ 合が大きいので . 下水 を附近の 伊I海 に直

接排流ーす るも、大しに 支障をうk さないが大都市では汚水や不広物が下水中に含まる〉分最

も多し且つ近年7 k 憎便所の増加と 工場授水量の増大等の馬に著 し〈河川 を汚染し. 共の

不潔 t 悪臭は市民の保健衛生上此偉放置を許 さない重大問題とな っt: 。

夫れのみでな〈我閣の住宅は! ポ尿を住宅内に溜め置い て共の民敗に任せ、日 常鼻持のな

らぬ悪臭と不快に悌まされ従って病毒傍播の危険と不安に脅か され、加l之汲取の不便 と汲

取料の不廉に 1J ' んす・る 等衛生上終Tこ経済上の不安 を甘受せねばならぬ賓情にある。

叉我園の都市に在りでは常に消化総系統傍染病が絶えることなし勾年「チプス」の死

亡容を見ても、人ロ 10 寓人に付き平均 30 人を示して居る、今之を外園の都市i e比較し

て見 ると 「シカゴ」で は2昔は随分「チプス J が多 い時代もあっ て、 1891 年即 ち約 40 年許

り前には 10 寓人に付 175 人 と言 ふ統計を示し、又 Hl Ol 年には之れが 30 人になり、 10

II 年には } : ) 人になり 1921 年には 1 人 1 介 、1926 年には 0 人 75 となり現在で は殆

ど無いと 言ふ獄態である、即ち我都市の現献は一「度 30 年前の「シ カゴ」 の欽態であり .

仮に此死亡容; 30 人が 15 人に減じても向ほ 20 年は遅れて居ると言ふ ことに なる . 其の

他駄米の都市でも同様 10 商 人に付 1 人以下で賄ど「チプス」は見る ことが出米ない有機

である。「チブス 」はその園の市生以態を表現するもの主 言 はる〉位で 、その責任ーは上水及

下水 lこあると見られて居るが、遺憾な がら 我日本の都市では上水は大部分普及して居って

敢て外閣の都市に劣らないりれどもＮ下水は不完備極まる現 ｊ 伏であるｾ Ｎ 目下の底では如

何とも致方が ないのである。

要するに以上に掲げにる問題は J 言ふ迄 もなく下水底理設備の完成に倹? こなければ. 根

本的 lこ解決することは出来ない のである。

大 阪 市 下 水 議 事 業 の 沿 革

大阪 市は 東部 上 ｉｾｲ 方 耐に於て南北に走る高苓を Ｑ Ｑ 余 りば、概して卒坦なる低 地で あって 、

共の間営淀 、堂島 . こ1:-.杭射の諸川及是等に連絡する 大小幾多の枝川社流 し、 西南の大阪湾

に流入して居 る、故 に一旦豪雨あ れば雨水 は道路溝渠に溢れて住宅 を脅かすこと 珍か らす¥

E 僧



加1ふ るに人口 の噌加 と工業の種展とは下水量を激増せ しめ是等の汚水は附近の fnJ 川に流れ

て水質を汚染するこ と遊 し し 水流動もすれば停滞協. 敗 し異臭 を資散し体染病鼓生の源泉

とな り、市民の衛生保健を骨かす こ とが多かつにのである 。

偶 々明治 19 !，ド及 23 年雨度に於げる虎疫の流行は 市民を して 下水道改良の急: を叫ぱ し

め7ごが、財政其の他の闘f系で具鰭築 となって識に上ったのは明治 26 生存 10 月で. 営時幾

多の [111折を経1: る後 . 明治 27 年以降 5 筒年の継続事業として工事に着手ーした、 1同k 明治

則} 年 4 月按館町村を市青IIに編入しfこる lこ依 り、共の中最も下水に ↑的める方耐の工事堂も

併せ行ひ明治 34 年度を以て市中心部に於げる工事: ; e 完了しに、是 れ 4 s : 市に於げる下水道

改良事業のI稽矢である。

明治 30 年編入せられ fこる地域の下水道は 10 官会年の久しき 開放掛 せられにが漸〈機運

熟して北野 . 上昭島 、西野町 、-)L{際、難波、木津、日 本橋、今宮 、天王寺及玉造の 10 排

水障 に針し . 明治 42 年度より工事に着手し 1: が、財政の闘係上 . Ｔｾ Ｎ＠ 3 隔年度 lこ於ては

僅 に工費 12 高 5 千徐[nlを以て ー小部分φ 改良を行 ひ fこる に過ぎなかっ仁 、 そこで根 本的

財政計葺を樹 て、明治- t 4 ｾ ｉ 二 度以降 Ｑ Ｐ 箇年 の 権総事業 と して賓施すること〉し Ｎ 工事の

進捗に努め 、大 J E3 年間l I 1i Mill)] の雌定に作ひ一部財政計葦の挺史ーと共に施工年! 主を延長し .

宍 If II 年度に於て之を完成し1: 。

都 市 計 重 喜 三 留 下 水 道 事 業

部 ｣ｲ ｾ 長 官官 市 の設展 ｬ こｬＧド ひ人家の増 加 を う ｾし Ｎ ￯ｉｩの周園部 に 在 り て も漸 次下 水 道改良の必要

を痛感するに至りしも 、従来の釘1< 下水道の規定のみにより事業を施行するとき は、財源

の之に作はぎる鴛、遅延; e 飴儀なからしむる主因 となって居つにが . 主幹ひ大正 9 年都市計

霊法の賞施を見?こので 、之を都市計蓑事業として施行するときは 、都市計聾特別税と受徒

手f 負櫓金 とを徴牧し財源に充蛍することを得，るので、共の第 i 期都市首十整下水道事業 とし

て 市問、 泉尾 、 三軒Ｇ家 Ｎ 及四 ・ ｾｦＧ 凶の Ｓ 方面に針し大ｬｅ 11 年度よ り 13 年度迄 . 又第 2 期

事業と して、 持源寺 、 東野問 、 ｄ Ｍ ｾ ｗ 島森日出及問ｪＡ ｊＧ 町北 部 の Ｓ 方聞に封仏大正 Ｑ Ｓ 年度

より昭和 2 年度迄に改良工事を施行しに 。

以上昭和 2 年度迄に施設せる下水道設備の通計を捕ぐれば下の通である。

1. 排 水 面 積 34，')7 rヘ ク タ ー ル J i 2 ( 約 J 0. 459. 600上! 汁

1. ー下水道管渠延長 ;;48. 67けと1R  ( 約: - l ( 11.77: -j間〕

1. f' 7k 抗h ノ'k }i)j 1  2  11川Ji Jj

下 水 滞 化 猿置 1 イ161PJi

1. 工 費 総 額 ｬ Ｈ￬ ＮＹＳＴＮＸＵｾ 出 ｼ

都 市 計 壷 第 三 期 下 水 道 事 業

大nコ: 14 年 4 月編 入せ られ 1: る地域に針しでは 、失業救済事業1七他 の財源に依り 昭和 2

ｾＹ＠ '  



年度迄に 140 声高岡徐の二L 費金主J、て汚水排徐の臨急:施設を篤したるも 、向 lま完全 なる地工の

必要{ t >認め 、先以て人家澗桁せる八幡屋市問 、長柄中津" 大仁治. 老江. 天王寺 中道、今・白 .

玉 出. 及卒llf の 7 方 面に到し、 第 3 矧都TJi計蓋 下水事l業 として、工費 1，750 高慢1{t> .1;1.、て、

H併 11 3 年度以降 10 筒年の植樹事業 として、昭和13 年 9 ):1 10 El より工事に清 z子し現に施

行中でめる 。

下 水 庭 理 計 重

以 上の施設に依り本市の1W集部分は略( ま 下ノk遣の改良を見る こと〉 なるも其υ) 施設? こる

や僅かに iy7)( ｊ 主 ＱＺ ｬｩ Ｗｫ の排除を ｈ 的色するも の でめって寧 ｴ こ沈砂及除 ｉｾ を行ひ Ｑ こる彼附 近 の

かI川議i.t( こt:MHするも のであるから共の il{lflaは依然として除去す るに 烹らす》工場の増加と

ノk 憎1垣内iの設置と相候って Mノk の倣.li1l' J { t > 米すこと箸 しいが故に 市民保健の見地から下水最

後 の 刊化庭開の最も必要なるを認め ｈ 付 ｦ ｬｾ ［ｾ＠ 51: 乃月者!li 日|一書の I g1 i として FJ]¥_成開討 議; の決

色を 見? こがみ; 計聾に依れば全市 を中部、北部、 東部 . 南部及淀川北部の号雌理 !p{ に分ち各

ｼ品 に底 理場を ｊｾ｢ せしめ家事下 水 浴場 ｬ ｬｩ ノ ｫ 尿尿 ［ 及 コ Ｔ 場際水は 勿 論雨 水 の Ｑ 刈［ぞも促進 ￬Ｑｩｩｊ￪ ｴＡＺ

に依り完全に庭理せんとするものである。今其の基本計聾を示せば下の通りである。

基 本 計 壷

(  Ｑ Ｉ 下水排徐の ｉ ｾ 域は大限 市 域内とす但し 地 勢の 閥 係 上隣 接日 ｉｊ 村 Ｑ 部 の 下水にしてバ ｩ 内

に流入するも のは之をlf¥c存 する計叢となすも の とす。

ＨヨＩ 下氷排 除量に就きｦＺｉｾＷｫ ｪ 置は昨日、 ｩ 強度ｻｴ＾ Ｚ 何時 ＶＰ れとし ｙ ， Ｍ￬ｬｪ 水量は ｬ 人 ｉ rJ 常 0. 2 心-

J:.i 米 ( 7 }' [方 jミ即 tぅl 石 l ご1. 1  J I') とし灼* 人 /1 ＵＰＰ 寓人にＣＱＭＺＱする 卜Ｎ ノ Ｇｫ ｾ 拶 ＱＱ 余するもの ｴ す υ

(  3) 令市を:民の地勢卜. 中部南部北部東部) f t . . 淀川北部の[ ， )制IJl. IJ むこ分制す。

( 4)  トフk の排除方法は主として介流法によるも ω とす{ 日し地勢に敗じ i 部分流法令 fil:Tり

することめるべしD

( 5) 下水の庭理に就ては汚水は総て之を庭理場に殺さ庇埋しTこる後M泌に排出するもの

とし降下同 時に ありではｦＺｉｾＪが晴天時Ｈ ＧＺￌ Ｗ｝｜｟ 量の ＳＱＺ｜ に達する痘は之を鹿理し接絵はが ｔ 海 に 放

流ーする ものとす。

( 6)  下水省
J

渠の構誼は線、てi清張式とし緋水量 の多少に熔じ陶蛍・鍛 筋 「コンクリ ー ト」管

般に鍛筋「コンクリート ｪ 暗架 の Ｓ 純ｾ fji: 附すること〉す . 伐の他ド JKの排除及彪理上必

慢なる諸施設は誼 ＱＲ ・ に ｾ Ｎ［ ｾ むるも の とす 。

而しア各成理伊: o  fJ I';t< Ａ ｾ ｉ ｩ 梢 は Ｑ Ｎ Ｑ Ｑ 部 Ｒ ‘掛川 、 Ｂ ト Ｍ
'L ｉ 、 ｉ 材 Ｑ 羽ｾ :j ρ IJll i 守クグ - It  

I

、 lヒ:¥i :

'，
775 rヘ クター ;t- J 、淀川北部 町

10 1' ヘクタ ー，'t- . . . J 及東部 4，66U rヘク ター }t- . . . J合計 15，495

「ヘクタ ール」にして彪理場の位置は夫
k 津 守. 大 手u川 口. 海老江、繭 町及中演 とす。

中 部 及 北 部 下 水 庭 理 事 業

［［Ｇｦ記事業は師 定 下水 底 哩 ｾ ｩ ・繋 に 来事中許 ＱＱ 及北部庭 理 ｉ 高の 中 最も急Ｚ 施主＿要する本市 の 中継院

、芳、



成に劉し之 が 施 設 を ｾｾ さんとするも の で あ って即 ち ｉ ド 部 に在りでは Ｑ Ｚ Ｎｉ Ｑ Ｑ ｦ 、 骨ｻ 与 場 、 ｊ 尚 之 内 ＾＾ＮＮ

捌江方商並に難波、機川 、 ｪｉｾ演及［感 ＱＺ｛Ｚ 須の各排水 ｬ 長域とし北部にがりでは天満 、 笠島及村正

Hl 方面並に北野、 長 柄、中津、耐向 ;及凶河川 の各 排水区域である 。

娩近市 勢の後援に ｷ ひ 人口 の激増と ｲ 業の仮輿 と は著し 〈使用水量 の 精力 ｊｉ を う ｾし共のお ｬ

'kは高居建築の増加に作ふ水槽 使)iJ iの 激;上位と相侠って極度に市内iロr) 11 { t > 汚染し市民の保健

1-.fIJ 成放置し難い)j た態を? 服すに烹り父一般家庭に於ける尿! 以成分の現J t I ¥{ t > 観るに鶴来の放

J/lI， 使所は必疫体帰の主主凶をなして山 j._; の保健を脅 しつ〉め るのみでな < l l i : 時汲収入夫の献

， ｾ＠ ｾ段取料金の 不 ｊｩＦ等に依り続々共 の 不 安雪 地大するに全り之等の角 Ｔ ぷとは下水底理該備の完

成に{ 突っ外な 〈之 が賓地は市民の保jts 上終?こ経泊三l二民 に喫緊事と j皮つ7こ殊に市の ヰl楢 地 域

に は高層住築 の後 ｾせ ら る〉も の 卜 ｉ ｻｴ＾ 量生」 、 て多きを力 ＱＱ ヘカ ｈ 之月下施行中に泌する街路の倣

築波に地下織道等の: じHと相快て本斗事を地行する の有利なるに 鍬み第 1 着 手として前 言e.

地域に封じみ; 事業を起すに烹ったも のでみ る。

本事業に依る総排水面積はが-J Ｒ パ ｯｈ 今 クタ ー ル ｾ ( 約 7;-; 0馬主町議，1i ! 、島理人 11約 118 {Jl; 

九千人にして彪理場は津守町並に栴老tじいIrに設け其のhE; 理 方法は促進汚 泥 方 法に依るも の

である 。

本事業は H討和15 年以t以降 ti ヶ年櫨械事業にして之 に要する 事業技は l ，i OO ｉｩｾ 闘である共

の 汚水 量は Ｑ 人 Ｑ 日平均量を Ｐ ， Ｒ 立 方米とし人口統Ａ 立は府 米 の 夜展ｻｴ＾ｾ縁組し地域に依り勾

|‘ヘ クタ ール」 にf・1・4fi O 人j う至 61，0 人{ f f刷出、し， j 毛のl 'jJ j('I言: を?算11'，することにしに。

今1七の計牽 の 概 要 {t>fIj. とぐれば次のi凶り である 。

(  .f )  中部 成理ｾの 内 大手 前ＱＺ ｉＱ ｉ ｊ 高司ｾＩ ＺＱ ， 問、 笠島 川以南 Ｎ 本山川以来及刷阿本紘に ｼ 羽土

(1.1てる医域 約 424 荷主ドに婁i し、機;怨hE; 理人 1:1 7; { ;乾 4 千人 の FJ k { f 雌理せ んとするも の. c' ， 

Ｉ［ｬｾのＡ怠理場は津 ζ Ｇ ｊＧ ｉ ｕｊ 地 内木作 川 布 ｩ 苧 に設 付 、 平 均汚点蛍 Ｑ 時間約ｩＡ ; 奥日千子i ( :! l 高 4 千立

Jj Ｉ ｾＩ＠ { f i J E 準汚泥法に依り却化庇理 し木津川 に排出す る. 又降l・n時にありて最大下水量 i

時 間 約 45 寓 5 千石 ( 2白鳥立方尺) の内卒均川水量の 4 1書迄は之を彪理し成徐は沈砂及|泳

連を施 し?こる後暗[l 筒に依り木津川に排出す る、:J安の過半1阿ー泥量は l 目白 700 立 方 米( 含ノk 量

り6パーセ ン トの時) の見込 である . 日nま.f;: I起理場には;徐略装置 、沈 (I少池 . 中IJ i均室、沈 澱 池.

曝寄託倍、沈澄槽、機防1室 、10VE憎等を備」、 。

f ロ ) 北部品是理問の内啓淀川、堂島 川 反安治川以北 . 中津川 l ' 軒家川 以 来、新淀川以南・

ぐた1ー海 者υ: 方lli i { t >除< )  ＱＩＩ 医域約 ｩｬｏ ， ｾ ;蛇上1'- ，此政;旬、 人n ｾ ＡＩ＠ if!; 1  r 人1: 射し下水底理を・

主主 さんとするも ので、底理場は海老μ lllJ 地 内 紛 淀川左岸に世号 、平均川水 量 1 時 間 約 2 島

石 ( 13 寓 1 千立方尺) を促進汚泥法に依り 語、化 彪理し、新淀川に排出す . 降雨時にあり

では最大下水量 1 時 間 26 寓 3 千 石 ( 170 高立方尺) の内平均汚水量 0) -! 1お迄は之を 盛

理し残徐は沈砂及除塵を施し?こる後新淀川 に排出す‘ 共の過剰汚泥量は 1 日約 440 立 方米

f 合7J ( 最 9府パ ーセント の時 ) の見込で ある， f ，; j ' ! ま本慮理場には除隣接授、沈 砂 池 、曜]1筒空宇¥
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沈 i澱池 . a暴策糟 、沈 j営榊. 機関 室、汚泥槽等の設備 を属す 。

財 源 ;本工事費 1，700 高凶 の財源どしては 、公債 1，210 高 1，- ! UO 悩l受 自主者負捻金 4，月8 禽

7470 凶. 雑Jtc入 i 高 1，¥30 凶を 見込み、共の公1u'の償還財似としては 、下水道使用料、

園庫補助金、土地資却代及給水料等を充 て〉ゐる。

受 益 者 負 櫓 金

受盆者負携金は昭手IJ 6  "手 1 ri 内務省令第 2 蹴 lご依 上 工事着手の日 ( 昭和J 6 年 l 2 1"' J  15  

日) の現在に 於りる該区域|人j の上地所有者又は地上桃共の他 の機利者より土地の面績 に比

例し均等に賦制徴収するもので、事業費の 4 分 の 1 ｾ負縫金額とす、民の負 ｍ ｪ 金 額は概要

下の通りであ る。

l高 域 別 中部彪理l長 ＭＱ 凶 ￟ｾ 理主ＧＢ

改良下水区 域

政流下水区域

。
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υ

受径者負捻金を? 分割納入せん とするおに劃しては令利に相賞する楠加1負協金制員J j X する

ものとし、事業施行年度内を限り 分割を認め て居る 。

下 水 道 使 用 料

下水道使用料は工事完成 のｾｾ＿Ｎ 年より徴 ｊ�｣ するもので、 F7 k 庭理貸及公f J ' l : 償還充嘗額全 11

途 として. 各戸排水量の多みに謄: じ建物所有者又は使用者より徴牧する橡定である。

下 水 道 事 業 の 財 源

終りに斯」、いふやうな市民の保健衛生上最も念務とすべき下水の設備が我臼本で何う し

て今まで出来なかっ fこかと言ふに 、これは全〈財源を稜見することが出氷なかっ 1= 馬であ

って、即 ち下水道にあって は全然収入の之 lこf ドふものなく 、而かも築造費はJ j 額を要し .

滝分の関節補助を遠き将来に於て得らる〉も大部分は租倹収入に蹴らぎれば. こ ういふulii

設は 出来な いと 云ふ事 tこなって居つにのである . fjj ニしながら都市の行政事務並に園家の委

任事務は . 市・勢の蛮展に j' ドひ錠 k 噌刈1し、現行税制に依る租院牧入は僅か に之れ等の費用

を禿し得るに過ぎない質況なるが l故に 、之れを下水道の財鋭に充賞することは殆んど不可

能 t 云ふも過言 でないのである。若し此値にして新な財源を考究することな〈ぱ、将来下

水道の完備は 100 年 河 清 引突っに等 しし、のである 。駄米諸都市に於ては、下ノk 迫築造の費

用 に 充つる潟、受益者負捻金を ｾｱ 島牧する以外に Ｎ 下水道の使用に封しＮ 家屋の所有者 又は

馬住者から使用料を徴J j X して居る。

我園常局でも市制第 ] 13  11阪の rrli は管iii 物の使用に付使用料 を徴牧す るこ とを得J との

保境と 1，;]第 11t. i j阜の租佼牧入に先立って財産Jj [{ 入、使 用料 . 手数料牧入を以て市の必要な

る経費に充蛍すべし との規定に基 き、下水道の使用料を徴J汝することが出来得る ものとの

原 則 から此頃では 、 庭理主＿施す下 水に ｾ ｊ して は 水 道の如〈使用料を徴牧する こと が 出 来る

とい ふことに解樺が進んで米 fこから、今後は此の使用料を i貞還財源、とする公債と 、都市計

撃事業と して の 下永道受自主者負捻金等に依って各都市とも 、下水道の完全なる設備が出来

るものと信す・るのである。 ( 了)
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;建築じffi '曾

1祈

-- Jl - 日

2 等 日昔 日是 ( 怒り

木 野 N 治

" ι  
， ι  

川
町

4

際

、

何

回

3 等 暗 蹴 ( 純 1

藤 原 曜

表 紙 圃 案 審 査 評

o  

ｾ＠ 武 田 五

建築と剥;合 の表紙 闘 案 の悠 募 さ れ た も の を 見 る に 年

々同じような趣 向の も の の みで本年も亦さして新し有

考 への もの It 見られなかった 。 何れ も 段 々と簡明にな

って 来 る ば か り で 本 年l土自の 無 地に必嬰な文字 t" け正

問列したものさへ現はれた 。去紙モ l てIt  ，とれでずと ij"

)j )1  t 足りる舎 でmz主流 の fT則的の 1;，: ' ]案民 して { 会' 、るも

のでふら う が 此 光之れをぞう Ｍ ｪ Ｇ れば目先舎 が 黄門っ ｾ i  j  

くか。

l 得;1-t c.な った防|案の 如 き/.t 其 原 )!I) にat: v. oc洲のム

紙 l市|案 にいくらもある ものて・あるが之れ に淡' j - : を う ま

く締め込んだ と云 ..;.Bj- " ，取り lfr である ω

2 空手穴となったものは車化工作が行 くとこまで 行 き

ついたもので其 恩ひ切った所を感心 L tこま でピ ある 。

3 等賞のものは l 等賞のものと 似ては 居るが少 しば

か り品 絡 が 二番 手であるようにも 考 へら れ る。

佳作のものは 何れ も同巧 異 的。

とうJ ; } f ( 無に 近 い悶 案が 出 て来る ζ とになれば今 少 し

印 刷 と 紙 ff([ に工夫を ζ らして 格式 を日i めて来 る よ り外

目先きをかへるとと は 出来なくなるであらう 、 自分は

少 々常日 は他に HJ 事 が あ っ て 最後の決議 には力nl1 らな

かった が、思、」、ことだけ云へば 以上 の泊り でみ る。

審 査 所 感、

瀧 湾 県 弓

附案 に型すする私の態度について l士、銑に一 昨 IF の緋

炎の祈に主sべたからまEにl土略する 。

今 年 のは l 咋平の I ｾ守・のもの程に抜け 出 てよ いとい

」、ものが見計らなかった 。従って 一 一悶よ りま審査の方

法 に も よ る 事 だ が ー 今 度 の l 等賞選問案が満場ーまま

で 定 っ た わ け ではない。 私 の 見 る 所、 との附案 l土決 し

て 澗 刻的なものでは な ν、。 しかもシツ カ リした翻 子 〈

形 式、 色彩共〉 であ った事と食用性 が明 iii l Z であった併

とが、他のものに 比 して 納抜 き ん 出 て ゐ た か k 思」、。

11佐それが、結果に於て 、 一昨年の聞案に tt: だ似たもの

にな っ てしま っ た 事。士少 し く 遺 憾で ある。

3  ＼＼奈のｾ案について私己最初大分 κ ｷＮみをかけ た が

あ の 際 関 ｬ の 色調 ｬ よ 印 刷 イ ｹ タ で は と ても 模 ｌ ｾ Ｅ られま

いといふ不 'i とを禁ず るさ1付: 出来なかっ た。斯 うL 、ふ現

官 t の問題に ついて 、:a: め て 一 般 諸 君 に御手予想 の科 を

お願する 次 第で ある。

な! 任務u! 闘 案の中に もなか な か よい ものがあ った。

恐ら〈 、又 その事 に ついて、感 募者 諸君自ら も不 i請が
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会

田

ー-
白

書

『

F

3
・べ

y

、
H

N

a

ｽ身よ な からぬ が ｌ 思」 、 。 御尤も な次 第ノ ｉ ｾ 心 、 ｍ＼ＤＮ ｾ とで Ｗ

:..-1/ イ l てしま じ れ ず に. 三大 国 同僚の 機 曾 1'": 夏めての

御 他 闘 を祈 つナ や 者 な い。

。

日音

波

1  J司;

2  

ｈ ｾ ｭ ［＠

信

〈正〉 燃 ( I 等〕

技 巧が しっ か り し て 居 る。 色 の 階調もよ い。明暗の

f在差も 良 い 。 唯 幾 分 整 ひ 過 ぎて居 ると恩は れ るお と新

味 に とぼ しいと いλ 、き らひを な きにしてあらず。

〈旗〉骨E

｜Ｇｾ 純 で よい 。

〈純) ｂｊｾ＠

ｾￆＧＺじの ｦ リ Ｑ るい ｼ 創案だ 。大人しさ をと る。

〈陽〉 奴

少し淋 し 冶 守 る と思」 ‘ 。 字がかたいの土 ｊ 円本 主 ｉｬ ｙｦｾ

l私令 」が :;' 1¥すきる 様 な策 もちが した。

〈波〉 続

賞 色 な 直線 でZ震をあしらっ たの は ぷ、 、o 1r. 積 去 に縦

害 者:i ，児用 する事を向 分は好ま ぬ。

〈美〉 鍛

字が弱い。『 と』の字 が 目: i r . ち過ぎ る。

mJ 統

材 用事 の様 Tょ感 じがある。

南

.  

「iT;iZ17I

世骨:

八

丁

目

口

〕

げ

竹

町

i

木

ぱ」

'" 
ヱ三も?「慾

か くら かで till 築 的 な そ して ジャーナリ スチッ クな

感じ のあ る t の をと 思 っ たが. そんな ものは今度 は あ

ま り見交 Irなか っ た。 そ し て 、 どち らか と公 へ ば 一般

山雑 誌 の 傾 向 に や λ 接 近 しで府ないかと思」、。 な かに

は、 協合 の" " - 1 ' を取り 入 れ たり した ものも あ っ たが

とμ もあま り良 い功 呆 を 表 は し ては 居な かっ た様で あ

る。 而 L 、口 で は い ろいろ の事 を 云 って も、 い ざ とな

るとなかなか む つ かしい ものと見えて 何れ も相官 脊心

のあ と が 際 に見えて感じられ た。た Y 主I l 築的だ と云 っ

た ととろが 、集 合 の様 l亡、純接 的 な 阿 佐 で もなく 、 そ

れ か と 云 って 、一般 の主I l 築的な雑誌 ともお」、の で 、 此

の気持ち 、 を表 l土す様 な 窓 味 の ものが け』来 た らい L の.

ではな い か と 考へ たり す るが. さて 向分で 苧 る ζ とに

な る と、 出来 な い に きま って居るから 、只 見せ て 貰 っ

て順番 をつけたに 過 ぎない。 而 L 、慾 を 云 へ ('1. 今 度

ノJ 様 な 傾 向 l才、5)11に 今 年 の分に限' ;1た ものでな ( . 此

の ぺ同年来 日府間 じ様 な t の の様 に 思 わ れ る の で、 t 少

し何 とか使った 傾 向 のもの が 出 来な い t の かな 、 と

思 』、 けれど 、 意匠 の む つ か しいｊｪ Ｎ ｾや 背心 のあとを 見 る

と、 とん なの で も仕 方が な いとあ 今ら伶 たりする のが

闘の 山である ι

，

 

.

 

.

.

 

，‘

，

 

• 

:・‘

。

自

白

五

口藤野村
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治

夫 紙 1;，，1案 の 懸 Jt 募集がナゾJ めら れ てか らも う小 十年 κ

なるー一一 一二 度 It Jll t けた年 i，あ っ たが一一ーその募集 り

問題が1 o'・務合へ 詳 ら れ る 時 . 後 f'F が綾 らない のだから

毎 年 干 る 必 嬰 も な い で は な い か ι の: w. 児がし、つも 出 る

だが新鮮さは雑誌の生命である。のみならず! 旦l を定ね

るすれ て上って 一つ の 相 在 漸進成 長せ しめて ーの 特有 な

る青; '! を大成 する 、 これは此の数年 nuの表紙を泊Tt すれ

ば直 ち に 了 ｦ ｗ 出来る。本作 ノノ Ｇｾ ｾＧ ｉ［ Ｚ ｜ Ｎ 選 の Ｈ ￆ Ｉ 君 の 案 ｬ ニ

昨 年 の に殆ど同・止 しヘ るコこの方向に 一歩 進 め た 践

に日'1Ｈ ｩ ｾＺ がある。

本 年 度 は 総般 を 辿 じ て その成紙f:r 例 年 iζ 比 して{ 徐 り

泌氏とは云ひ得なかった。! f I j { 募者ーを合員に由主 つ t-: ζ と

も、 j主ィ;去 の安かったこと t それぞれ以内して居るので

に なから うカ・c

模 様 を入れた ものが特 に貧弱であった 、文字の形止

配列とを主眼としたもののみがi i I i に入ったのはi " ¥A ' 然で

あり 11. 1時流であると考へ る。 ( 33) 案は模様を主と した

もの で彩、 は ζ れ を推したが 他 の繁査員のr: f!，む る と ζ ろ

とならず不幸選に漏れた 、根 本のモ ーチ 7 に古 いj対が

あった にjtglli l した の であらう。入選案は皆 文字 な P そ

の配列なり特に優れてゐる 。佳 作 第三席『美ゴ1も入選 案

よ り下るもの で はな か ら うc

努と喬
o::s 

i n1 

。

i建築と融曾

‘ 日 本 建 築 協 曾

( 波)

澄

一

丹

一
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平
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黒 明

講 指

七

帽 漏
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令 位 iこ力作揃ひで はあるが 、数年古ij の|伯| 案より見q ;

リが した、とれは行づま りを物 詩 つてゐる 、審 査 に 就

て 甲乙付け難い ので困った綾な却，で然しとれを決定す

るには字の書き方、配列 のj 主いのが最 後 迄 残 っ た 様 な

叙がする 、 Ｑ ｊ を 入 れ すぎて核雑過ぎたｾめ に落 ち た の

があった、 一般 に行 き方 の 簡 切 に し て字 の良 い 草色 の

もの が越に l!1てゐ る、此[ 国 の応、募 岡 案 に は ニ ヮ の 表 現

に分れてゐた、 それは 「建築と枇令J を現す矯めに力を

入れた もの と、過去数 年 の 表紙 給 を見て ー般 に 筒ljlーな

単色なものとこつであっ＿を殺に ｊｾ へた Ｎ 然 ｌ 務交の 車 ｦｩ

J荘は後者 が大多数 選 に入ってゐ る。 、

私 の考へと しては 此 の後 者 の 肘| 案に今 ー息 「建 築 と

ni l 合 」 と 云 ふ 窓味 を入れたものが J.!. たかっ た。

l 等悩l案 は字の 干1手方 が美しく色 に就ては伶 一考 した

、、が先ず則自の ない イ'1'と 思 』、。

2 等 は; 丘町{ よ〈見る もので あ るが簡単な鮎でH _ ¥' 、

学も美し い方。

Ｓ 等はｾヨも目 ｔ ｉｦ で色 も 新年 鋭 の ｩｬ ｩ 誌と し てばつ と明る

い様な訴が する 、 ζ れを 'n際に 使っ て 見 たいと思」、が

iiIiタト間続に就て は ζ れ と云」、. t ぃ、単もな かっ たが 無

革 Ｑｾ な作 、 私は選外に 思切った ｩ￯ｉｩ 外 ら ｌ いのを 入れ た か

っ たが鮎数採鮎 で此の 四種 に 決 定 した。

務ちたも のに見る可 きもの厳 種 あ っ たが、 とれ 空事ぴJ

I窓募者も次 回に尚 一底 力 を 入 れ て際若手き れん ととを御

奨めする t

雄義村中

。夫

ト建築どJi 曾

司更g輯特
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名審賛助員 村 山 龍 平 氏

報

朝日新聞枇の組織を株式合枇に星空更し て以来最士長

として今 日に至る 、大I E 4 年新岡本業における功

労を以て則 三号$ に叙せ られ瑞費爺を賜はり 昭和3

年 11 月勲二等・に雌叙せられ 、ヨたで昭和 5 年 12月貴

族院議員 l亡勅選せらる 、 また大I E 9 年 以来ペルギ

ー 、 フテ ｹ ス 、 文刻 ｉｾ 手の諸外図より勲章を胸奥せ

られた 、 また明治24年第 l 位l子育閣議合 同25年第2回

。'iii' 閣議合 l'こ衆議院議 員 と して2首選せるほか 、言者積

の公可能に選ばれ本業 として は一人ー業を もっ て終

始し 、新聞事業に専念した 、 また古美術力愈IJ の鍛

議高〈早くよりわが関美術を世界に宣揚するにフ

とめ美術雑 誌 「関 ｾ ｉ ｜ ｕ に謝しては貴 ｉ ｊ ｦ ｬ ｊ 以 来隠れた

る無二の後t若者ーであった 。

常 務 曾

時 昭和B年12月4 日午後6時一 同8時30分

所 本協合別室

出1m者 理 事 池 田 竹 腰 監 事 徳 政 松 室

名苦手賛I!J J 員従四位勲一等村 山龍平氏昭 和 8 <lf- l1 ;  

月24 日病 7 以 テ 逝 カ )1. n; = - 哀悼= 禁ヘスまi;=- 照宵 i

新 政 事 阿 部 主 ｾＱＳ 鳥井富 士 向

主計 浦 清水 八木 縞 持 今林

正月 1喬 中 村 新 名

ト由各!iA ＷＧＺｴｾ ケ ｾｙ テ弔ｾｾｾ 7' 表ス : 議 事 1  12月例合に関する件

村山 氏は主張永 3 年 4 月 3 日伊勢園田 丸務勘定方 l 新評議員合開催日取決定の 件

にして図製者 たる 村山守対f ; 氏の嫡子として生る 、 1  11 月例合部航者に謝援の件

明治初年父と共に大阪に 出で商業を信号み 明治 12年 l 新向役員ヲ| 綴 7え常設 、特 設 、記念事業

1 月25 日大阪朝日新日rJ 創業と同時に肩上主 として闘 其他委員慰勢合に闘 する 件

係し Ｎ 次で Ｑ Ｔｾ ＱＱ ｽｬ故上野規一氏と共同出資をも 1  ｾｩｪｾ 員下牛 ｊ 副賞奥其他 ｊＧＧＧＺ 閲する件

って問枇の経径を引受け 、朝日 新閥抗t長とな る、

爾来上野氏 と協力 して鋭意事務を刷新、編斡i ' こ経 報 告・

管 K 新機軌を 出 し事業大に振」、その徐勢を腐 P て ‘

明治2 1qp 7 月東京め ざまし新聞を買収して ζ れを

東京朝日新聞と改題、更 に園舎の開設せら れんと

す るや大阪に大阪公論、東京に東京公論( 後に凶

合と 改題〉を華苦行し東西呼臆して言論界に対f ; 飛 し

その後東西 雨公論は駿刊したが 、朝 日新聞は日清 I

日係め閥戦役を怒て託i立Eますます降感に楚き世界 。時

的大新聞とな り ｾｾ中外に紘一甚せり 、 大 ｉｅＸ 年 Ｗ 月 f1r 

， 7f5. 

l 合員設 衡

l 第二j割合計検査報告

1  11月分合計報告

l  記念事業概算報告

1  ;委員合主主概算報告

戸 崎

吊 務 曾

昭和B年 12月 15 日手後6時39分 一同8時

本協合別室
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四郎 君

省三君

義 男君

祭 盛 君
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高話事
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梅木

退

曾 員

大 凶 車 関 君

特 別賛 JJ}J 員

石川 笈 Ｚ ｾ ｾ， 君

普 泊焚 JJ}J 員

佐 野 房 二 郎 君

野川 茂 JJ}J君

問 日本建築協曾役員

( 昭和九年)

葛 野 枇一郎

阿 部 原 則

今 体 彦太郎

滞 英 之助
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平塚 古合吉

1111 藤 義 吉

高 橋 祭治

井上 稿 荻

今林彦太郎

1) 1藤 和夫

岩崎益太郎

大 原 芳 知1

ｉ ｴｇｬ 本新ヨｾ ｬｚ ｬ ｬ

川 口 一 二

関藤 武

w里子 俊 三
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白石登喜 男
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ヨ ミ 置ｾ次郎
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問

問
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問

問

問

問

問

問

役

監 事 徳、政

清 水 八 木

理 事 片 岡 池 回 竹 腰

主 ｾ ｂ 丹藤 主計 滞

編輯 高橋 中村

1 事 務 引 舗 に闘す る 件

} 建 材 陳 列 接聞 荷作 製英 他 に つ き謝 湿 の

件

l 曾 員 詮 衡

1 懸 賞 曾誌 表紙 闘案 簿 登 報 告

1 役 員事 務 引 縫、各 委員 慰損害合準備報告

l 建 材 陳 列 場 工 程其 他報 告

出席者

耳民

告

菌援

報

青事動貝'曾

林 方

者

京 都 市左 京凶 問 中 開 閉町28

( 京都 帝 大 講 師〉

酋 ｽｾ ［ 市 官 西国 ｦ 金 Ｗ ｾ ( 大 阪府 隊 内 務

部 管繕課〉

兵 時[ lQ，ft、明 石君s垂水田J 凶.垂 水利 "11町

竹雪量荘 内( 竹 中工 務 信 〉

府 下 豊能 郡豊 中 町 小 松油 1( 合 資曾

福士清水 組 側 西支底 技 師長〉

• λ  

員

2聖雄君

誠 君

一郎 君

曾

横 山

l
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同( 地 方 在住〉

砦 回 勝己若 山 口握手、宇都市 西 目玉御影 町 ( 王子部笠

事官工業 曾 枇〉

字部 市 宇 部資 電 所 建 築 場技 師

へ木

演寺 町 一F 1192 Ｈ 大 阪君 主 業 株式 合 ｉ ｾ Ｍｴ

取締役〉

兵庫 l隊武 庫君11粉; 萱村背 屋御 所 ノ内

851 ( 日本 防 火 建 材 製作 所 代表 枇

員〉

北区 茶 屋町33 ( 有 111製 陶所 本 庄 次

工場 金責任 者ト〉

凶 淀川 区 大仁来 2 ノ6:東広君主主主株式

合通士

氷元 『乙 吉君

特 別賛 JJJ J 員

高野幸1[ r合員11君

u
i

二 'f.t

良 一 対

|瑚 回

有l久

英 '=l ' n白石

l己ケ 崎 市 中大 物 田)"2 1 ( 柄 谷組 必 務

所 〉

兵庫Cl 綜明石 郡 垂水 町 凶垂 水 88 ( 竹

中 工 務広 〉

住 吉 区阿 倍野筋 4 ノ9 1

普泌貸 JYJ員

前川登 志夫 君

乙作君

鎌 苅 卯 三 郎 君

守 随.



建 築 倶 業 部 室

謹 賀 新 年
昭和九年 足J I.

3苦 悩 。 松 下 先 生 長時l。杵屋和浄次師

以」六門です各命共本年は一層の盛 舎 を祈 りま

創立以来早〈も第三滋の 元 LJ_ を迎へまし ず3

fこ事を皆様と共に御l険ぴ申上げますo 卒

素何とかして皆様の御満足を得る様にと ，

努力 いにして おりますが、依り菩んで] 頁 |  

〈材料もな〈誠に慨憐に耐へません。 併 。

し只一つ室の鏑張は大きな 出来事かと存

じます口 将来持様の御援助御鞭撞の下に

憾に御利用を願ひ往々草間なる強展を遂

げる様; ; ( I j ふ失絡であります。

連築イ兵梁?司¥ ':'小事一同

一月カレンダー

10日 7F .，川目、諸問 20日 土 国 務 、 議 l制

11日 木 俳 句 24日 7 F 骨相

13日 j 二 I到11' ＲＵ 日木 ｾｩ 曲、 俳句

15日 月 務的 27 日 ニ1・ 岡弘i

16日 火 市部 30日 火 商 品1、 dt 的

17日 7}: '1' ，'祈l

| 維持曾費の期間 lこ就て!

維持合貨に就ては柿 k O) 御意見を jkって

おりますが 、 Ｑ ドにも期間 の事は相蛍ヨ ｾｦ 大

問題です から色 々協議いにしましに結果

怖円ピルに家賃を仕掛ふ月より渦 2 ヶ年

間寄附として維持合費を ]巨 〈事ー に決定し、

| 曾 員 の 聾 |

t: しましに 。

何学宜敷御諒承の上、 御援助l煩ひます従

で既に御梯込を受げて居ります分はピ ル

に仕掛五、月迄お預 りし、 t: しております O

| 倶楽部案内|

i E月は 4 日か ら'1;' 索 1 ) 泊り閥結 ν ・た : をすo 此

日は特にお屠蘇 Jld 令; ! 司とスル メ等 i¥l，fmいた して

お甲ま す σ

| 諸 研 究 曾 |

i喝葉。 木 本 二 段 俳句。月 斗 先 生

南省。 j相 胸 先 生 サ相。 砂 川 ;先 生

1 7 9  

(1 )  ｾ 託研究令 の紋な 骨量技 ｬ よ 各自の任意と し て泣き

セ し ても Ｑ ｾ ＱＺ ｾ、 で し 平う。 倶楽 部としてならば 、

台民 の 最 も 必 Ｎ￬Ｍ ｾ ー な 〆 時 ｉ ｬｩ ¥ *，s. 務 、政治 、:lt.他〉方

而i の研究で も しでも っと| 吐界的に人 間 らし〈 な

る方而へ志ざす検制いたいもの です。極端に 首

ひ ますと 、 ＺｷＮｾえ倶楽 部は 不必要 の 存作Ｎと云 ふ 人

が ｦ ￮ ｊ な り多 い と ｪ ｾ ｾ、 ｾ ｉｩに ちと 耳を傾けて Ｑ 空 い た

い と云_1 . 1) です。

Ｈ Ｒ Ｉ 給イ ｊＺ の服 誌を今 少 し ｾ Ｍ y ，'こ胤ひます。お|徐

力 E芝新似楽部に 比 しいささか見劣 りがするで は

あ りませんか。

( 3 ) 先般4 、11} 皮寄附 111込 の件に付て街i 介 をうけtB

り官民へ共 同 F 一考' 1 ' に有之候間左様御;hlf 承被ド

皮 除。

Ｚ Ｔ Ｉ 協舎 が あっての倶楽 部 である欣 ｾｪ ｾ ら 〈 協 合員

金百11が倶祭 j';i; へ入脅する義務あると 信ず るが放

l亡、今 !日lの寄附に燦じ縦し 、但一 時 の寄附 令 な

れば其限 習に非ず。

(5) 多十古の 1: t めグラ ブ'f: IIJ 刊の被曾 を符ーず 、今日 J与

に二三回徐りま い りたるの みに御座候、維持 合

費は強制的 に 御在住侠宇御尋 ね ｉｾ 1- 候。

。 Ｈ Ｖ Ｉ 合合 の 機合 の出来るだ け 多からんｾを 望 み ま
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F 。

( 7 ) 合費徴収の方法御 悶せ 彼下度 、従来の方法な

れば乍遺憾 御 僻ill 4" 上侠。

(8) 都合により 寄附御僻退 市上 候。

(9)  i l ' i : 諮を一人で長〈本刷され而も前n:電ヒの交沙

が依りに大探叱11古は他 の合員に到して少し遠慮

してほ しきも のに f段。

Ｇ ＱＰ Ｉ 近ｾ ｔｩ ク ラプ員 で な い者 が大分多〈見受けられ

又倣っ た総に或時間: t ' J t 胞の者が娘当時機 闘を 占有

l てゐ る。 あれば 入合 してゐる人主主や否や o 1;材

利 介 者のU'!，手うな ど殆ど 記 入し てなν、のは 如何な

るもの苧 o 今少しくマ ークの銅 IIJ :全般絡にして

合員外 の入室を秩測す る必要な き伊一考 をよ1i す

倉員の重症に劃し常任幹事よりお答へさして

貰ひます。

( 1) 此思ISに裁きま しては充分餅究さして( f : . ( きます

( 2) 給仕 の脳波 は始終考へてゐますが 、賀川の里占

で18i まされてゐます 、お|特の i交*1.1 9 ラプは自緋

です。本クラプはずなほにおとなしいのが特徴

とし たい と云」、; @: 見であ りま したが 、f古1Wy，;J'; 合

にて餅究 ず る王将にいた しますの

(32立5)餓 訟 に (:1，..・手11 ; 持合裂のイ4・i土Uとして姐' ，tiJ的で

は ありませんが 、 よ 〈御利用下 さる方えは 篤志

家の御寄附を希」、次第です0*合従を値1 した

らどうか、 l凶等と云」、クラ ゾは外にはないと

公ふ意見の方ーもありますが 、{徐 P 御利川なき方・

のｾを思ひま し て努附といたした次第です 。

(4) 協合の事業とし ての ク ラプ となって 、合!{l l も

別 に頂 か ない様に 早くなる司王を希裂 してゐます

が .. .n今は其 の道程かと '15へ られ ます。

( 7) 合費の依牧は 内規にあります jffi りすべて前納

で 、 ク テプ に持参 して頂〈本が }J ;U!IJ とな って ゐ

ま す。 ｉ 初制ｾ i空費が切れまナ とお' じyii 御案内を差

l げ ま して、Jt. 後御持参ない時は集合郵便にか

けま す。 此場合は一件に 20銭 宛頂〈規科になっ

ております 。之 はク ラ プに来 て ｲｮ 脅 ｬ たいｾめ で

す。新 しく 来た給臼:な どで製紙謡〈合費 の務求

をして御不満ーを 民 って ゐ ると の212ですが、之 も

ｴ 皇 々訓練 いた しま す 。 ｾは専任 者がな いため 何 白

か と不行局 の多い ことを お 花時1 します。 今暫〈

業 室

の彪御自分 のクラ プとして御辛抱1 mひ又お然付

の駄などどしどし御注意下さいます様お願び申

しま す。

( 9)  'i!i: 話の tj . ; : は護の割高艇が完成しました な らば騒

々 しき事丈11 : 和( " かと思 ひ ます。

( 10) 御設御尤な鮎を見受け ます。 依 り般格すぎ て

もクテプの感 じJ-，虫U(可と 主主! 怒してゐますが 、t論

E長完成後は中日常注意いたず絞り です。 民他 の三l五

It  研究 あ 1-，; 且てお体さして国きます J

i 二月九臼苦量級の泊り 忘 年 恭舎を催しました 。

合する者約二十r . 械に主主合裡に終了いた しまし

矢、常日の入賞者 Fの; 泊り であ り主す。

l 得 力H川 公 彦氏 2 空宇 'ft H事 藤7j氏

3 令 伊 東 敏夫 氏 4 空事前'j ! J ! I ' 叉lりl氏

| ラヂオ受信機設置|

ラヂ オ を設け ました 。 係 り大星雲で邪魔だとのお

小言の出ない純凶内でや りたいものと考へて ゐ

ます。何 本 クテプ良 に限り大阪袋医務合最l製ヘ

ノt メス受 信機の原倒政資を 悶tt から 申込 まれて

おり ます御希望のす) ' / 士お知l らせ下さい御幸H介 い

た しますω
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編 輯 後 記

ロ冬結の天地、沈冊子不景気と人は いつに 、

既ｾ［， ［ ｾｾ ， 太陽が出 Ｗ 二 、 大地は泥まみれで非常

時といふ口こ〉に新らしい年削除ら れて来

た。

口制t々として動〈新らしい生命のもとに 、

新ら しい希望を有っ て進ま う。

この年は我が協合も定款が動かされが[ら し

い内容に活動すべき記念すべき年である 。

口此朝大内山の多国。

梅早 し日嗣の皇子の生れまし〉 。

北海に! 官現はれてみんなみへ。

東海に鯨浮み て潮をふく。

雀来 り鳳j以来り埴浮ぶ。

盛子の 句げに目出度い新年でみる。

口工事 中の大建築を谷頭に飾つにのは新年

自主 として、 市占にふさわしい。

それに近〈完成しに 、名古屋市願、大阪三

j 十ピル、阪神神戸市冬賠騨 と相mして、 l仮か

な、謀かな新年蹴となっ1=。

建 築 と 社 嘗

第 17 輪第 1 ｾｾ＠

毎 月l 恒J l 日滋行 定 償 l却} ・50閥( 垂11税 2 銭〉

12 !l1J 6. ∞闘〈同 24 銭〉

昭 和 8 年 12月25日 印 刷 昭 和 9 年 l 月 l 日 災 行

E主行 ・絹 綿

印 刷 人

西 宮 市 今 津 町 大 字 補 風56番地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1丁目 7番 地

幸 運 行 併 問 日 本 建 築 協 合

大 阪 市 北区 中 之 烏3 ノ3朝 日 ピ ル

電話長本局( 23) 4500杏 ( 6)

指 替 口座央阪39975番

特 約 飯 資 庖 柳 々 堂 書 f占

大 阪 市 西 凶京町姻軍司子板 繍北

電 話 土 佐 抱 2440蚕

振 替 口 座 央 阪 お84杏

l伐 取

禁 輔 載

本誌 に 錫 識 せ る も の は 、一切 とれを無断にて

嶋 載 し 又 は 皐 行 本 に 上 梓 そ の 他の 複製 行 銭 を

なすことを禁ず。

記事と して秋の見・製技行と島崎氏の例舎講

演の原稿を頂いて載せに 。

口本蹴は前年の編輯常務の予によってなさ

れにも の、本年は面白一新して次蹴 よりの

新らしい逃み方を御批判願ひ ?こい。

口市街地建物法令ｦ［Ｎｦｾ 3  J慌を増刷しに早や残

りゅに なってゐる口 15年記念出版最絡のNI

{t:宅i量l築集は12月中頃1500部製本完了 し1:

が1，主早精々 100か200 しか徐さない資行きで

すぐにも 増刷し7こい望を持ってゐる口統!t1，

校闘集も直ぐ出来る。良い出版物で廉いこ

とは既に 9:11る人の驚異となってゐる。 出版

部の創設は私例人のみの望ではな いであら

) 0  

口元朝や大内 山の松木立。

元朝や今年普請の胸算用。

) G 日や静かに飽砥ぎにげ り。

世も 人 も. 物も 41l も、持目出度し。

口編輯の搬挫を ｾｩｬｶ￭ る ｯ (，(: ，陥栄治〉

鹿 告 掲 載 料 金

普 通 I 1 頁 I 1 匝l 15.00 
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工邸及管業所 東 京 市 品 川 磁 気 反 田 町 一 丁 目 二 六 七 番 地

電 話 高 翰 ( 44) 六 九 八 七 番

優美ナ ｬｾ 焼香］テ扉ノ自働閉鎖ヲナス Ｑ 世界的後明品ナ

ｐ 速度 ノ Ｚ 加減自由、 機能線 Ｑ ＱｬＺｾ牢］シテ依椅 低廉

製

41 
且贋



輯 第 1 !Lt

i長陶株式nl
' 舵. . ・・ ・・・… .. ...・ H ・. .・ ・・田・ ・…… 28

川村前j 合… ・ 0 ・…. .. .. . . … ・・…. . . ... .. . …… . ..19

ダ シ ロ ッ プ 議 議 株 式 含 枇 … … ・ 0 ・… …・ ・中指

千歳木材工業所…・…・・ー・・・・……・・・・・・・・・・・ 4  

チ ヨ ー ホ - s'Wt言...... ・・・・ ・・・・H ・H ・.. … … 30

寺井洋室長 ｊｾ ｦＮ ￮｜ ＧＢ .. ..…・… ・・ ・・・ 一 ・・…・・… 20

東洋リノリユーウム株式台祉・・… ・… ・・・… 3!

東京電気株式合計: ・・・………・・・……- ・ 田…・ 3

)lt1f: m材工業所・・・…・・・・ ・・・…・・・・・・…ー・・ . . .43

内外土木建築材料合資曾量土… … ・… - … … … 35

南 浦 鍛 業 株 式 含 il:.... .  ・・・ ・・・・・ … … ・・・… 18

日本ベイ Y ト株式合量t ・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・・・23

日本建築 紙工 株 式 合最上一 …. . . ・…・… 円。… 27

日本合孔株式曾肩上… … … ・・・ リ ・…・ … ・・・中掃

西 原 衛生 工 業F1r ・0 ・・ 0 ・h ・・・・・ H ・H ・..... ...... … 6

西 孫 南 底 建 築4怪物部・・ …・・・… ・・… …・・……・21

野 湾 幸三 郎商庖. . . . ……・・……・・・・・・・・…ぃ 26

"1' .松 釣戸革製作所・ ・…・・ ・・ 目・ . . ・…・・・ ・・・ 39

稿 烏合名曾 最上…. . . . . . . . …・・・・ ・… … ・・・・・…・ … 42

マ ル エ ス 工 業 株 式 曾 此 ・…・・ … ・・・・ ・・・・… ・・9

ミナト製作所・・… ・・.. .. . ... ..・ H ・-…・・0 ・… … ぃ 10

三 井物産株式合駐… ・・… … … … ・ …・・・…… 13

1守烏 康夫筒庖一 … … ・・一…… . . ...・ H ・- ……・・ 4 1

矢橋大王理石商庖… ・… ... ・H ・. . ………・・……・ 14

山本吉正業衛官… ・・・…・・ … … … ・・ ….. .・ H ・. .…・ 18

山本来 (If. ｮｾｩｦ 苫 …・…・・・・・ …. . . .. . ... ・・・…・・ 38

ヤマ ト官官舎… … …. . .・H ・. ... .・H ・- 一一. . … . . 41

績向橋梁製作所… … … … ・… ・・… ・・・・・ .. .24

米 本 祭 商 底 ・・ ・・…・ ・・・H ・H ・... … - … … . . … 14

玲光量士( 木内反太郎〉 ・… … …. . . . . . . .・H ・..・ ・20

51 索
.tt:. 

E ヨ
置

J

ヒ

フ

マ

=

-

ヤ

ヨ

タ

チ

少・

ー-

テ

ト

建 築 と 枇 曾 第 17

旭硝子株式曾紅白 ・・・・ ・・ ・・・…・・・・・田 ー…・…・ ・… 3 1

浅 野 ス レ ー ト株 式 含 j i . . . ・・・ ・・…・…. . . ・ H ・. . 16

浅 海 商 I吉… ・… … ・・・… ... . ......・ H ・. .… ・・ ・. . .22

阿 部 ￧ ｾｾｾ 工 川 ・ 目 … ・ … … - … ・… …・・ ー・ ｾｏ＠

岩充尚曾m材 部 ・・ ・・ ・… … … ・・…・ … … 22

結城町j 子 製 造 所 ・・… … 一. . .. ・・・・・・・・・・ ・ぃ34

祭 溢最t... ...... ........ .  ・・ ・・・・・・・・・ ・・田・…ー… 15 

英 治 向 合 住 材 部・・…・・・・・ ・ ・・・・・・ ・・ ・… . 36 

大 阪 窯 業 ヒ メ Y ト株式合言士… … … …・・ ・・ ・中 指

大阪l J r 丹商 f，s…・・・・…・ ・… ・・・…. . .. . .. . .. ・ー12

大 野 製 作 所 … . ... … ・-…・・・・・・・・・… ・… 表紙 4

1、1
1引 ι斯株式合枇ー・ ・・…

0

・・・・・・
. •.•.. •... 8  

奥村 Ｑｦｾ兵術 向 Ｑ ， Ｕ …・ ・・ … ・・・… 目 ……………・ Ｑ Ｗ
押 谷 Il} j r苫 ・・い ・・・・・・・・・ e ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・:16

ｾ問主主倒閣 …・・…・・…. . ・ …・・・…・… ・・・・中挿

木 下 議三 向Ji5'.・・・ … … ・・…・・……・ … … .. .・ H ・12

桐 岡 商 曾 ・・ ・・ 一…・・・… 回一・・・・ …・ ・・・・ … .. .・ H ・2'1

m川 化 等 工 業 所 ・… ・…… ・・… … … .. .. . . . . . . .10

久保商庖・・・ ・・・・・・ ・…・…・…・・・…・ ・・ ・…・・・・・. 34

納殻建材合資含量t..... ..・H ・... ... 日 ・・ ・… ・・・39

三綾剥;・・…・・・・・ ・…. . .. . . . … . .. . …・・. . …・・ 27

佐渡島商応一- … ・… ・・… ・・………・・・・・・…… 35

三機 工 業 株 式 合 枇・・ … ・・ ー・・… ・・・・・・ 表 紙 2

t花岡家 具ftE飾庖・ …・. . … ・・ …・ ・・・・ 一'" •..• 4  

三共株式合主1 : . ・・ … 一・… ・・・- …- ・… ・・・ ・・ ・・・・ 7

須 賀 商 舎・ ・…・… -……・・・・… ・ ・・ ・…・・・ 25

問中 9 イ リy グ・・ …. . . .・・・u ・…・・・・・・・・・ . .. . . 20 

問 中 前 舎合資合証1: . ・… … ・・・・・… .. ...... .. … 11

問 中 自 司 Il"fi r苫一… … … …・ H ・H ・・……・・・・・ 38

ケ

サ

ス

タ

カ

キ

ヲ

ヱ

;t 

ア

4  

レ

特

許

下 地 材 料

ズ ラ

へリングボーンラス)

級 壁

，、
高

ヤ ス

強馴行、

大 染 渡 絹

で 良 り 目

あ 〈にの o

P施 留 刻

ま エ 意 み 特

す が さ 方

極 れ が

め て 最

てあも

容 る 合 者世

易 の王車

で で 的

而 モ で

由、ルモ

もｾノ ｌ

ｾｉ＠ 'ι 9  

久 と，.

j J の の'

;1< 1亡

' " 重

をね

非目

常の

に高

節さ

約 に

す 合

るせ

事て

が事量

作る

来必 至E 四

主 要 遁 得 に 車 窓 、 P続の必後吉宮、あ 生 面 共比る Jι れ 告正 -Y ，1-

す な ラ る 綴 J U民1J X主務で要絡に 商 りず に収率 と が た 三

〈 スのぎつらねす的極がを重まおまる重注織で向車t モ古量る方のが、しに L 欣 支 9 む に で ゐ 起 度 四 に は 、

モ の で令 完す闘 で め な 見 t 接 せ 快 裂 し 縦 一燥 λ 附の で顎ド凋納主治完をヘル モ落無 るしに十針平日

ル 様 普 せ 会 簡 が あているの合んはをr & 横のす F さであみ特目す着令な鍵を A 込駄のて陵ヨi し商 7 ・

( 原名

町、1

，1-
ゲ

.  
， 

ン

福島合名曾祉大阪支底

関 西 一手 飯 夜

.. 回 42


